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写真１ 配石墓群全景（東より）

写真２ 配石墓検出状況
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小杉遺跡
写真１ 配石墓群全景（東より）

本遺跡は、山と川に挟まれた段丘上に、縄文時代後期後葉から晩期初頭にかけて営まれた。手
前に竪穴建物が見えるが、それよりも谷の開口部にむかって配石墓群がつくられている。

写真２ 配石墓検出状況
配石墓の蓋石とみられる。本文中の写真（キャプション：配石墓②）のような方形の石組がそ
の下部から検出された。遺体をそのまま埋葬したのではなく、再葬墓と考えられる。



写真１ 木製祭祀具出土状況（奈良・平安時代）

写真２ イノシシ頭骨（推定）出土状況（奈良・平安時代）
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小島西遺跡
写真１ 木製祭祀具出土状況（奈良・平安時代）

標高０．６～０．８�の平坦面に、ほぼ方向を揃えて出土している。その多くが斎串と先端部を加工
した棒状の木製品である。祭祀具集中範囲は、帯状に、さらに調査区外に広がっている。

写真２ イノシシ頭骨（推定）出土状況（奈良・平安時代）
木製祭祀具と同一層から出土しており、何らかの祭祀に使用された可能性がある。写真の頭骨
は雄のものと推定されるが、約３m離れて、雌のイノシシのものと推定される頭骨が出土し
ている。



【参考】「語成人」墨書土器
（平成１１年出土）
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金沢市畝田・寺中遺跡出土第１１号木簡
平成１４年度調査のＷ区６２号溝より出土。６２号溝は平成１１年度に同遺跡の第１号木簡（天平勝宝４（７５２）年
銘の出挙木簡）を出土したＢ区３１号溝の南東方向への連続部分である。
記載の「横江臣」は、『日本霊異記』の一説話に登場する奈良時代後期の加賀郡大野郷畝田村住人「横江臣
成人」及びその母「横江臣成刀自女」からその存在が推定されてきた氏族とは少なくとも同族とみられ、他の
記載内容とともに極めて注目される。
本木簡は、加賀地方の古代史を詳しく語る際には、欠かせない資料となろう。

【参考】「語成人」墨書土器
『日本霊異記』に見える横江臣成人と同じ「成人」を墨書している。同字の墨書土器は同遺跡から４点出土
している。第１１号木簡と併せ、これまで説話中の人物に過ぎなかった横江臣成人本人が畝田・寺中遺跡に実在
したかもしれない、と思わせる資料である。
同遺跡で１００点近く出土している「語」墨書土器の性格や「奈刀女」「枚人」など他の人名墨書土器について
も、これらの文字資料には我々の想像をかきたてるものがある。



はじめに

石川県では、県埋蔵文化財センターが国、県、公社・公団の開発事業に伴う発掘調査を行い、市町

村教育委員会が当該市町村および民間の開発事業に伴う発掘調査を実施しております。

平成１４年度は、県内で７１件、１３６，０００㎡の調査（県３２件、約６２，０００㎡ 市町村３８件 約７２，０００㎡

金沢大学１件 約１，８００㎡）が実施されております。これは、最盛期の平成１０年度の７６件、約２４０，０００

㎡に比べ、件数については、大きな変化がみられませんが、調査面積の落ち込みが著しいことがここ

近年の特徴としてあげられます。

調査面積減少の主な要因として、県では、国土交通省関係の鹿島バイパス、小松バイパスなど、国

道整備関係の継続調査が一段落し、新規の大型開発事業が減少していることや、市町村では金沢市や

その近郊市町での区画整理事業がピークを越えたことが大きな要因として上げられます。また、新た

な調査基準により、開発工事における発掘調査の実施対象が範囲が従来より緩和され、直接遺跡（地

下遺構）の破壊を伴う土木工事や恒久的な道路等の構築物の建設に限定されたことも大きいと思われ

ます。

さて、今年度の調査成果の概要でありますが、県内各地でたくさんの新しい知見や貴重な調査資料

を得ることが出来ました。

縄文時代

縄文時代では、縄文晩期の木製品や漆製品など豊富な遺物を出土した金沢市中屋サワ遺跡など、８

遺跡が調査されました。

能都町の真脇遺跡では、史跡整備のための調査が平成１０年度より計画的に行われており、今年度の

調査では、２０年前の昭和５８年に発見され、大きな話題を集めました巨大環状木柱列（半裁したクリ材、

径９０㎝を円形に配列する）の隣接地が調査され、過去の調査でその存在が推定されていた残り３本の

柱が検出され、その全容が明らかにされました。さらに、新たな環状木柱列（４個目）の存在も確認

されているようです。また、周辺の縄文晩期の地層から、全国的にも数例しか発見例がない魚をモチー

フとした「魚形石製品」が出土しています。山中町の小杉遺跡で、大小の川原石を並べた配石墓と呼

ばれる縄文後期から晩期の墓の跡が１４基も確認されました。配石墓には、石を墓標とするもの、棺状

に配置するものなど、その使用方法に幾つかのパターンが見られ、山間部での縄文時代の生活・文化

や墓制を考えるうえで貴重な資料になるものと思われます。

弥生時代

弥生時代では、野々市町三日市Ａ遺跡、松任市竹松遺跡など、２１遺跡が調査されました。

羽咋市の東的場タケノハナ遺跡では、弥生中・後期の集落を取り巻く環濠が発見され、隣接して営

まれている吉崎・次場遺跡との関係が注目されます。津幡町の北中條遺跡では、弥生時代後期大型の

竪穴式の住居跡や１辺１０㍍を超える方形周溝墓群や木郭墓の可能性を持つ遺構が見つかるなど、注目

される成果が得られ、河北潟縁辺に営まれた大規模で、中核的な集落の姿が判明されつつあります。

また、弥生時代後期の高地性集落として知られる宇ノ気町鉢伏茶臼山遺跡では、範囲確認のための調

査が開始されました。小松市の白江梯川遺跡では、弥生時代後期の川跡が発掘され、多量の木製品（木

石川県内の平成１４年度発掘調査成果から

所長 谷内尾 晋司
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の道具や建物の用材類等）が出土しました。主な出土品としては、漆塗りの盾、朱塗りの鉄剣の柄、

精巧な幾何学的な彫刻文様を施した筒状の容器、船材（準構造船の横板）、山陰地方との関係が考え

られる精巧な造りの高坏などがあり注目されます。

古墳時代

古墳時代では、前期の建物跡が多数見つかった金沢市福増カワラケダ遺跡、古墳時代後期の建物跡

が見つかった金沢市田上南遺跡など、２３遺跡が調査されました。

古墳前期段階の国内最大級の大型建物群が発見され一躍脚光を浴びた七尾市万行遺跡では、新たに

３棟の建物跡が確認され、３棟を単位とした２群、計６棟の大型建物群が２時期にわたって存在して

いたことが明らかになりました。この大型建物群の性格については、「倉庫群」あるいは「祭殿」を

見る説があり、いずれにしても、造営主体が何者なのか、なにゆえ造営されたのか、その歴史的背景

等について、今後、大きな論議が起こるものと期待されます。また、七尾市等関係者の努力の結果、

周辺を含めた約２haが国指定史跡として保存されることになりました。

田鶴浜町の垣吉Ａ古墳群で５世紀後半から６世紀前半代と考えられる、板石を組み合わせた箱式石

棺と呼ばれる埋葬施設を持つ古墳や周溝に土器を並べた古墳など、２基の古墳が調査されました。ま

た同時に、弥生時代終末期と考えられる方形台状墓や方形周溝墓（４基）が確認されております。小

松市矢田野遺跡では、古墳時代後期の矢田野古墳群の一画をなしていたと思われる、墳丘を削平され

た古墳の周溝が検出されております。

また、史跡整備に伴い平成１３年度から調査が進められている寺井町秋常山古墳群では、従来前方後

方墳と考えられていた２号墳が、埴輪を持つ、加賀地方では珍しい方墳（１辺３０m）となる可能性が

高まりました。さらに、主体部の一部が崩壊の危険のある崖面に露呈していることが判明し、早急な

調査や保護処置が望まれます。その他、鳥屋町では、県内で最大規模を持つ川田古墳群の国、県指定

に向けての詳細な分布調査が行われ、約２００基以上からなる古墳がほとんど未盗掘のまま良好に残さ

れていることが明らかにされました。早期の史跡指定が望まれます。

奈良・平安時代では、中島町塩津遺跡、津幡町加茂遺跡、金沢市畝田ナベタ遺跡など、３８遺跡が調

査されました。

古代

七尾市の小島西遺跡では、斎串、人形、馬形など、祭祀に使用したと思われる１０００点以上にもおよ

ぶ木製品や、猪（豚？）の頭骨２点が出土しました。これらは、あたかも並べ置かれたように、一箇

所に集中した状態で出土をみており、遺跡のある場所が海岸に近いことから、当時七尾付近に置かれ

たとされる能登の国府やその港である加嶋津に関係する祓い所（祭りの場）であった可能性が考えら

れます。また、輪島市で畠田遺跡が調査され、大型の建物跡や井戸跡が発見され、今まであまり知ら

れていなかった奥能登の古代遺跡の一端が明らかにされました。

津幡町では、加茂遺跡で検出された古代北陸道の延長確認のため調査が実施され、加茂廃寺跡推定

地附近に設定した調査区で、道路側溝の延長が確認されるとともに、軒丸・平瓦片、多口壺、特殊な

陶製品など加茂廃寺に関わる遺物が出土しました。同じく津幡町の北中條遺跡で、「深見駅家」と記

された墨書土器が出土し、深見駅家の所在地比定論議に一石を投じました。

「加賀郡津」の可能性が指摘されている金沢市畝田寺中遺跡で、かっての川岸に沿って、計画的に

配置された９棟に及ぶ倉庫群が検出されました。また、本遺跡２例目となる「郡符木簡」が出土しま

した。木簡には、郡の下級役人と見られる「田領」、「田行」とともに、『日本霊異記』に加賀郡大野

郷畝田村に住人として登場する、「横江臣」という人物名が記されており驚かされました。文献説話
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上の古代氏族や地名が、遺跡や考古遺物で、その実在が証明された貴重な例といえましょう。

小松市二ツ梨豆岡向山窯跡では、「瓦陶兼用窯」を含む６基の窯跡が調査され、、その内、８世紀

前半の窯跡から県内初例となる鴟尾瓦片、１０世紀前半の窯跡から平安京様式の文様を持つ軒瓦や鬼瓦

片が出土しています。また、加賀市の南郷堂林廃寺跡の試掘調査では、緑釉陶器、瓦、鉄製品などが

出土し、平安時代前期に遡る山林寺院の存在が明らかになるなど、北陸の古代寺院研究にとって貴重

な資料が得られ、今後の調査が期待されます。

遺跡の確認調査では、羽咋市の寺家遺跡の調査が再開され、富来町では、渤海国の使節の出航基地

となったとされる福浦港での関連遺跡の調査が行われました。金沢市観法寺町地内の東部環状道路建

設予定地の丘陵で、地元の歴史愛好家の方が古代の瓦片を採集されました。連絡を受けた県で試掘調

査したところ、奈良時代初めごろの瓦を焼いた窯（観法寺瓦窯跡）１基が存在する事が明らかにな

り、さらに、尾根筋で弥生時代末期の墳墓群も確認されました。

中・近世

中世および近世の遺跡では、松任市の倉光館跡、小松城跡など、城館跡を中心に、３２遺跡が調査さ

れました。

金沢市の朝日山城跡は、越中の佐々成政に備えるため前田利家の重臣村井又兵衛を配置したとされ

る、加越国境に位置する山城で、土採集で主郭部分が破壊される恐れがあるため、発掘調査されまし

た。その後、金沢市の努力と地元加賀朝日町の協力により、土採集が中止され、保護対策が検討され

ています。また、金沢市では、道路建設のための墓地移転に伴う野田山の墓地調査が進められていま

す。現役の個人墓でもあることから立ち会い調査を主としたものでありますが、墓石などの上部構造

に加え、一部の墓については、地下の埋葬施設が調査され、その形態が判明するなど、大きな成果が

ありました。金沢大学では、附属病院改築に伴う宝町遺跡の調査が行われました。

金沢城跡の実態解明のための試掘確認調査が金沢城研究調査室により本格的に開始されました。こ

の調査により、今まで知られていなかった本丸への入り口（虎口）と考えられる遺構が確認されるな

ど、不明な点が多かった築城当初（利家・利長時代）の金沢城の姿が明らかになりつつあります。

史跡整備に伴い調査が進められている鳥越村鳥越城跡では、後二の丸と後三の丸の間の空堀から排

水に使用したと考えられる木製の樋がほぼ完全な形で出土しました。また、珠洲焼資料館を中心とし

て、珠洲古窯跡などの関連遺跡調査が継続して行われており、鹿島町の石動山では、大宮坊の建物の

復元整備に伴って、庭園跡の調査が奈良文化財研究所の指導で行われました。

さいごに

以上、簡単に、県の埋蔵文化財センターおよび市町村で実施いたしました主な発掘調査の概要を説

明させていただきました。このように平成１４年度もたくさんの新しい調査成果を得ることができまし

た。しかし、これらのほとんどが、開発事業に伴う緊急発掘であり、記録して保存するための調査で

あります。、一面では、こうした貴重な資料を出土した遺跡がこの世から消滅したといえます。

まだまだ、「遺跡を掘って何になるのか」、「茶碗や瓦のカケラを集めてどうするのか」という、素

朴な疑問をもっている方も沢山おられます。埋蔵文化財の保護や発掘調査の円滑な実施には、こうし

た疑問に答え、理解を深めていくことが大切であると考えています。このため、埋蔵文化財センター

では、「遺跡現地説明会」、「発掘調査速報会」や「ふるさと考古学講座」などを通して、調査の成果

の迅速な公開や活用に努めています。皆様の一層のご協力ご理解をお願い申し上げます。
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調査位置図
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平成１４年度 県内遺跡発掘調査一覧
№ 遺跡名 所在地 時代 調査担当 調査面積 調査期間

１ 寺社今社遺跡、高照寺墓地 珠洲市上戸町寺社 古代・中世 県埋文センター ５７０㎡ 平成１４年１０月１日～１１月２１日

２ 鳥屋尾垣内窯跡 珠洲市宝立町柏原 中世 珠洲市教育委員会 ２０㎡ 平成１４年１２月９日～３月３１日

３ 真脇遺跡 鳳至郡能都町真脇 縄文 能都町教育委員会 ３００㎡ 平成１４年７月１日～１１月３０日

４ 鳳至町畠田遺跡 輪島市鳳至町畠田 古代 県埋文センター ４００㎡ 平成１４年４月２５日～６月２０日

５ 小牧白山社中世墓 鹿島郡中島町字小牧 中世 中島町教育委員会 ３５㎡ 平成１４年７月１日～７月５日、８月２０日～９月１１日

６ 塩津遺跡 鹿島郡中島町塩津 古代 県埋文センター ２５０㎡ 平成１４年７月１日～７月１５日

７ 垣吉Ａ古墳群 鹿島郡田鶴浜町字垣吉 古墳 田鶴浜町教育委員会 ６５２０㎡ 平成１４年５月１５日～８月１５日

８ 吉田南側Ｂ遺跡 鹿島郡田鶴浜町字吉田 古代・中世・近世 県埋文センター ５５０㎡ 平成１４年６月１２日～７月２４日

９ 館開テラアト遺跡 羽咋郡志賀町舘開 古代・中世 県埋文センター ９００㎡ 平成１４年６月２４日～９月１０日

１０ 大坂古屋垣内遺跡 羽咋郡志賀町大坂 古墳・中世 県埋文センター ２７０㎡ 平成１４年８月２３日～１０月１日

１１ 三室堂ヶ谷内・三室オンド遺跡 七尾市三室町 弥生～古代 県埋文センター ６８０㎡ 平成１４年７月２２日～１０月１日

１２ 万行遺跡 七尾市万行町 縄文～古墳・中世・近世 七尾市教育委員会 ４５００㎡ 平成１４年４月１日～３月３１日

１３ 小島西遺跡 七尾市小島町 古墳～中世 県埋文センター ３２４０㎡ 平成１４年４月２４日～１月２４日

１４ 町屋４号墳 七尾市町屋町 古墳 県埋文センター ２５０㎡ 平成１４年１２月１９日～１２月２５日

１５ 石動山 鹿島郡鹿島町石動山 平安～近世 鹿島町教育委員会 平成１４年４月１０日～９月３０日

１６ 寺家遺跡 羽咋市寺家町 縄文～中世 羽咋市教育委員会 １１０㎡ 平成１４年５月２７日～７月３１日、９月２５日～１０月４日

１７ 東的場タケノハナ遺跡 羽咋市東的場町 弥生 県埋文センター １３００㎡ 平成１４年５月７日～６月２０日

１８ 太田ニシカワダ・ツツミダ遺跡 羽咋市太田町 古墳・平安 県埋文センター ６９０㎡ 平成１４年１０月１５日～１１月２０日

１９ 免田一本松遺跡・冬野遺跡 羽咋郡押水町字冬野 弥生～古代 県埋文センター ５７０㎡ 平成１４年９月１８日～１２月２４日

２０ 八野Ｂ遺跡 河北郡高松町八野 縄文・古代・中世・近世 県埋文センター ５３０㎡ 平成１４年５月７日～６月２０日

２１ 黒川Ｂ遺跡 河北郡高松町黒川 古代・中世 県埋文センター ２００㎡ 平成１４年１１月２６日～１２月１０日

２２ 鉢伏茶臼山遺跡 河北郡宇ノ気町鉢伏 弥生 宇ノ気町教育委員会 ９０００㎡ 平成１４年７月１２日～１２月３１日

２３ 加茂遺跡 河北郡津幡町加茂 弥生・古代 県埋文センター ７０００㎡ 平成１４年５月７日～１月１６日

２４ 加茂遺跡・加茂廃寺遺跡 河北郡津幡町加茂 弥生・古代 津幡町教育委員会 ２００㎡ 平成１４年６月２７日～３月３１日

２５ 中橋遺跡 河北郡津幡町北中橋 奈良～中世 津幡町教育委員会 １８５０㎡ 平成１４年１１月２０日～３月３１日

２６ 北中条遺跡 河北郡津幡町北中条 縄文～平安 津幡町教育委員会 ７０００㎡ 平成１４年８月１日～１２月３１日

２７ 中屋サワ遺跡・横江庄遺跡他 金沢市中屋町西・福増町南 縄文～中世 金沢市教育委員会 １５０００㎡ 平成１４年５月１３日～１１月１２日

２８ 朝日山城跡 金沢市加賀朝日町 中世 金沢市教育委員会 ９００㎡ 平成１４年５月１３日～７月３１日

２９ 田上南遺跡 金沢市田上町 縄文～古墳・平安・中世 金沢市教育委員会 ３７８０㎡ 平成１４年６月２４日～１１月３０日

３０ 梨木城跡 金沢市梨木町 中世 金沢市教育委員会 ３００㎡ 平成１４年６月３日～７月３１日

３１ 南新保北遺跡 金沢市南新保町 弥生 金沢市教育委員会 ６５０㎡ 平成１４年６月１７日～７月３１日

３２ 広坂遺跡 金沢市広坂 弥生・古墳・平安・中世 金沢市教育委員会 １２３０㎡ 平成１４年７月３日～８月３０日

３３ 寺中Ｂ遺跡、桂・寺中遺跡 金沢市寺中町 弥生～中世 金沢市教育委員会 ６４００㎡ 平成１４年７月８日～１２月８日

３４ 観音堂Ｂ遺跡 金沢市観音堂町 弥生 金沢市教育委員会 ７５０㎡ 平成１４年８月２６日～１０月３１日

３５ 出雲じいさまだ遺跡 金沢市桜田町 弥生～平安 金沢市教育委員会 １８７０㎡ 平成１４年１０月１日～１２月２７日

３６ 花園八幡遺跡 金沢市花園八幡町 弥生・奈良～中世 金沢市教育委員会 ４８０㎡ 平成１４年１１月１１日～１２月２７日

３７ 大桑ジョウデン遺跡 金沢市大桑町 平安～中世 金沢市教育委員会 ４５０㎡ 平成１４年１１月１８日～１２月２７日

３８ 畝田・寺中遺跡他 金沢市畝田西・中・東、藤江北 縄文～中世 県埋文センター ２８８００㎡ 平成１４年４月１９日～１月１４日

３９ 南塚遺跡 金沢市南塚町 弥生・古代 県埋文センター １２６０㎡ 平成１４年１１月１９日～１２月２５日

４０ 宝町遺跡 金沢市宝町 近世 金沢大学 １８５８㎡ 平成１４年７月２２日～１０月３１日

４１ 金沢城跡 金沢市丸の内 近世 金沢城調査研究室 ２５００㎡ 平成１４年８月１日～１２月２０日

４２ 末松遺跡 石川郡野々市町末松・中林 古墳・古代 県埋文センター ４２３５㎡ 平成１４年７月２９日～１２月１２日

４３ 三納ニシヨサ遺跡 石川郡野々市町三納・粟田 中世 野々市町教育委員会 ７８５０㎡ 平成１４年４月８日～１１月３０日

４４ 三日市Ａ遺跡 石川郡野々市町三日市・二日市 弥生・奈良～中世 野々市町教育委員会 ４８８０㎡ 平成１４年５月７日～６月３０日、１０月８日～３月３１日

４５ 三納アラミヤ遺跡 石川郡野々市町三納 奈良・平安 野々市町教育委員会 １８００㎡ 平成１４年９月２０日～３月３１日

４６ 倉光館跡 松任市倉光 中世 松任市教育委員会 １２０㎡ 平成１４年４月１６日～４月３０日

４７ 宮永ほじ川遺跡 松任市宮永町 中世 松任市教育委員会 ４７０㎡ 平成１４年４月２６日～５月３１日

４８ 竹松遺跡 松任市竹松町 弥生・古墳 松任市教育委員会 ２２５㎡ 平成１４年７月３日～８月２日

４９ 安田三郎惟光館跡 松任市北安田町 中世 松任市教育委員会 ５３０㎡ 平成１４年１０月３０日～１１月３０日

５０ 月橋遺跡 石川郡鶴来町月橋町 中世 県埋文センター ４００㎡ 平成１４年１２月１６日～１２月２６日

５１ 鳥越城跡 石川郡鳥越村三坂・釜清水・別宮 中世 鳥越村教育委員会 ８０㎡ 平成１４年５月１０日～１２月１０日

５２ 秋常山古墳群 能美郡寺井町秋常 古墳 寺井町教育委員会 １７００㎡ 平成１４年６月１日～１０月３１日

５３ 薬師遺跡 小松市矢崎町 奈良 小松市教育委員会 ８７０㎡ 平成１４年６月３日～８月３０日

５４ 二ッ梨豆岡向山窯跡 小松市二ッ梨町 古墳～平安 小松市教育委員会 ７００㎡ 平成１４年６月１２日～３月３１日

５５ 波佐谷城跡 小松市波佐谷町 中世 小松市教育委員会 １９０００㎡ 平成１４年１２月２０日～３月３１日

５６ 小松城跡 小松市丸内町 近世 県埋文センター ７００㎡ 平成１４年５月９日～６月２８日

５７ 矢田野遺跡 小松市矢田町、矢田野町、月津町 古墳・古代 県埋文センター １８５０㎡ 平成１４年５月７日～８月２０日、１１月２５日～１２月２４日

５８ 白江梯川遺跡 小松市白江町 弥生・古代・中世 県埋文センター ２０００㎡ 平成１４年７月１５日～１２月１８日

５９ 山代再興九谷窯跡 加賀市山代温泉 近世 加賀市教育委員会 ５㎡ 平成１４年４月２９日～４月３０日

６０ 南郷堂林廃寺跡 加賀市南郷町 奈良～中世 加賀市教育委員会 ６０㎡ 平成１４年８月５日～３月３１日

６１ 小杉遺跡 江沼郡山中町小杉町 縄文 県埋文センター ６００㎡ 平成１４年７月１０日～１２月６日

６２ 九谷Ａ遺跡 江沼郡山中町九谷町 近世 県埋文センター １２００㎡ 平成１４年１０月１５日～１２月６日
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寺 社 今 社 遺 跡 、 高 照 寺 墓 地

所 在 地 珠洲市上戸町寺社地内 調査期間 平成１４年１０月１日～平成１４年１１月２１日

調査面積 寺社今社遺跡 ４７０㎡ 調査担当 白田義彦 谷内明央

高照寺墓地 １００㎡

本調査は県営ほ場整備事業上戸地区に係る発掘調

査である。パイプライン及び排水路敷設箇所中心上

に幅２�の調査区を設定した。遺構検出面は標高４
～４．５�を測り、東へ傾斜する。地山は礫を微量に
含む明黄褐色粗砂層であった。

寺社今社遺跡 飯田湾を臨む海岸平野に立地する古

代の集落遺跡である。Ｂ区で掘立柱建物（SB）を５

棟検出した。南北２間×東西１間が３棟、南北３間

×東西１間が１棟、南北２間×東西２間が１棟であ

る。柱列は調査区外へ伸びる可能性が高い。柱穴は

略円形ないし楕円形を呈し、径３０～８０㎝（概ね６０㎝

前後）、深さ２０～３０㎝、柱間は１．５�ないし２～２．５
�を測る。主軸はほぼ南北に揃う。埋土は暗褐色粗
砂の単一層が主体であり、柱痕跡と掘方埋土の差異

等を明確に捉えることができる柱穴は少数であっ

た。Ａ～Ｂ区で多数の畝溝状遺構を検出した。掘立

柱建物の主軸と合わせるように南北に展開する。Ｂ

区南端は腐食質を多く含む褐灰色粗砂が浅く堆積し

ており、遺構は確認できなかった。

出土遺物は「右万呂」と判読できる墨書土器、短

いかえりのつく須恵器蓋、非ロクロの内面黒色土師

器椀等が出土しており、主な時期は７世紀後半～８

世紀代と考える。「官」と漆書された土器の出土等、

官衙関連遺跡の可能性が指摘されている北方Ｅ遺跡

と位置的に近く時期的にも重なることから、当遺跡との関連が注目される。

高照寺墓地 宝立山系丘陵裾に立地する。近辺に１０５３年開創したと伝えられる真言宗高照寺や、県及

び珠洲市指定文化財の倒スギが存在する。調査区中央西寄りで幅１６�、深さ１�を測る鞍部を検出し
た。埋土は褐灰～暗灰色粗砂を基調とし、下層は腐食質を多く含む。丘陵裾沿いに南西方向へ流路を

向ける。土師器・珠洲焼・曲物等が出土した。調査区東端のピットで木製品が出土している。長さ６０

㎝、幅１５㎝を測り、最下部は杭先状に加工されていた。材は耐久保存性の低いネムノキという樹種を

使用しており、周辺地に生育していたものを簡便的に利用したものと考える。

出土遺物の時期は中世が主体である。 （谷内）

高高照照寺寺墓墓地地
寺寺社社今今社社遺遺跡跡

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

高高照照寺寺墓墓地地

Ａ区

寺寺社社今今社社遺遺跡跡 Ｂ区

調査区位置図（Ｓ＝１／４，０００）
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Ａ区 Ｂ区

SB３SB１

鞍

部

鞍
部

SB２
SB４

SB５

１０�

木製品出土

０

高照寺墓地 寺社今社遺跡

調査区全体図（Ｓ＝１／２５０）
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大 坂 古 屋 垣 内 遺 跡

所 在 地 羽咋郡志賀町大坂地内 調査期間 平成１４年８月２３日～同年１０月１日

調査面積 ２７０㎡ 調査担当 澤辺利明 宮川勝次

遺跡は志賀町を北西方向に流下する於古川上流

部の旧福野潟を望む丘陵裾部に位置する。周辺に

は大坂Ａ遺跡（縄文時代中期の貝塚）や大坂城ケ

墓古墳群、大坂オバタケ古墳群、丸木船を出土し

た大坂舟の町遺跡（町指定史跡）など多数の遺跡

が分布する地域である。

発掘調査は県営ほ場整備にともなうもので、調

査区域は、丘陵端で樹枝状に張り出した小丘陵の

縁をＬ字型になぞる形で設定された。

調査の結果、南西半部の調査区は丘陵下の低地

部分にあたり、約８０㎝の堆積土の下から深さ５～

２０㎝の不定形の鞍部が検出され、丘陵上からもた

らされたとみられる古墳時代前期から後期にかけ

ての土器が多量に出土した。詳細な検討を経てい

ないが、出土土器には高坏、小型丸底壺等が目立つ。

南東半部の調査区は、丘陵端及び低地部に向か

う傾斜地にあたり、大きく削平を被っているため

か遺物量はごくわずかであった。顕著な遺構とし

ては、中世の井戸跡の可能性がある直径約７０㎝、

深さ約５０㎝の土坑が検出された。

狭小な限られた調査区域であったが、周辺の地

形を加味すると遺跡の中心は、現在、宅地や水田

となっている調査区南側の小丘陵上に求められ、

従来知られた古墳時代に加え、中世の遺跡の存在

も推測され、調査区域はその周縁部にあたったとみられる。 （澤辺）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区位置図（Ｓ＝１／３，０００）

南西半部完掘状況 南西半部土器出土状況
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三 室 堂 ヶ 谷 内 ・ 三 室 オ ン ド 遺 跡

所 在 地 七尾市三室町地内 調査期間 平成１４年７月２２日～同年１４年１０月１日

調査面積 ６８０� 調査担当 白田義彦 林 大智

今回の調査は県営中山間地域総合整備事業三室

地区に係るものであり、三室堂ヶ谷内遺跡と三室

オンド遺跡Ｂ区は排水路にあたる部分を調査し

た。三室オンド遺跡Ａ区は整備事業により、削平

をうける為、調査を行った。排水路部分は幅２�
の細長い調査区で、その部分の調査面積は３７０�
である。三室オンド遺跡Ａ区の調査面積は３１０�
である。

本遺跡は能登半島によくみられる樹枝状小谷に

立地し、西側は七尾湾に面し、東側は山地である。

周辺には古墳が多く築かれており、海路の要衝を

意識した古墳群として位置づけられている。

三室堂ヶ谷内遺跡は山裾部分の調査のため、遺

構は希薄であった。出土遺物も少なく、鞍部から

古代の土器とともに木製品が出土している。

三室オンド遺跡Ａ区は北側から舌状に延びる小

高いところに立地し、調査前は畑であった。検出

遺構は道路状遺構とみられる二条の平行する溝と

柱穴、鞍部である。鞍部から古墳時代の土器が比

較的多く出土した。

三室オンド遺跡Ｂ区は本調査区内で最も遺構密

度が高い箇所であり、平安時代後期の掘立建物

（SB１・２）、弥生時代後期の溝（SB１・２）を

検出した。掘立柱建物は総柱建物になると思わ

れ、柱穴の径は３０�前後のものが多い。柱穴から
完形の小皿、木柱等が出土している。 （白田）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

Ａ区

三室オンド遺跡

Ｂ区

三室堂ヶ谷内遺跡

調査区位置図（Ｓ＝１／４，０００）

三室堂ヶ谷内遺跡完掘状況（北から） 三室オンド遺跡（Ａ区）完掘状況（南から）
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鞍部

SD２

SB１

SB２

三室オンド遺跡（Ａ区）遺構概略図（Ｓ＝１／２００） SD 1

Ｓ＝１／２００

三室オンド遺跡（Ｂ区）完掘状況（東から） 三室オンド遺跡（Ｂ区）遺構概略図
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CC
BB
AA

古代木製祭祀具�
出土地点�
古代木製祭祀具�
出土地点�D

小 島 西 遺 跡

所 在 地 七尾市小島町地内 調査期間 平成１４年４月２４日～平成１５年１月２４日

調査面積 ３，２４０㎡ 調査担当 大西 顕 横山 誠

小島西遺跡は七尾湾に面した桜川河口付近に位

置している。遺跡の背後はコの字状に丘陵が取り

巻いており、この丘陵に寺院が多数存在する。今

回、街路事業（都市計画道路川原松百線）に伴い

発掘調査が実施された。調査区は南から北に向か

いＡ～Ｄ区に分けられる。基盤層は軟弱な砂礫土

で、湧水が非常に激しい。

〔古墳時代〕５世紀のものを主体として、７世紀

までの遺物が出土している。土師器高杯、土鈴、

玉類、カマドと共に多量の製塩土器（脚台付）が

出土している。木製品では田下駄や櫂状のものが

出土している。

〔奈良・平安時代〕Ｄ区下層では長さ２０�、幅５�
の範囲に、木製祭祀具が集中的に出土している。

出土場所は標高０．６～０．８�を測る平坦面である。
木製祭祀具には、斎串、人形、馬形、弓形、舟形、

剣形等の種類があり、このうち、大半は斎串であっ

た。祭祀具は全体に大型化しており、最大の斎串

は約９０㎝、人形は約６０㎝である。また、祭祀具に

混じって先端部を加工している棒状木製品が多量

に出土している。また、本期のものと推定される

杭が多数、地山面に打ち込まれた状態で検出され

ている。木製品の他には、須恵器、動物の頭骨２

頭分（イノシシと推定）、多量の種が出土している。

これら遺物群は、製品外の自然木、木片も多数

混入していることから、ある程度、自然の流水の影響を受けていると考えられるが、同一形態の斎串が

集中する地点があることから、祭祀が行われた、あるいは廃棄された原位置から、大きくは動いてい

ないものと推定される。祭祀が行われた場所なのか、祭祀具の廃棄場所なのかについては、検出された

杭と祭祀具との位置関係を詳細に検討すること、及び隣接地の調査状況もふまえて考える必要がある。

祭祀が行われた時期は、同一層から出土した須恵器より８世紀後半～９世紀前半と推定される。祭

祀の内容を伺える文字資料は出土していないが、本遺跡の近くに立地していたと考えられる能登国の

国津である香嶋津や、本遺跡の真南に位置する能登国分寺との関係を調べていく必要がある。

〔中世〕主に１６世紀前半代のもので、掘立柱建物跡、井戸跡が検出されている。井戸側は石組みのも

のが多い。遺物は漆器や多量の土師器皿が出土している。しかし、多量の土師器皿に比して、貿易陶

磁器の出土量が少ない。土師器の中には、大型の皿２枚を合わせ口にし、さらに内部に２枚の皿をう

つ伏せにして、納めている興味深い出土例があった。 （大西）

七 尾 湾

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区位置図（Ｓ＝１／１０，０００）
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�

動物骨  2

動物骨  1

調査区の遠景（南西上空から）

（巻頭写真２）

木製祭祀具

動物骨�
Ｄ区下層木製品出土状況図（Ｓ＝１／１００）
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町 屋 ４ 号 墳

所 在 地 七尾市町屋町地内 調査期間 平成１４年１２月１９日～同年１２月２５日

調査面積 ２５０㎡ 調査担当 三浦純夫

主要地方道氷見田鶴浜線道路バリアフリー化促進工

事にともなう発掘調査である。

本墳は、二宮川の中流域に存在し、能登最大の古墳

群である鳥屋・高階古墳群の一角を占める町屋支群に

含まれている。墳頂部の標高は約３０mである。

発掘調査は、道路の法面により影響を受ける箇所を

対象としたが、墳丘裾部の周辺にあたったことより、

遺構や遺物の検出はない。頂部が平たい円墳で、東西

１３．０�、南北１４．３�である。高さは東側で１．９�、西
側で１．６�と低平である。
本墳の時期を考える資料は少ないが、町屋支群に横

穴式石室を内蔵する古墳がないことから、中期以前の

築造と考えておきたい。 （三浦）遺跡位置図（１／１０，０００）

町
屋
４
号
墳

０ ５�

町屋４号墳墳丘測量図（Ｓ＝１／２００） 町屋古墳群分布図（１／１０，０００）
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太 田 ニ シ カ ワ ダ ・ ツ ツ ミ ダ 遺 跡

所 在 地 羽咋市太田町地内 調査期間 平成１４年１０月１５日～同年１１月２０日

調査面積 ６９０㎡ 調査担当 澤辺利明 宮川勝次

能登半島基部には邑知地溝帯が横走し半島を南

北に分断している。地溝帯南西部には干拓により

縮小したが、かつては県内第２の規模を誇った邑

知潟が広がる。遺跡は大きくは旧邑知潟南縁に位

置しており、周囲を北流する河川により形成され

た埋積平野中の微高地上に立地するとみられる。

発掘調査は県営ほ場整備事業にともなうもの

で、調査区域は大きく２箇所に分けられ、それぞ

れの調査区において時期を異にした遺構・遺物が

得られた。

南北方向に延びる調査区では、北端部分で平安

時代（なかでも９世紀代）の溝などが確認された。

東西方向に延びる調査区では、西端部分で古墳

時代前期の溝、土坑などが確認され、なかでも土

坑 SK０１（直径約１．５�、深さ約１�）が特筆され
る。当該期の土器とともに２点の木製横鍬未製品

を出土しており、湧水の激しい細砂層まで掘り込

まれていたことから、横鍬は水中に貯蔵されてい

た可能性がある。

なお、周辺では、調査地北方に太田ニシカワダ

遺跡が、南西方に太田ツツミダ遺跡が知られてい

たが、県営ほ場整備事業にともなう事前の分布調

査により両者が途切れることなく分布することが

判明したことから、一括して頭書の遺跡名で呼称

されたものである。広域にわたる遺跡であり、今

回の調査ではニシカワダ、ツツミダそれぞれに重

複する時期の遺構・遺物が確認されたが、分布に濃淡のあることも窺われ、今後域内で予定されてい

る発掘調査の成果により、その内容がより明らかになることが期待される。 （澤辺）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区位置図（Ｓ＝１／４，０００）

東西調査区完掘状況 SK０１遺物出土状況
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免 田 一 本 松 遺 跡 ・ 冬 野 遺 跡

所 在 地 羽咋郡押水町字冬野地内 調査期間 平成１４年９月１８日～平成１４年１２月２４日

調査面積 免田一本松遺跡 ６０㎡ 調査担当 本田秀生 林 大智 谷内明央

冬野遺跡 ５１０㎡

免田一本松遺跡・冬野遺跡は、押水町南東部に

位置し、宝達山西麓から海岸方向に広がる扇状地

上に立地している。この扇状地は、前田川や野寺

川の流れにより開析され、樹枝状の狭長な微高地

を形成している。両遺跡はこの微高地上に占地し

ており、谷を挟んで隣接する位置関係になる。

昭和６１（１９８６）年には、一般国道１５９号押水バ

イパス改築工事に伴って発掘調査が行われてお

り、縄文時代のおとし穴や、弥生時代後期から古

代まで断続的に営まれた集落跡が確認された。

今回の発掘調査は、県営ほ場整備事業（北大海

地区）に伴うもので、両遺跡合わせて５７０㎡の調

査を実施した。以下で各遺跡の概要を述べる。

〔免田一本松遺跡〕

調査区は、遺跡の立地する微高地の北東側裾部に位置する。遺跡の縁辺部にあたるうえに、後世の

開田などで削平が著しいため、遺構・遺物ともに少量の検出に留まった。

〔冬野遺跡〕

竪穴住居跡、土坑、溝、柱穴などの遺構を検出し、これらの遺構や包含層からは、弥生時代後期・

古墳時代後期・古代の遺物が出土した。遺構密度は前回の調査区と比べて低く、北西側に向かって、

更に遺構量が減少していく傾向が認められた。

竪穴住居跡は全てＢ区で確認した。竪穴住居１は、長軸の復元径が１０ｍを超える大型竪穴住居跡で、

床面には放射状に炭化物が認められた。時期は弥生時代後期後半に位置づけられる。

土坑にはおとし穴と貯蔵穴（大型土坑）が認められた。おとし穴（土坑１など）は、平面形態が長

方形を呈し、底面に杭の痕跡が認められた。時期は縄文時代と推測される。貯蔵穴（土坑６など）は、

平面形態が円形を呈し、底面の壁沿いには細い溝が巡る。時期は弥生時代後期後半頃と考えられる。

調査の結果、前回調査と同様の集落が西側に展開することが明らかになった。また、特に弥生時代

後期の資料は、今後口能登の弥生社会を考えるうえで重要な資料になると考えられる。 （林）

冬野遺跡

免田一本松遺跡

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

竪穴住居１ 貯蔵穴（土坑６）調査状況
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冬野遺跡
〔Ｄ区〕

竪穴住居１
〔Ｃ区〕

竪穴住居２

一
般
国
道
１
５
９
号

押
水
バ
イ
パ
ス

冬野遺跡 土坑６〔Ｄ区〕〔Ｃ区〕

〔Ｂ区〕

〔Ａ区〕

〔Ｂ区〕

免田一本松遺跡

土坑４
土坑３ 竪穴住居３

〔Ａ区〕土坑２

溝１

土坑８
土坑１

土坑７免田一本松遺跡

調査区位置図（Ｓ＝１／５，０００）と調査区概略図（Ｓ＝１／４００）
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黒 川 Ｂ 遺 跡

所 在 地 高松町黒川地内 調査期間 平成１４年１１月２６日～同年１４年１２月１０日

調査面積 ２００� 調査担当 白田義彦 谷内明央

今回の調査は県営中山間地域総合整備事業（大

海地区）に係るものであり、排水路にあたる部分

を調査した。調査区は全長約１００�、幅２�の細
長いものである。当遺跡は小高い山に挾まれた小

平野に立地し、近くに大海川が流れている。

また、下の調査区遠景写真は弥生時代の高地性

集落として有名な大海西山遺跡から撮影したもの

であり、当遺跡周辺には古代の窯跡が多い。

当遺跡は古代～中世にかけてのものであり、検

出遺構、出土遺物共に少なかった。遺構は径２０�
位の柱穴と鞍部が検出された。柱穴から柱は出土

していない。検出した鞍部の幅は約３０�、最深部
の深さは１�近いものであり、覆土は暗灰色で腐
食土的なシルト質のものであった。覆土の堆積状

況から当時の堆積過程を推定すると、自然堆積の

可能性が高いと思われる。その鞍部から古代と思

われる須恵器片が数点出土した。

調査区は位置図のとおり、平地の際なので、遺

構・遺物共に少なかったものと思われる。平地部

分の面積は約７００�であり、この平地部分に遺跡
が展開しているものと思われる。

今回の調査によって、いわゆる中山間地域にお

ける当時の営みの一端がかいまみえた。 （白田）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区位置図（Ｓ＝１／２，０００）

調査区遠景（西から） 完掘状況（北西から）
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加 茂 遺 跡 （ 第 ８ 次 調 査 ）

所 在 地 河北郡津幡町加茂地内 調査期間 平成１４年５月７日～平成１５年１月１６日

調査面積 ７，０００㎡ 調査担当 北川晴夫 久田正弘 柿田祐司

岩瀬由美 松尾 実

津幡北バイパス改築工事に伴う加茂遺跡発掘調

査は、今年度で第８次調査となる。当該遺跡は、

既往調査の成果から弥生時代から中世にかけての

複合遺跡であることが判明している。今年度の調

査区は町道部分（Ａ区）と県道宇ノ気津幡線東側

部分（県道際がＢ区、その東側がＣ区）である。

なお、町道部分の北西端の一部は、道路復旧工事

の関係で８月中に調査を終了した。以下、調査区

ごとに成果の概要を述べる。

〔Ａ区〕

第１面～第６面を調査した。第１面は古代に相

当する。掘立柱建物跡、土坑、北陸道の西側側溝

の一部、�示札が出土した大溝（SD２０５７）の延長部と他方より大溝へ流れ込む溝（SD２００７）等を確
認した。これらの溝からは多量の土器が出土しており、合流地点からの墨書土器の量は多い。また、

建物の扉の一部（SD２０５７）、盤、斎串、曲物（SD２００７）等も出土している。扉は高さ約１．５�を測り、
古代の建物を復元する参考資料として貴重といえる。

第２面は弥生時代後期～古墳時代に相当する。平地式建物跡、掘立柱建物跡、土坑、溝等を検出し

た。平地式建物跡、掘立柱建物跡（１間×２間）は弥生時代後期に属する。前者の建物跡では、礎板

のある柱穴は埋土が当面のベース層に類似し、ベース層掘削中に礎板を確認したものが多かった。後

者では、柱根の遺存状況が良好で６本とも残っていた。

第３面は弥生時代後期頃に相当し、流路等を検出した。流路は調査区の中央に位置し、幅約２～

３．８�、深さ約４５～５５�を測る。
埋土から堅果類、流木等が出土し

た。

第４面と第５面は弥生時代中期

頃に相当する。第４面は調査区の

中央部から南東側にあり、紫色粘

土がベースとなる。第５面は黒色

粘土がベースとなる。第４面の紫

色粘土は黒色粘土上に堆積してい

るが、このエリアは微高地であっ

たため、後の削平、撹拌によって

北西側の紫色粘土がない状態とな

る。第４面では流路、落ち込みを

検出した。また、当面はＢ区の第

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区位置図（Ｓ＝１／２，５００）
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４面に相当し、ベース層が対応するため水田跡を想定して調査を行ったが、畦畔等を検出できなかっ

た。

第６面は弥生時代中期以前に相当する。自然湧水等により遺構検出が困難となり、確認できなかっ

た（第５面も同様であった）。だが、特筆することに、排水溝とトレンチ掘削中にベース層である青

灰色層から縄文土器片や石器が出土した。また、調査区北西端から約５．２�と約６．８�の自然木やその
根株が出土した。

最後に、第６面の下層の遺構・遺物を確認するためトレンチを設定して調査を行った。その結果、

縄文時代の遺構や土器片を包含する層を確認した。

Ｘ
＝
７５８６０

Ｘ
＝
７５８４０

Ｘ
＝
７５８４０

Ｘ
＝
７５８６０

Ｎ Ｎ

Ｙ＝３９１２０

溝（SD２００７）
Ｙ＝３９１００

Ｙ＝３９１００ Ｘ
＝
７５８２０

大溝（SD２０５７）Ｘ
＝
７５８２０

平地式建物
（礎板検出）

Ｙ＝３９０８０
Ｙ＝３９０８０

掘立柱建物跡

Ｙ＝３９０６０
Ｙ＝３９０６０

０ ２０�
０ ２０�

Ａ区第１面遺構面概略図（Ｓ＝１／８００） Ａ区第２面遺構面概略図（Ｓ＝１／８００）

大大溝溝（（SSDD２２００５５７７））

SSDD２２００００７７

Ａ区第１面SD２００７とSD２０５７の合流地点（南西から） Ａ区第１面SD２０５７扉出土状況（南東から）
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〔Ｂ区〕

一昨年度上層（第１面相当）を調査しており、今年度はその下層の第２面～第６面の調査を行った。

第２面は古墳時代～古代に相当する。当面は SD１００３付近から北側では落ち込んだ箇所に薄い堆積層

があり、古代の土器片や炭を多く含む。これを第２面としてこの下の層を第２－１面とした〔注１〕

（第２－１面はＣ区にもまたがっており、Ｃ区でも検出した）。第２面では溝、土坑、小穴等を検出

Ｎ

掘立柱建物跡

Ｘ＝７５８８０

Ｘ＝７５８７０

Ｘ＝７５８６０

Ｘ＝７５８５０

Ｙ
＝
３９
００
０

Ｙ
＝
３９
０１
０

Ｙ
＝
３９
０４
０

Ｙ
＝
３９
０２
０ ０ １０�

Ｙ
＝
３９
０３
０

第８次調査確認

Ｂ・Ｃ区第２面遺構面概略図（Ｓ＝１／４００）

砂砂脈脈

砂砂脈脈

←←砂砂脈脈→→

Ｂ区第２面土器出土状況（南から） Ｂ区第４面砂脈検出状況（上から）
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した。小穴から、土器が逆さで少なくとも４つ重なった状態で出土し、その中には外面に「茂」、「与

知」と書かれた墨書土器があった。祭祀に使用した可能性がある。また、第２－１面を含め第３面と

第４面でも砂脈（地震による地割れの痕跡）を確認し、古代に当地域で地震の起こったことが想定で

きる。

第３面は弥生時代中期頃から古墳時代に相当する。調査区の中央に位置し、幅約２．４～３．８�、深さ
約４０～６０�を測る流路を確認した。埋土から木製品や多量の土器、堅果類が出土している。この流路
はＡ区第３面検出流路の上流と考える。

第４面と第５面はＡ区同様弥生時代中期頃に相当する。ベースは第４面が紫色粘土、第５面が黒色

粘土である。第４面では水田跡等を検出した。水田跡〔注２〕は調査区の東側に位置し、畦畔は幅約

４５�、高さ約５�を測る。また、田面で面積の確認できるものは約８㎡、約２７㎡と小区画であった。
当面の北側にも水田跡を検出したベース層が延びていたが、掘り過ぎた箇所や層の薄い箇所があり、

畦畔等を検出できなかった。第５面では流路２条、土坑２基を検出するにとどまったが、黒色粘土か

ら多量の弥生土器が出土した。Ａ区では土器の出土がわずかであり、Ｂ区周辺に当期の中心があった

と考える。

第６面はＡ区同様弥生時代中期以前に相当する。土坑や多くの小穴を検出し、自然木も出土してい

る。特に、小穴は調査区の東側に集中しており、土坑も調査区の北側で確認した。

Ａ区と同様、第６面の下層の遺構・遺物を確認するためトレンチを設定して調査を行った。下層か

ら、縄文時代の遺構や土器片を包含する層を確認した。

〔Ｃ区〕

昨年度上層（第１面相当）を調査し、今年度はその下層の第２面の調査を行った。第２面は古墳時

代～古代に相当する。古代の掘立柱建物跡、溝、土坑、小穴等を検出した。当該調査では、第１面で

検出した掘立柱建物跡の確認も行い、古代以降において掘立柱建物跡８棟を確認した。内訳は第１面

で２間×３間が１棟、２間×２間が５棟、１間×１間が１棟の計７棟、第２面で１間×１間が１棟で

ある〔注３〕。また、第１面、第２面とも SD１００３より南側では建物を建てた痕跡がみられない。この

溝は建物を建てる位置と関わり、居住地と耕作地の境となっていた可能性がある。なお、SD５４から

南側は落ち込んでおり、そこに堆積した層がある。その下面を第１－１面とした。この面では溝、小

穴、擬似畦畔を検出している。

〔まとめ〕

今年度の調査において、弥生時代中期頃の水田跡を検出した。当跡の検出は一区域であったが、検

出したベース層は周囲に延びており、加茂遺跡周辺では小区画の水田が広範囲に広がっていたと考え

る。また、Ａ区、Ｂ区共に縄文時代の遺構、土器片を包含する層を確認した。このことは、縄文時代

に当該遺跡周辺で人々が生活していたことを示唆するものであり、加茂遺跡における縄文時代の存在

が明らかとなった。 （北川、松尾）

注１ 松尾実 ２００３「加茂遺跡における弥生時代の水田跡の紹介」『石川県埋蔵文化財情報』第９号

（財）石川県埋蔵文化財センター

注２ 同上

注３ 既往調査での建物の規模と棟数が異なるため、報告書作成にあたっては明確にすることが課題

である。
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金 沢 西 部 第 二 土 地 区 画 整 理 事 業 に 係 る 発 掘 調 査

所 在 地 金沢市畝田西・中・東、藤江北地内

調査面積 ２８，８００㎡

①畝田・寺中遺跡他２遺跡 １１，１５０㎡

②畝田Ｂ遺跡 ３００㎡

③畝田Ｃ遺跡 １，５００㎡

④畝田ナベタ遺跡 １４，３５０㎡

⑤畝田Ｄ遺跡 １，５００㎡

調査期間 平成１４年４月１９日～平成１５年１月１４日

調査担当 伊藤 雅文 岩崎 英雄 岡本 恭一

浜崎 悟司 冨田和気夫 安 英樹

熊谷 葉月 和田 龍介 立原 秀明

兼田 康彦 荒木麻理子 布尾 幸恵

山田由布子

③

②

① ④

⑤

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

畝田Ｃ遺跡

畝田Ｂ遺跡

畝田・寺中遺跡
他２遺跡 畝田ナベタ遺跡

畝田Ｄ遺跡

調査区位置図
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①畝田・寺中遺跡、畝田大徳川遺跡、畝田遺跡

金沢市西部の沖積平野に展開した集落跡で、縄文時代後・晩期、弥生時代中～終末期、古墳時代、

奈良時代、鎌倉～室町時代の遺構・遺物を検出した。本遺跡の調査は平成１１年度からの継続である。

これまでの調査に関しては当誌第３号、第４号、第６号及び第８号に略報が掲載されている。平成１４

年度調査は調査範囲が広く、計１０調査区にわたって調査しており、また調査により検出された遺構・

遺物も多岐にわたることから、以下、調査区ごとにその概略を記す。

Ａ５区 遺構密度が薄く、遺物の出土もわずかである。弥生時代終末期の溝や井戸、中世の溝１条を

検出した。

Ａ６区 弥生～中世までの土器と、付札・呪符木簡を含む多量の木製品が出土した河道１条を検出した。

Ａ７区 中世の条里制に伴うと考えられる溝５条以上を検出したが、遺物の出土量は少ない。

Ｍ３区 中世ではＬ字状にクランクする溝１条を含む溝９条以上のほか、土坑・柱穴・井戸を多数検

出した。なお、居住関連遺構の他にも、土壙墓１基を検出している。また、中世の遺構に寸断されて

いたものが多いが、弥生時代中期・古墳時代前期の溝、土坑、布掘建物なども検出した。遺物の出土

も多い。

Ｎ２区 奈良時代の溝４条以上、掘立柱建物１３棟（総柱６、布掘１、側柱６）、中世の溝８条以上、

掘立柱建物（総柱）１８棟以上などを確認しており、本遺跡の主要な建物群が集中した区域といえる。

なお、本調査区の西側では、過年度調査分・Ｖ２区まで含めると、南北約１００ｍにわたって倉庫と考

えられる総柱建物が計９棟並んでいた状況が判明し、特に注目される。また、古代・中世の遺構に寸

断されてはいたが、弥生・古墳時代の溝、土坑、周溝を持つ平地式建物なども少数検出された。

Ｓ３・Ｓ４区 弥生時代の土坑、古墳時代の溝１条、掘立柱建物（総柱）１棟、奈良時代の溝３条、

中世の溝３条以上などを検出した。なお、古墳時代の溝には堰状の遺構が伴っていた。

Ｖ１区 縄文時代後期の土器片を含む溝１条、弥生時代中期の溝１条、古墳時代前期の周溝を持つ平

地式建物１棟、奈良時代の溝２条、掘立柱建物（側柱）３棟以上、井戸１基、中世の溝４条、井戸１

基、柱穴多数を検出した。

Ｖ２区 弥生時代中期の溝、古墳時代の周溝を持つ平地式建物、柱穴多数の他、中世の溝、掘立柱建

物１棟、井戸・土坑などを検出した。また、Ｎ２区で検出された倉庫群を構成する建物の一部を確認

している。なお、調査区南西部で縄文時代晩期の鞍部を確認した。

Ｗ区 弥生時代の溝１条、古墳時代の周溝を持つ平地式建物２棟以上、奈良時代の溝２条、掘立柱建

物（側柱）４棟、弥生時代中期～奈良時代にかけての遺物を出土した河道１条と中世の溝４条以上、

総柱建物２棟、柱穴多数などを検出したほか、北西部下層で縄文時代晩期の貯蔵穴１基を検出した。

奈良時代の建物のうち１棟は、３×８間の大型の建物であった。河道からは、各時代の土器が多量に

見られたほか、墨書土器や木製品が出土した。奈良時代の溝（SD６２）からは、墨書土器の他、木簡

２点が出土している。１点は付札、もう１点は本遺跡では２例目の出土例となる郡符木簡であった。

今年度の調査において特筆されるのは、Ｎ２～Ｖ２区にかけて確認された倉庫群とＷ区で検出した大

型掘立柱建物や２点の木簡などが属する奈良時代に関する成果である。本遺跡では過年度調査におい

ても「津司」墨書土器や郡符木簡、出挙木簡などが出土しており、付近に古代加賀郡衙関連施設があっ

たと推定されてきたが、今年度調査で検出された倉庫群・建物は遺構の面からその推定を補強しうる

ものであろう。また、今年度調査で発見された郡符木簡には「田行」や「田領横江臣」などの語が記

されており、古代の地方における政治制度、或いは『日本霊異記』に記載されている「横江臣」の一

族との関連から、今後注目されると思われる。 （荒木）
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調査区割図

SD６２

奈良時代建物・倉庫跡（Ｓ＝１／５００）
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＜畝田・寺中遺跡第１１号木簡について＞

今回の調査では４点の木簡が出土している。

その内の２点が奈良時代に属するものである

が、ここではその内の１点である第１１号木簡に

ついて紹介することとしたい。

今回得られた奈良時代に属する２点の木簡

は、いずれも遺跡地北西部に位置するＷ調査区

を南東－北西方向に流れる、６２号溝から出土し

た。６２号溝からは、８世紀中頃から後半の須恵

器坏を中心として、墨書土器「男山」「山田」「奈

刀女」などが多数出土している。因みに、同溝

跡からは平成１１年度調査において、本遺跡第１

号木簡である出挙木簡が出土している（『石川

県埋蔵文化財情報』第４号参照）。

本木簡は下半部を欠損している状態であり、長さ（２７８）×幅４２×厚さ３�を測る。現存する中央
部に刃物痕跡が確認できるほか、欠損部には裏側から刃物を入れて折りとったキリオリ痕跡が認めら

れ、廃棄時に人為的に裁断したことがうかがえる。墨痕は表裏面とも明瞭に残っている。これまで出

土した郡符木簡の完形品では２尺相当のものが多いことから、本木簡も中央からキリオリされ、廃棄

された可能性が高いものと考えられる。

本木簡の釈読については、国立歴史民俗博物館の平川南氏のご教示により左の釈文を得、内容につ

いては現在のところ以下のように解釈している。

「（郡司）田行笠□らに符す。横江臣床嶋・西岡（部）物□・・・

（下欠）」、「口相宮に田行召し率いよ。今（船）来たりて符を以

て・・・（下欠）田領 横江臣（署名）」

この読みに従うと、「（加賀郡司が）田行である笠□らに命じる。

横江臣床嶋・西岡（部）物□（下欠）を口相宮に召し連れてきなさ

い。今船が来ているのでこの命令書によって・・・（下欠）責任者

田領横江臣某」という大意となる。

語句については、表面の「符」の下にみえる「田行」は、本木簡

が初出の職名である。裏面にみえる「田領」と同様、田畑の管理に

従事した郡の下級官吏であるものと考えられる。その 田行の下に

記される「笠□」は人名であろう。笠氏は無姓・朝臣姓・臣姓が知

られる、西日本に分布の氏族である。なお、以下に記される「横江

臣床嶋」、「西岡（部）」もいずれも人名であるが、詳細は不明であ

る。

裏面の「口相宮」は「くつみのみや」と読み、神社名を意味する

ものと考えられるが、本遺跡周辺にはそれらしき神社の存在は知ら

れていない。『延喜式』によると、越前國敦賀郡に「久豆弥（クツ

横
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嶋
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・
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岡
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第１１号木簡出土状況
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ミノ）神社」という神社のあることがわかるが、本木簡にみえる口相宮との関連ならびにその詳細に

ついては不明である。また、２行目にみえる「田領」は、律令に定められていない郡司の私的な官吏、

いわゆる郡雑任であり、在地にあって田地の管理を担っていたものと考えられる。

ここで、この木簡の意義について考えてみたい。先ず第１に注目されるのは、表裏に登場する２人

の「横江臣」である。この横江臣は、平安時代初期に成立した仏教説話集『日本霊異記』下巻第１６縁

の現報縁に登場する、越前国加賀郡大野郷畝田村に住まう横江臣成人とその母成刀自女とおそらくは

同族であろう。宝亀元年（７７０）のこととして記されているこの説話と、木簡の年代である８世紀中

頃～後半は極めて近い時期であり、『日本霊異記』に描かれた畝田村横江臣の実在を裏付けた貴重な

出土事例といえる。その「成人」を思わせる「語成人」や、「成刀自女」を彷彿とさせる「奈刀女」

といった墨書土器などが本遺跡から多数出土していることも興味深い。裏面にみえる横江臣の職名「田

領」は、上の語句説明のところでも述べたように、郡司が在地経営のために私的に任命した実務官吏

で、在地の有力者をもって任命されることが多かったと考えられている。説話中の横江臣成人は、母

の供養のため僧の指導の下、仏像を作り、写経を行っているが、当時このようなことができる知識・

財力を有する人物は単なる農民ではあり得ない。説話からは横江臣成人の身分について知ることはで

きないが、田領に任命されるような在地の有力者である横江氏の姿を描いたものであろうことに疑い

の余地はなかろう。

第２に、本木簡は下半が欠損しており具体的な内容については不明な点も多いが、加賀郡司から田

行笠某宛てに、「口相宮」に人を召喚する目的で発せられた、いわゆる郡符木簡である点が注目され

る。これまでの研究から、郡符木簡には「宛所」で廃棄されずに差出または召喚先に戻ってくる特質

が指摘されており、本木簡は本遺跡の性格を考える上で重要な意味を有する。また、この郡符木簡は

これまで知り得なかった地方末端行政のあり方

を示す史料として近年注目されている資料であ

り、本木簡についても、「田領」や初出となる

「田行」など、史料の乏しい行政末端の活動を

知る上で貴重な情報を提供するものである。な

お、本木簡は、本遺跡２例目の郡符木簡であ

る。郡符木簡は全国でも９遺跡１２例しか知られ

ておらず、数少ない資料であるという点におい

ても本遺跡の重要性をうかがわせるものである。

本遺跡では第１号木簡である出挙木簡や「津

司」墨書土器などの出土から、至近に奈良時代

の加賀郡家・郡津が存在する可能性がかねてか

ら指摘されていた。今回出土した木簡は、本年

度調査において確認した大型建物跡や倉庫群な

どの遺構と併せて、本遺跡が奈良時代の加賀郡

家関連の施設である可能性をより補強するもの

であろう。加えて、一般にいわれる「郡家関連

施設」における「関連」の実態の解明に手がか

りを与える資料としても、注目に値しよう。

（金山）
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②畝田Ｂ遺跡

本年度調査区域は遺跡の西端近くにあたり、

しかも小面積であった。東隣に位置する平成１２

年度調査区（金沢市埋文センター・当財団調

査）から西にかけて緩やかな落ち込みとなって

おり、調査区域はまさにその中にあたる。中央

で確認した溝は、古代の区画溝である。平成１５

年（２００３）３月に発掘調査報告書を刊行したの

で、こちらも参照願いたい。 （伊藤）

③畝田Ｃ遺跡

本年度調査したＪ・Ｋ・Ｌ区の３箇所は遺跡

の縁辺に位置している。弥生時代と古代の遺構

は、微高地上にあたる南北に細長く展開し、そ

こから東に向かう下り地形に黒色土系の粘質土

が遺物包含層となって堆積している。西側も東

と同様な地形を呈していると考えられるが、Ｋ

区東で畝溝を確認したようにそれよりも緩やか

な変化であることが予想される。

Ｊ区は遺跡の南に位置し、西に下がる地形変

化部にあたるので、包含層の厚さが約１５㎝程度

である。遺構は確認できず、カヤ等の株痕跡が

広がっているのみである。遺物はこの包含層か

ら出土する。緑釉陶器などの施釉陶器が須恵器

や土師器の出土量に比べて多い傾向にある。こ

れは他の年度調査区域でも同じである。

Ｋ区は最も東端に位置する。平成１２年度調査

Ｇ区（本情報誌４号参照）ではまったく遺構が

なかったのでＬ区も同じ状況と予想していた。

しかしながら、調査区中央で梁間２間、桁行き

３間の掘立柱建物１棟を確認した。建物に付随

すると考える井戸をＬ区南東隅で確認してい

る。井戸は曲物１段のみ残しそれより上位は井戸廃棄時に抜かれたものである。僅かに出土した土器

は１０世紀を前後する頃のものであり、掘立柱建物も同年代に建っていたものであろう。なお、掘立柱

建物は畝溝埋土を切って建てられており、畑作が１０世紀を前後する時期以前に営まれたものであるこ

とがわかった。

Ｌ区は北端に位置する。ほとんど砂地のベースとなっているためか古代の遺構はまったくなかっ

た。弥生時代中期後半の南北に流れる溝を検出した。土器数個体と、碧玉質の石材剥片が出土してい

る。この溝は僅か数センチメートルと浅く、後世にかなり削られている可能性がある。また、粘質土

のベース部分では柱穴を検出したが、その周溝等を含め建物の具体的な姿はわからない。 （伊藤）

畝田Ｂ遺跡航空写真（西から）

畝田Ｃ遺跡Ｋ区全景（北から）

畝田Ｃ遺跡Ｋ区弥生中期の溝
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④畝田ナベタ遺跡

平成１１（１９９９）年度から継続して発掘調査を行っており、昨年度までに平安時代、特に９世紀代を

中心時期とする遺跡であること、多くの掘立柱建物跡や井戸跡が規則性をもって配置され、木簡、舶

載の帯金具、多数の墨書土器が出土するなど官衙の特徴をもった遺跡であること等が判明している。

調査区は幹線道路を境界として北からＡ・Ｂ・Ｃの３地区に大別され、地点によってさらに細かく区

分されているが、今年度は北側のＡ４～８区・Ｂ２区と、南側のＣ４～８区という、南北に離れた地

点の調査を実施した。調査面積は１４，３５０㎡である。なお、今年度の調査をもって金沢西部第二土地区

画整理事業に係る畝田ナベタ遺跡の発掘調査は完了した。

北側の調査区では掘立柱建物跡、井戸跡、区画溝、大型の廃棄土坑、河川跡、畝溝等が検出された。

区画溝は南北で半町規模のものがＡ４・５・８区にかけて展開し、区画内に１０世紀代の掘立柱建物

跡、井戸跡、大型廃棄土坑が存在し、鋳型や鉱滓など鋳造関係の遺物が出土している。掘立柱建物跡

は側柱構造のものと柱穴の小さい総柱構造のものが見られ、前者はＢ２地区、後者はＡ４・５・８区

の区画内に位置する。井戸跡は９～１０世紀代の時期におさまり、井戸枠が確認されたものは横板組み

が１基、縦板組みが１基、曲物積みが１基である。この他、井戸枠の抜き取り痕跡があるものも存在

する。Ａ５区で検出された SE６０４は内法がほぼ２尺規格の横板組みで、端をほぞ穴と継手材で結合す

る横板は建物の扉等を転用した可能性がある。また、掘方の周囲には柱穴があり、上屋の存在を窺わ

せる。Ａ６区で検出された SE６０３は６段の曲物積みという古代には珍しい構造である。枠内上部では

貝・動物骨・魚骨など食物残滓が、下部では漆器や櫛などが出土している。畝溝はＡ７区とＡ８区で

検出されており、前出の区画溝に切り込まれている。過年度調査のＡ３区で検出されているものと連

続して耕作域を形成するものである。河川跡は近世・近代の河川跡と重複してＢ２区・Ａ４区で検出

されている。やや蛇行するが基本的に南北方向の流路であり、今年度検出した遺構はその西岸に、過

年度に調査されたＢ区の掘立柱建物群はその東岸に位置するように、東西岸で様相が異なっている。

北側調査区の性格としては、畝溝で構成される畑地（生産域）と、区画溝を持つ鋳造関係の遺跡が重

Ａ８
Ａ５

Ａ４

Ａ６
Ａ７

Ｂ２

Ｃ４
Ｃ５

Ｃ６

Ｃ８

Ｃ７

調査区の配置（Ｓ＝１／５，０００） Ａ８区の区画溝
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複した状況にあり、前者が９世紀代以前、後者が

ほぼ１０世紀代に位置付けられる。

南側の調査区では掘立柱建物跡、井戸跡、区画

溝、河川跡等が検出された。遺構は南部と北部に

分散した状況が見られ、その間は希薄となる。北

部は過年度調査のＢ区からＣ２区に近接する地点

であり、多数の掘立柱建物群を構成する柱穴、南

北方向に伸びる区画溝、蛇行する河川跡など一連

の遺構が検出されている。掘立柱建物跡は区画溝

の西側に配置されており、東側は遺構が希薄にな

る。北部で検出された井戸跡は９世紀代におさま

る時期で、Ｃ６区の SE１００２は径３�と大型で、
内法ほぼ３尺の横板組み井戸枠に縦板組み礫敷き

の水溜を持つ。Ｃ７区の SE８０１は縦板を二重に組

んでおり、補修によるものと推定している。南部

は遺跡の南端となる。Ｃ８区では正方位と大きく

ずれた軸方向の区画溝とその周辺に掘立柱建物

跡、井戸跡が検出されている。区画内には柱穴の

大きい総柱構造の掘立柱建物跡が４棟配置されて

おり、倉庫域と推定している。そのうち１棟は溝

状に繋がった柱穴を持つ布掘建物である。井戸跡

は９～１０世紀代の時期で、すべて区画外で検出さ

れている。Ｃ７区の SE８０５は刳抜材を筒状に組み

合わせた井戸枠を持ち、枠内から「舘」墨書土器

３点、斎串６点などが出土している。Ｃ６区の SE

１００１は上部が内法ほぼ２尺の横板組み、下部が縦

板組みの折衷構造をとる。南側調査区の性格とし

ては、北部がＢ区から続く大型建物を含む中枢

域、南部がそれらと空閑地を挟む倉庫域に大きく

エリアが分かれているようである。各遺構の時期

については９世紀代が中心である。

以上の調査結果から、遺跡名は同じ畝田ナベタ

遺跡であってもその北側と南側、そして過年度調

査のＢ地区を中心とする中央部ではかなり状況が

異なっていることが確実となった。遺跡の中心時

期である９世紀代について見れば、北から生産

域、建物が密集する中枢域、倉庫域にエリアがはっ

きりと分かれて機能している。遺跡の周辺には、

畝田・寺中遺跡や畝田B遺跡など同様に区画

溝、墨書土器、木簡などをもつ官衙的な遺跡が多

Ａ６区SE６０３（２・３段目曲物）

Ａ５区SE６０４

Ｃ６区SE１００２枠内の水溜

Ｃ８区の区画溝と建物群

― 29 ―



く存在しており、官衙の諸施設が近距離に分散していた可能性も指摘されている。今後はそうした遺

跡と比較しながら検討を進めることが課題であろう。 （安）

⑤畝田Ｄ遺跡

畝田Ｄ遺跡は金沢市畝田東２丁目地内、藤江北４丁目地内に所在する。金沢西部第二土地区画整理

事業に係る埋蔵文化財分布調査で新たに発見された遺跡であり、今年度はじめて発掘調査に着手し

た。今年度は遺跡の南半部を調査しており、面積は１，５００㎡である。

遺構は柱穴、井戸跡、土坑、溝、河川跡が検出され、遺物は主に古墳前期の土師器が出土している。

調査区の北側では柱穴が数多く存在するが、それらの多くが柱間３�前後で１×１間の配置をとって
おり、遺物包含層が存在しないことからも、後世に削平を受けた４本主柱の竪穴系建物と推定してい

る。南側では井戸跡、土坑、河川跡が存在する。井戸跡は１基のみで、径１�強の掘り方中に木質層
の状態で一辺３０～４０㎝の縦板組み井戸枠が確認されている。河川跡は東西に蛇行しており、幅１０�を
超える自然流路が洪水砂で埋まっていったようである。溝は北北西・南南東の方向に調査区を貫いて

細長く伸びており、その東岸に建物群が展開することから区画溝の類であろう。各遺構の時期は出土

遺物から概ね古墳前期と推定できるが、河川跡についてはこの時期の溝や土坑が切り込んでいること

から、より古い時期から存在していたようである。

以上から、後世に削平を受けているものの、遺跡の性格としては古墳時代前期の集落跡が想定され

る。なお、遺跡の北半部については平成１５年度に調査が予定されている。 （安）

Ｃ７区SE８０５ Ｃ６区SE１００１

削平された竪穴系建物跡 縦板組み井戸の断面
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南 塚 遺 跡

所 在 地 金沢市南塚町 調査期間 平成１４年１１月１９日～同年１２月２５日

調査面積 １，２６０㎡ 調査担当 端 猛 青柳佳奈

南塚遺跡は金沢市の南西部、手取川扇状地の北

辺、伏流水が自噴する扇端部に位置する。北に位

置する北塚遺跡など周辺には縄文時代から集落が

営まれており、金沢市指定史跡のびわ塚古墳が近

接して存在するなど、遺跡の密度が高い地域であ

る。

今回の調査は一般県道上安原昭和町線道路改良

工事に伴うもので、平成８～１０年度に金沢市教育

委員会が神野遺跡として発掘調査した調査区の北

側に接する。

基盤整備により包含層の削平を受けているもの

の、調査では溝や土坑が検出され、南塚遺跡北縁

部の状況を確認することができた。金沢市調査区

において８世紀後半から９世紀後半の遺物が出土した溝の延びとみられる溝が調査区をほぼ南北に蛇

行しながら貫いており、概ね該期の遺物が少量ではあるが出土している。また、調査区中央の土坑か

らは弥生時代の小型の甕がほぼ完形で出土しており、集落周辺の土地利用を考える上での好資料とな

る。 （端）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区全体図（Ｓ＝１／５００）

調査区遠景（北から） 調査状況（南から）
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末 松 遺 跡

所 在 地 石川郡野々市町末松・中林地内 調査期間 平成１４年７月２９日～同年１２月１２日

調査面積 ４，２３５㎡ 調査担当 三浦純夫・端 猛・青柳美佳

石川県立大学（仮称）整備工事に伴う発掘調査であ

る。

本遺跡は、手取川扇状地の扇央部に位置しており、

標高約３９�を測る。これまでに県立農業短期大学の施
設整備や鶴来バイパス建設などに伴って発掘調査が行

われ、７世紀から９世紀にかかる竪穴住居、掘立柱建

物や道路遺構などが明らかになっている。

今次の調査は、校舎予定箇所（Ａ～Ｃ区）と水路（Ｄ・

Ｅ区）を対象とし、Ａ区で周溝状遺構を２基確認した

ほか、Ｄ区で掘立柱建物を１棟検出した。このほか、

溝・土坑などがある。

周溝状遺構は、SD０２が最大幅４ｍ、深さ０．５ｍを測

る。SD０３は最大幅５．５ｍ、深さ０．５ｍである。２基と

も内側が方形を呈しており、古墳の可能性もある。出

土遺物はない。掘立柱建物は南北方向が２間で、東西

方向は調査区外となっている。遺物はない。

今次の調査では、２基の周溝状遺構が注目される。

近くには末松古墳や新庄古墳（７世紀）もあることか

ら、末松廃寺出現の胎動となる古墳群の存在を想定す

ることもできる。 （三浦）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

Ｅ

ＤＡ

Ｂ

Ｃ

Ａ～Ｃ区全景調査区位置図（Ｓ＝１／５，０００）
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SD
０３

SD
０２

０ ２０�

Ａ～Ｃ区全体図（１／４００）
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月 橋 遺 跡

所 在 地 石川郡鶴来町月橋町地内 調査期間 平成１４年１２月１６日～平成１４年１２月２６日

調査面積 ４００㎡ 調査担当 松山和彦 西田郁乃

本遺跡が所在する鶴来町月橋町地内は、白山

比�神社から鶴来市街を抜け、北に約３�の位
置にある。集落の背後の御蔵山山頂には、富樫

政親の家臣である槻橋兵庫の居城とされる槻橋

城跡がある。また近世に入り、鶴来～金沢間を

つなぐ「鶴来往来」と呼ばれるルートがつくら

れるが、これは、鶴来宿を発ち、月橋を経由し

て金沢城下に至る道であった。

本遺跡は月橋町集落と、その傍を南北に走る

県道の西側で確認され、調査区の北側には月橋

大谷川が流れる。

調査の結果、遺構密度は希薄ながら、中世の

溝、ピット群を検出した。調査区の北部では、

地形に沿うように、東から西へと流れる溝跡が

３条、南部では東から北西方向に蛇行するよう

に流路をとる旧河道跡と、ピット群がみられ

た。旧河道跡は調査区の北側を流れる月橋大谷

川の旧流路もしくは支流の可能性がある。川跡

には自然礫と凝灰岩の切石を転用したものを利

用してつくられた堰状遺構が確認された。ピッ

ト群は、旧河道の南岸から検出されており、地

山自体も北側に比べて、徐々に高くなっていく

ようである。調査区外では既に削平されている

とみられるが、集落が広がっていたと想定され

る。その高くなる方向には、現在も月橋集落が

広がっており、背後の山から舌状に延びるのを利用して、中世段階から集落が広がっていたことを想

起させるものである。 （西田）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

調査区全景（南から）

堰状遺構（北東から） 堰状遺構調査風景（北から）
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白 江 梯 川 遺 跡

所 在 地 小松市白江町地内 調査期間 平成１４年７月１５日～平成１４年１２月１８日

調査面積 ２０００㎡ 調査担当 中島俊一 久田正弘

白江梯川遺跡は、小松市北部を流れる梯川に接

する弥生時代から中世の集落遺跡である。遺跡は

白江町集落の北西側に位置し、上層は中世～近世

の溝など、下層には古代～近世の杭列や溝などと

弥生時代後期の包含層と川跡を検出した。上層と

下層ともに遺構密度は薄く、遺跡のほぼ縁辺であ

ることが判明した。

下層出土の川跡を中心に紹介する。調査区東端

で川跡の東岸を検出したが、調査区内で西側の岸

は検出されなかった。川跡はほぼ北西から南東に

流れており、川岸は中央部から南側は急激に落ち

込んでいたが、北側は砂の堆積によりなだらかに

落ち込んでおり、南側の２倍の幅を持っていた。

川岸の斜面と本流部との境には、自然木や建物の柱などを転用した杭が何本も打ち込まれており、

杭と岸の間に多量の木製品が何層にも折り重なって出土した。土器は６箱程度しか出土していない

が、後期前半～後半が主体であり、中期末と後期末の土器が若干混じっている。木製品は大きく、建

物関係、船関係、祭祀関係、生活関係などに分類できる。

建物関係の部材と思われる木製品が大半を占めているが、破片が多いので明確な部分が判断できな

いものが多い。柱、板材、加工孔付き板、栓、梯子などがあり、屋根飾りと言われる棒状の木製品が

多く出土した。船関係は、準構造船の舷側板が３点、底板、その他の部材、アカトリ、櫂が数点出土

しており、櫂の把手には精巧な文様を持つものもある。祭祀関係では、剣・槍形木製品、武器関係木

製品、盾や鳥形木製品や琴などがある。短剣の朱塗り柄は、成形時に焼いた可能性がある。筒型容器

は紐を掛ける突起があり、幾何学的な文様が彫られており、鞘の可能性が高いという。朱塗り盾は、

黒漆で区画文を持つもの以外は、表裏とも朱が塗られている。琴は１５０㎝の超大型品がある。生活用

具には（黒漆塗り？）匙、縦杓子（未製品）、籾すくい、高坏、椀、容器の脚、台付容器、指物容器、

桶、槽、籠などの食事関係のもの、木包丁、鎌の柄、大足、鋤、鍬、泥除けなどの水田関係のもの、

三又ヤス、タモ、弓などの狩猟関係のもの、鉄製斧（縦斧・横斧）の柄、横槌、縦杵、紡錘車、火鑚

臼、杭、受け、杉皮の束ねたもの、藤蔓などの多彩な木製品が出土している。また、炭化モミの塊が

２点出土している。花びら文様を持つ木製高坏は、小松市白江ネンブツドウ遺跡、金沢市西念南新保

遺跡、鳥取県青谷上寺地遺跡で類例が出土している。また朱塗り脚も青谷上寺地遺跡で出土しており、

北陸地方の木器には山陰地方の木器と共通性が伺える。 （久田）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

筒型容器
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川跡（北東から） 舷側板出土状況

鉄斧柄出土状況琴出土状況

容器出土状況 籠出土状況

容器の脚高坏 短剣柄
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小 杉 遺 跡

所 在 地 江沼郡山中町小杉町地内 調査期間 平成１４年７月１０日～平成１４年１２月６日

調査面積 ６００㎡ 調査担当 松山和彦 西田郁乃 青柳佳奈

本遺跡は、温泉地として有名な山中市街から大

聖寺川沿いに約１１�遡った左岸に位置する。遺跡
は大聖寺川と山地との間の僅かな平坦地に展開す

る。また約３�上流には、当センターによる発掘
調査が継続して行われている九谷A遺跡と、国

史跡である九谷磁器窯跡がある。

調査の結果、縄文時代後期後半から晩期にかけ

ての遺跡であることが判明した。主要遺構とし

て、竪穴状遺構２基、竪穴建物２棟、配石墓１４基

が検出された。竪穴状遺構は、掘り込みが不明瞭

ながら、２基ともが炉跡とみられる石囲いを持

ち、焼土が大量に集中する箇所と、性格不明の石

列を検出した。

竪穴建物は、調査区外に延びており、全掘は出来なかったが、壁際に柱穴と見られる穴が確認され

ており、そのうちの一つから、完形品の深鉢が出土した。

配石墓は、調査区の南側に集中しており、大小の河原石と見られる自然石を利用してつくられてい

る。配石墓は幾つかのパターンがみられ、一定の区画内に大小の石を並べた平面的なものや、長楕円

の石を立て墓標としたと思われるものもあった。配石下に墓壙がみられる場合も、土壙のみと、石棺

状に石を組んだものがみられた。

遺物は、大量の縄文土器が出土している。その多くが粗製のもので、内面に炭化物が厚く付着して

いるものもみられた。土製品では、土版が１点確認されている。石製品では、打製石斧や、石皿、磨

石、磨製石斧、砥石、擦切石器、石鏃などの日常的に利用されたと見られるものの他に、石棒や、石

剣、御物石器などの祭祀具も出土している。

本調査は、遺跡のほぼ中心部分を検出したと思われるが、来年度に第２次調査を予定しており、配

石墓群の全体像が明らかにされるものと期待される。 （西田）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

配石墓� 配石墓�
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竪穴状遺構
�

竪穴状遺構
�

�
竪穴建物

遺構平面図（Ｓ＝１／１５０）
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九 谷 Ａ 遺 跡

所 在 地 江沼郡山中町九谷町地内 調査期間 平成１４年１０月１５日～同年１２月６日

調査面積 １，２００㎡ 調査担当 松山和彦 西田郁乃

九谷Ａ遺跡は、山中温泉から大聖寺川を遡ること約１３�の山
間の地に位置する。大聖寺川総合開発事業に係り、平成６年度

以来、発掘が継続されている。本年度は大聖寺川をはさんで右

岸側で４５０㎡、左岸側で７５０㎡を対象に発掘調査を実施した。

その結果、国指定史跡九谷磁器窯跡に近接する大聖寺川川岸

の一角を占める右岸調査区については、近世以降、耕地として

利用されていたことが明らかとなった。

一方、左岸調査区については、九谷小学校跡地に係る北部が

明治時代に学校が開かれる以前は耕地として利用されていたこ

と、また、移転した九谷集落の一角にあたる中南部は、近世後

半に至り新たに九谷村の屋敷地として取り込まれた部分である

ことが確認できた。

磁器生産に関連した遺構等については確認されなかったが、集落近傍における土地利用の実態を把

握できた点が、今回の成果といえよう。 （松山）

遺跡位置図（Ｓ＝１／２５，０００）

右岸調査区作業風景（北から） 左岸調査区全景（北から）

左岸調査区平面図（Ｓ＝１／５００）
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平成１４（２００２）年度下半期の遺物整理作業

企画部整理課
１班

四柳ミツコ遺跡（羽咋市）は、羽咋市の北東端

で、羽咋から七尾にかけて存在する帯状平野部（邑

知地溝帯）の南東側山麓地域に位置する。今年度

の整理は、平成１１年度調査の F地区と、平成１３

年度調査のG地区を行った。遺構からは、古墳

時代の集落で使用されていた甕、高坏、小型壺な

どが多数出土している。また、土器だまりからみ

つかった、滑石製の臼玉５０点以上についても計測

を行った。水の豊富な扇状地を立地条件とした遺

跡との印象を受けた。

四柳白山下遺跡（羽咋市）の平成７年度調査においては、記名・分類・接合作業のみを行った。時

代は縄文時代～中世と広範囲だが、出土品が多かった０、Ⅰ面と第Ⅲ面は平安時代～中世の集落、畑

地だった。離れた遺構どうしでも接合するので、記憶力と体力が要求される整理だった。（正木直子）

２班

千代・能美遺跡（小松市）の平成１２年度調査の木製品トレースを行った。その後、四柳白山下遺跡

の平成８年度調査の記名・分類・接合作業を行った。古墳時代から奈良～平安時代中期にかけての遺

物が大量に出土しており、須恵器の大型甕や双耳瓶、横瓶などとともに、墨書土器は１００点以上にも

及んだ。他に製塩土器や石製品、また、土師器の甕で頸部下あたりに透かしのある珍しいものもあり、

班員全員、接合に右往左往状態でがんばった。 （松田智恵子）

３班

九谷Ａ遺跡（山中町）の６次（平成１２年度調査）、７次（平成１３年度調査）では、九谷古窯跡周辺

ということもあって、棒状支脚（トチン）、円盤状焼台（ハマ）、十字形焼台（天秤）、匣鉢などの窯

道具が多く出土していて、実物をみるのも、その使い方（重ねて焼くときにくっつかないように間に

はさむなど）もはじめて知った。それまでみたことのなかった陶磁器類の失敗作（ゆがむ、熔着する

など）を実測した。中でも、皿が４枚熔着したものを実測したのは良い経験になった。また、大型の

煉瓦は重くて、実測や計測の時は数人で持たなければならず大変だった。 （中村静絵）

４班

上半期に記名・分類・接合作業を終え実測に入った、東的場タケノハナ遺跡（羽咋市）の平成１３年

度調査の実測の続きとトレース、遺構図トレースを半年かけて行った。弥生時代中、後期の３本の環

壕が確認されている当遺跡では、環壕より大量の遺物が出土していて、その豊かな生活ぶりをうかが

い知ることができた。土器では、壺、甕、甑、台付鉢、すり鉢、高坏、器台、手づくね、分銅型土製

品、未製品を含めた大量の土錘、紡錘車など、また、木器では、漆椀、容器の他、曲物を転用した井

戸枠や部材、柱根などが出土している。

１班 打製石斧実測作業（清金アガトウ遺跡）
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遺存状態のよい土器や、縄文時代後期の栗林系と思われる土器片をはじめ、祭祀に使われたと思わ

れる分銅型土製品、他地域との交流や影響を示すものなど、興味深い遺物に接することができたのは

幸いであった。 （戌亥久美子）

５班

戸室山石切丁場跡（金沢市）ほかでは、石工道具の実測・トレースを行った。金沢市民俗文化財展

示館や個人所蔵の金属製品で、総数４０点のうち主なものに、ツルハシ、ハンマー、チョンナ、ビシャ

ン、ケンヤがあった。これらの石工道具は、使用された丁場の所在地や石材が分かっており、各丁場

で発注し作られることで、使用者の好みや癖が反映された製品であることを知った。平成１４年度は、

金沢城跡調査の整理に携わる機会が多く、出土した石製品に残る加工痕から推察する道具を、目の当

たりにできたことは感慨深い。また、出土遺物ではない製品の整理を行ったことは貴重な経験となっ

た。今後の研究に活用されることを期待している。 （藤崎敬子）

６班

猫橋遺跡（加賀市）では、記名・分類・接合作業及び主に弥生土器、木製品、石製品（磨製石斧、

管玉など）の実測・トレースを行った。大量の弥生土器の中には、お供え用と思われる小型甕がほぼ

完形の状態で出土、また、緑色凝灰岩の剥片も多数みられた。

畝田・寺中遺跡（金沢市）では、木製品（木簡、舟の部材、建築部材、弓、曲物など）の実測・ト

レース作業終了後、３ヶ月半にわたる分類・接合作業を行った。大量の土師器片の中から１個体にな

るものを中心に選び出して接合し、摩

耗が激しく接合しても壊れやすいもの

には石膏で補強しながら形にしていく

という、手間のかかる作業であった。

須恵器では壺、甕、脚部に透かしのあ

る高坏、墨書土器など、土師器では壺、

甕、高坏、手づくねなどがみられた。

他には大型壺の同一破片（口縁部から

体部）がまとまって出土。底部はみあ

たらなかったものの復元が期待され

る。 （中條倫子）

７班

畝田・寺中遺跡の平成１１年度調査の５ヶ月近い長い分類・接合作業を終えた後、１０月後半から実測

がはじまった。土器、木器、石器とその数合わせて７００点余り（そのうち復元は５１点）。大量の出土品

に皆の肩に力が入った。遺物の内容は、土師器では壺、甕、甑、高坏、器台、�、鉢、土師皿、手づ
くね、土錘、紡錘車、須恵器では壺、甕、高坏、坏、蓋の他に�、厚底鉢と、弥生時代から中世のも
のがひと通りそろっている感があった。その他にも木器では部材、木錘、椀、斎串、井戸枠、石器で

は、打製石斧、石錘、砥石、石冠、石包丁と多岐にわたっていたため、冗長と思われがちな大規模な

遺跡の実測作業にも、毎日新鮮な気持ちで取り組むことができた。 （北 康子）

６班 大型壺接合作業（畝田・寺中遺跡）
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８班

上半期に引き続き、戸水Ｂ遺跡（金沢市）の平成９・１０年度調査の土器実測及び、上半期に実測済

みの土器（平成１１年度調査）に遺構図を加えたトレースを行った。戸水B遺跡は、弥生時代中期の

土器がほとんどで、凹線文、刻み、波状文、刷毛調整などを施した甕が多くみられた。また、刷毛調

整の前後にタタキを用いた甕も特徴的であった。縄文時代と弥生時代の過渡期の土器である、柴山出

村式土器や、珍しいものでは分銅型土製品などがみられた。実測・トレース時においては、波状文な

どの繊細な文様の表現に苦労した。 （下村 薫）

洗浄班

下半期は全部で１３遺跡の洗浄を行った。最近の傾向として、木器の洗浄が多くなってきているよう

に思う。

今回は、遺跡見学もした話題の小島西遺跡（七尾市）の木器洗浄が印象に残っている。多量の木製

祭祀具（斎串、人形、馬形、弓形、舟形など）は、折れないよう、不織布で巻き・補強し、重ならな

いよう、通常の半分の深さのパンケースを用意した。

種子も多量にあり、それぞれ個別に入れる容器も用意

した。ラベルは、針金をはずすだけではなく、記名を

マジックではなく鉛筆で書くということをはじめて

知った。他の大量の木片は、洗浄後チャック付きビニー

ル袋に入れ真空にするため、慣れるまで何度も水中で

空気抜きを行った。このように、小島西遺跡の洗浄作

業には、通常の倍の時間を費やしたが、とても勉強に

なった。 （中村真弓）

復元班

各班から持ちこまれる土器の復元、補強がおもな仕事である。縄文土器から近世陶磁器までいろい

ろさまざまである。土器の復元のあと実測するものが大部分であるが、たまには残り破片が少なくて、

実測のあとに図面をみながら復元するものもある。毎日が土器破片と石膏とのにらめっこである。

九谷Ａ遺跡の陶磁器では、すり鉢が多くあった。畝田・寺中遺跡の大型壺などは、破片が全体の８

～９割ほどもあったため、組み立てるのに大変な日数を費やした。一段組み立てるごとにこれで大丈

夫か、ゆがんでいないか確認しながらの作業であった。全体の残存量が多くても少なすぎても、元の

形に近づけるには大変な苦労がある。 （前田すみ子）

洗浄班 土器洗浄作業（小島西遺跡）
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環日本海交流史研究集会記録
「玉をめぐる交流」

谷内尾 晋司（所長）

はじめに

石川県はもとより、日本海沿海域各県の埋蔵文化財調査機関では毎年新たな発見が相次いでおり、

累積した膨大な調査成果をどのように研究し活用していくかが大きな共通的な課題となっておりま

す。このため、当センターでは「環日本海文化交流史研究事業」を企画し、基礎的な調査研究を進め

るとともに、沿海域各地の研究者にご参集いただき、年１回「交流史研究集会」を開催しているとこ

ろであります。

平成１４年度は「玉をめぐる交流」をテーマに開催いたしました。

玉がもつ磨き抜かれた輝きや美しい色調は私たちを魅了し、古今東西を問わず人々の玉への憧憬は

強いものがあります。また、古代にあっては、身体を美しく飾るアクセサリーとしての意味以上に、

呪術的あるいは護符的な意義の強い装身具として用いられたと考えられております。

特に、緑色凝灰岩を素材とした「越（北陸）の玉つくり」は、弥生時代中期から古墳時代前期にか

けて展開し、この期の集落遺跡を発掘すると、必ずと言っていいほど関係遺物が出土し、規模の大小

はあれ、「冬場の手仕事」ともいえる家内的な生産活動が行われていた実態が窺えます。また一方、

出雲や丹後では、近年、専業的ともいえる大規模な玉つくり遺跡が調査されており、北部九州でも緑

色凝灰岩を素材とした管玉つくりが確認されております。このように日本海沿岸地域では、玉つくり

関係資料が集積されつつあり、各地の製作や消費の実態などを比較検討することが可能となってきま

した。

このような状況を踏まえ、今回の研究集会では、列島の東北部を含めた日本海沿岸域の、玉の生産

や消費、流通について焦点を当てました。北部九州地方については福岡県の岡寺 良氏、山陰地方に

ついては島根県の深田 浩氏、丹後地方については京都府の田代 宏氏、北陸地方については福井県

の浅野良治氏、石川県の久田正弘氏、富山県の中野由紀子氏、新潟県の田海義正氏、東北地方につい

ては青森県の大野 亨氏、北海道地方については西方麻由氏にお願いし、各地域の実態や状況を、さ

らに韓国の玉つくり関連資料について庄田慎矢氏にご報告いただき、研究討議を行いました。

報告や討議の中で、集落や墳墓等での製品や関連資料の出土の在り方等から、生産や消費の主体者、

流通機構の問題が大きな論点となりました。特に、弥生期における管玉生産が交易品（交換財）とし

ての広域流通を目的としたものか、否か、列島各地で出土する緑色凝灰岩製管玉の技法的特色や石材

の産地同定の問題も含め、これからの大きな課題であります。北陸における玉つくりの歴史的位置づ

けを考える上での研究の視点や方向性を明らかにすることが出き、有意義な研究集会でありました。

当センターでは、今後とも、テーマを替え、継続して年１回の「交流史研究集会」を開催してまい

りたいと考えております。この事業が日本海を媒介とした地域間交流史研究の進展に一定の役割を果

たし、多少とも日本海沿岸地域の特性を把握し、本県が持つ歴史的意義の解明に寄与することが出来

ればと思っております。さらに、この「交流史研究集会」が日本海沿岸地域の各調査機関等の研究交

流の場となることを願っております。皆様のご協力をお願いいたします。
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北部九州における玉製品の
生産と流通・受容について

岡寺 良（福岡県総務部国立博物館対策室）

北部九州では、他の日本海沿岸地域とは異なり、地域内において玉製品を生産していたというイ

メージは非常に薄い。しかし、弥生時代の北部九州の玉製品を概観すると、玉製品を主体的に受容、

消費そして生産していたことがわかる。以下、北部九州の玉製品の受容、消費、生産の様相を提示す

る。 弥生時代の前段階となる縄文時代晩期には、北部九州では、九州南部で製作されたと考えられ

る濃緑色の変成岩（蛇紋岩）製のエンタシス状の管玉と「コ」の字状の勾玉がセットとなって流入す

る。しかし、これらの玉製品は、弥生時代の開始に相前後して急速に衰退していき、弥生時代の玉製

品へとつながることはなかった。
てん が せき

弥生時代に入ると、天河石（アマゾナイト）製勾玉、硬質緑色凝灰岩製管玉、翡翠製勾玉などが認

められるようになる。天河石製の勾玉は朝鮮半島製と考えられ、日本列島では北部九州にのみ分布し、

数例を数えるに過ぎない。また、硬質緑色凝灰岩製の管玉は、時期の早いものでは早期の佐賀県菜畑

遺跡出土品があげられ、弥生時代後期まで継続して確認できる。前期のものの多くは朝鮮半島製と想

定され、理化学的分析の結果では、北部九州から中国・四国地方にかけての地域に分布している。翡

翠製勾玉は、朝鮮半島製の玉類とは異なり、北陸地方（姫川・青海川流域）産であるが、北部九州に

よく認められる緒締形・丁字頭形・櫛形の勾玉は、その分布から、北部九州内で生産されたと考えら

れる。これらの他にも、朝鮮半島製のガラス製品も流入するようになり、玉製品に非常にバリエーショ

ンが出てくるのもこの時期からである。

弥生時代後期には、それ以前の玉製品に加え、春日市須玖遺跡群を中心とした福岡平野から佐賀平

野にかけての地域で、ガラス製の勾玉・丸玉が生産されるようになり、それとほぼ同じ地域で製品が

出土している。須玖五反田遺跡では、弥生時代後期後半のガラス工房跡が検出されており、ガラス滓
る つ ぼ

（鉛バリウムガラス）、土製鋳型（勾玉・丸玉）、坩堝片が出土している。

また、甘木市平塚川添遺跡や福岡市西新町遺跡などの数例の遺跡では、緑色凝灰岩製の原石や管玉

未製品などが出土してはいるが、単発で非常に小規模である。なお、西新町遺跡からは、古墳時代初

頭を前後する時期の蛇紋岩製勾玉未成品や小玉鋳型も出土しており、特に小玉の土製鋳型は、朝鮮半

島にしか出土例が見られない特徴をもつもので、朝鮮半島との交流を物語る資料だが、ガラス製勾玉

や丸玉とは異なり、同時期の小玉のほとんどが鋳造製品でなく、朝鮮半島で他の技法で製作されたも

のであることからも、ガラス小玉の鋳造は非常に小規模であったと考えられる。

そして、古墳時代初頭以降、北部九州を主体とした玉製品の生産及び流通は、衰退・消滅していき、

この時期に、玉製品の流通体系の変化を求めることができよう。

以上のように、北部九州の弥生時代には朝鮮半島からの一貫した玉製品の流入が認められ、北部九

州を基点とした列島内での玉製品の流通圏も、かなり広域にわたっていたと想定できる。また、翡翠

製・ガラス製勾玉に見るように、北部九州が独自に、かつ主体的に生産していた玉製品も少なくない。

しかし、それらの勾玉や朝鮮半島から少量しか流入しなかった天河石製勾玉などは、他地域に流通す

ることなく自己完結的な流通のあり方を示している。この点に北部九州の弥生時代社会の特色が表れ

ているといえよう。
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九州縄文時代晩期の玉製品
（松本直子１９９８「玉類の分析からみた縄文時代後晩期九州における文化動態の一側面」『人類史研究』１０）

天河石（アマゾナイト）製勾玉（夜須町教委１９９７『大木遺
跡』新宮町教委１９９５『夜臼・三代地区遺跡群』第５分冊）

翡翠製勾玉（Ｔ字頭形・櫛形）の分布（河村好光２０００「ヒスイ勾玉の誕生」『考古学研究』４７‐３）

弥生時代前期の緑色凝灰岩製管玉
（福岡市教委１９９６『吉武遺跡群』�）
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春日市須玖五反田遺跡（春日市教委１９９４・１９９５「須玖五反田遺跡」１・２）

西新町遺跡出土玉生産関連遺物（福岡県教委２０００『西新町遺跡』�）

京畿道�沙里遺跡出土ガラス玉鋳型
（�沙里先史遺蹟発掘調査団１９９４『�沙里』５）

西新町遺跡ガラス玉鋳型
（福岡県教委２０００『西新町遺跡』�）

０ １０�
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山陰地方における玉生産
－出雲地方を中心に－

深田 浩（島根県教育庁古代文化センター）

１．出雲における玉作遺跡の分布状況

出雲における玉作遺跡は山間部を除く出雲地域のほぼ全域に分布しており、現在のところ約１００遺

跡が知られている。これらの多くは表採品によるもので詳細不明な遺跡も多いが、弥生時代から平安

時代にかけて各時代の玉作遺跡が明らかとなっている。現在でも「めのう細工」が行われている玉湯
か せんざん

町には、玉の原材料である良質な碧玉や瑪瑙を産出する花仙山（標高１９９m）が存在し、出雲の玉作

遺跡の大半は花仙山周辺に集中する。その数は５０遺跡以上にもなるが、古墳時代中期には花仙山から

遠く離れた大原遺跡（安来市）でも碧玉・瑪瑙を使用した大規模な玉生産が行われており、各時期毎

に出雲における玉作遺跡の分布状況が異なっていたことを窺うことができる。

２．出雲の玉作の変遷－開始・変容・拡大・集約－

出雲における玉作の開始は弥生時代前期まで遡ることができ、前期の松江市西川津遺跡では緑色凝

灰岩を使用した擦切り技法による管玉生産が行われている。中期には松江市布田遺跡でも同石材・同

技法による玉生産が確認されており、弥生前半期の玉作は碧玉を用いず、緑色凝灰岩製の管玉のみを

生産していたことが窺える。後期になると石材や製品組成に変化がみられ、後期後葉の松江市平所遺

跡では水晶製の丸玉・算盤玉、終末期の玉湯町史跡・出雲玉作遺跡宮ノ上地区では碧玉製勾玉の製作

が開始され、碧玉製管玉は打撃分割法で製作されている。この技法や石材の変化には鉄器の普及が大

きく関連しているものと考えられ、以後古墳時代に受け継がれていく。古墳時代に入ると碧玉・水晶

に瑪瑙が加わり、以後碧玉・水晶・瑪瑙製勾玉（いずれも片面穿孔）、碧玉製管玉、水晶製品は古墳

期を通じて出雲の玉作遺跡で普遍的に見られるようになる。また他地域では石製品が生産されるが、

出雲では今のところ松江市後原遺跡で表採品が１点知られているのみである。中期になるとさらに滑

石が加わるが、他地域のような模造品製作は確認されていない。また中期には玉作遺跡の数が急激に

増加する。分布も出雲全域に拡大し、地域ごとに使用石材や製作技術が異なる等の地域差も認められ

るようになる。さらに中期後葉には碧玉製管玉の製作に片面穿孔が採用され始める。後期になると他

地域の玉作は衰退し、出雲でも遺跡の分布範囲が再び花仙山周辺に集約されるが、遺跡内において複

数の工房が営まれるようになり、出雲における玉生産の最盛期とみることができる。また、平玉生産

が開始される一方、終末期にかけて滑石製品の生産は衰退する。奈良時代以降は碧玉製・水晶製の平

玉生産が本格化し、古墳期を通じて生産され続けた碧玉製勾玉・管玉、瑪瑙製勾玉生産は衰退してい

く。

以上のように、出雲では弥生時代から平安時代まで一貫して玉作が行われており、他地域からみれ

ば特異な玉生産地域であるといえる。特に古墳時代には石材・器種等において他地域と類似点がほと

んど認められず、他地域から石材を搬入しての玉作も行われていない。従って、出雲の玉作における

玉の組成や製作技術を今後より一層詳細に検討していくことで、全国の古墳出土玉類から出雲産のも

のを特定することが可能であろう。ひいては玉類の供給先や流通ルートの解明に繋がり、古代におけ

る社会構造の一端に迫ることが期待されるといえる。

【参考文献】米田克彦 １９９８「出雲における古墳時代の玉生産」『島根考古学会誌』１５島根考古学会
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表１ 出雲玉作の時代区分

図１ 出雲玉作関連遺跡の分布（米田１９９８）

表２ 主要玉作遺跡における使用石材

表３ 主要玉作遺跡における玉の組成
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図２ 主要玉作遺跡出土の「碧玉製勾玉未製品」

図３ 主要玉作遺跡出土の「碧玉製管玉未製品」 図４ 勝負遺跡の玉作工房SI０７

表４ 出雲における玉の消長（米田１９９８）

表５ 出雲における玉作遺跡の消長（米田１９９８）

― 49 ―



京都北部（丹後地域）の
弥生時代石製玉類の生産について

田代 弘（�京都府埋蔵文化財調査研究センター）

１．はじめに 京都府弥栄町奈具岡遺跡では、弥生時代中期に、鉄製工具類を用いた先進的な石製

玉類生産（玉作り）が大規模に行われていたことが判明した。この発見で、丹後地域の弥生時代玉作

りの実態が初めて明らかとなった（田代ほか１９９３・河野ほか１９９７）。同時に、弥生時代玉作りと鉄製

工具に関する議論を大きく進展させる役割を果たした（野島・河野２００１）。以上の成果を中心として、

丹後地域弥生時代の玉作りを概観する。

２．丹後の弥生時代玉作り遺跡 丹後地域において、弥生時代玉作りに関連する遺物・遺構が確認

されている遺跡は１２遺跡である。工房と推測される遺構に伴って未製品類、工具類などが一括出土し

て確認され、製作された玉の種類・製作工程等を知りうる事例は、弥栄町奈具岡遺跡の１遺跡のみで

ある。これに準ずる事例として加悦町日吉ヶ丘遺跡、志高遺跡や、桑飼上遺跡がある。大半の遺跡で

は、関連遺物が散発的に検出されているのみである。

３．玉作りの開始と展開

開始 前期に遡る可能性がある（途中ヶ丘遺跡）。中期初頭には確実に始まる（扇谷遺跡）。

展開 中期中頃～後半にかけて遺跡数が増加する。（峰山町途中ヶ丘遺跡、野田川町寺岡遺跡、加

悦町須代遺跡・日吉ヶ丘遺跡、舞鶴市志高遺跡・桑飼上遺跡）。

中期中頃に、弥栄町奈具岡遺跡が形成され始める。この遺跡では中期後半にかけて１００基に及ぶ玉

作り関連遺構が営まれる。中期中頃に、緑色凝灰岩ないし碧玉製管玉を素材とする生産を開始する（東

地区）。中期後半にかけて鉄製工具類を伴う水晶製玉類生産へと移行し、遺跡の規模が極大化する（西

地区）。玉類とともに工具類も数多く出土しており、弥生時代石製玉類生産の全体像を理解する上で

重要な資料群といえる。

衰微 後期にはいると、生産は小規模化し、衰微する。宮村遺跡・谷内遺跡・古殿遺跡で１、２点

の緑色凝灰岩ないし碧玉製未製品の出土をみるのみとなる。この時期以降、緑色凝灰岩ないし碧玉製

管玉は、北陸製など、他地域で作られた製品が主体となるようである。

４．玉類の副葬と流通 墳墓への玉類の副葬は、中期段階では碧玉ないし緑色凝灰岩製管玉が主体を

なす（志高遺跡・日吉ヶ丘遺跡）。後期には、これに加えて、舶載原料を用いて作られたガラス玉類

が顕著となる。カリガラス製の小玉と鉛ガラス製の勾玉である。ガラス製玉類は１万３千点を超え、

対馬と双璧をなす出土量といわれる（大阪府弥生文化博物館２００２）。このように、後期には玉類副葬

の主体はガラス製品へと移行する。多数の鉄器類とともに、丹後の弥生墓制を特徴づけることとなる。

参考文献

田代 弘ほか「奈具岡遺跡第４次」『京都府遺跡調査概報』第５５冊 �京都府埋文センター １９９３

河野一隆ほか「奈具岡遺跡第６・７次」『京都府遺跡調査概報』第７６冊 �京都府埋文センター １９９７

河野一隆『玉作りと鉄器文化』『第４回鉄器文化研究会 東日本における鉄器文化の受容と展開』鉄器文化研究会１９９７

野島永・河野一隆「玉と鉄－弥生時代玉作り技術と交易－」（『古代文化』第５３巻第４号 通巻第５０７号） �古代

學協會 ２００１

『青いガラスの燦き 丹後王国が見えてきた』大阪府弥生文化博物館図録２４ 大阪府弥生文化博物館２００２
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丹後地域玉作り遺跡分布図

奈具岡遺跡西地区

奈具岡遺跡住居跡・平面形分類

奈具岡遺跡
東地区奈具岡遺跡建物規模

１：住居跡全体 ２：円形住居跡 ３：方形住居跡

水晶製遺物出土一覧

水晶玉作り工程（河野案）
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奈具岡遺跡
碧玉・緑色凝灰岩製管玉製作工程

（田代案）

第２工程

第３工程 第４工程 第５工程 第６工程

第１工程

赤坂今井墳丘
墓第４主体部
出土玉類
管玉はガラス

同上頭飾り復元図
（壱岐一哉案）

奈具岡遺跡石針関連資料（田代案）
１～１３：安山岩
１４～２３：玉髄

大風呂南１号墳
第１主体遺物出土状況

第１主体出土玉類（管玉は緑色凝灰岩）
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玉類生産と流通の問題点
―福井県出土資料を題材として―

浅野 良治（福井県教育庁埋蔵文化財調査センター）

今回の報告では、県内の玉類生産遺跡（玉作遺跡）と消費遺跡（墳墓）の様相を併せて提示するこ

とにより、玉類生産の契機と製品の流通について述べた。対象とした時代は弥生時代である。

生産遺跡の様相

県内では弥生時代中期初頭より古墳時代前期にかけて玉作遺跡が存在する。弥生時代中期後半から

後期前半に属する玉作遺跡は確認出来ていないが、この時期は遺跡が希薄な時期であり、玉作が行わ

れていたかどうかは、今後の発掘調査によって明らかになるであろう。

長期にわたって生産を継続した遺跡は皆無で、規模の多寡にかかわらず、一時期に集中して生産を

行った可能性が高い。また、比較的大規模な生産を行った玉作遺跡では、未成品の他、製品も大量に

出土する。なお、残された製品に法量の規格性は認められない。

消費遺跡の様相

県内では、玉類を大量に持つ墳墓が数例確認されている。碧玉製管玉の出土総数は１０００本に迫る数

である。また、遺跡ごとに長さ・直径がある程度揃っており、法量に規格性を持つと言えよう。

肉眼観察によると、これらの管玉は、県内の玉作遺跡から持ち込まれた可能性が高いものがある。

それが福井市原目山１号墓で出土した３２３本の管玉で、近在の玉作遺跡・林・藤島遺跡の資料と酷似

している。

まとめ

①墳墓出土管玉は法量・質感が揃っている。一つの生産地から選択して持ち込んでいると考える。

また、管玉は１本１本で「製品」となるのではなく、連にした時点で初めて「製品」となった可

能性が高い。

②生産遺跡における存続期間の短さと、出土遺物の中に大量の製品が存在することから、恒常的な

交換を第一目的とするものではなかったと考えたい。では、玉類を生産した第一目的は何だった

のか。それは、集落リーダーの要求・要請によって生産されたという仮説を提示したい。

県内の消費遺跡より出土した管玉は、法量に規格性を持ち、１墳墓に大量に持つ例が多い。被葬者

の要求を満たした時点で生産は停止し、その結果生産遺跡には未成品に混じって、選ばれなかった製

品が出土するのだと考えたい。

集落リーダーが玉をどのように使ったか。現時点では、他地域への贈答品・交換材としての使用数

以上に、相当数が自分や近親者の身を飾るために使われたであろう、と言う他ない。いずれにせよ他

地域へ流通する前に生産された玉類が一度リーダーの手に渡ったことが重要であり、玉の流通はリー

ダーの手を介して行われたのであろう。

おわりに

この会の準備期間は、私にとって、とても楽しい時間でした。このような機会を与えてくださった

石川県埋蔵文化財センタ－の皆様に感謝致します。また、冨山正明氏・宮田明氏からは、沢山の助言

を頂きました。誠にありがとうございました。
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福井県の玉類生産遺跡と玉類出土墳墓

主な玉類生産遺跡の消長表

墳墓出土管玉法量ヒストグラム

清水町甑谷在田遺跡

北陸の管玉模式図

福井市今市岩畑遺跡
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管玉未製品実測図

三国町下屋敷遺跡

管玉製品・穿孔工程未製品実測図

工房平面図

管玉・管玉未製品

敦賀市吉河遺跡

鉄製工具（上段鑿、中段調整工具、下段穿工具）

Ｓ＝１／１２

福井市林・藤島遺跡
福井市中角遺跡
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石川県における玉の生産と交流
－弥生時代を中心に－

久田 正弘（調査第２課）

１．県内の玉の生産

石川県の弥生時代中・後期の遺跡では、玉生産遺物の出土が一般的であるが、遺跡間や同じ遺跡内

でも場所によっては出土量の差が確認される。県内では大きく数箇所の集中区が確認される。南加賀
かけはしがわ

地方では加賀市猫橋遺跡周辺（Ａ地区）と小松市八日市地方遺跡～ 梯川 流域（Ｂ地区）、北加賀地

方では松任市内沿岸部（Ｃ地区）と金沢市内沿岸部（Ｄ地区）、能登地方では羽咋市周辺（Ｅ地区）

と七尾市周辺（Ｆ地区）と富来町周辺（Ｇ地区）に集中する。

弥生時代Ⅱ期にＢ地区八日市地方遺跡とＤ地区矢木ジワリ遺跡で開始され、Ⅲ期前半になると八日

市地方遺跡の生産規模は大きくなり、Ａ地区猫橋遺跡やＣ地区野本遺跡でも生産が開始される。Ⅳ期

（専光寺・戸水Ｂ式）では遺跡の数が少ないので不明である。中期は施溝分割技法で行われ、後期に

は施溝分割技法は行われなくなり、鉄器による打割技法に変化する。Ⅴ期前半のＣ地区八田小鮒遺跡

では輝石安山岩製の石針未製品があるが、乾遺跡（Ⅴ期後半）には鉄製錐が存在する。Ⅴ期前半のＢ

地区一針Ｂ遺跡竪穴住居から椀形滓と青銅器鋳造鋳型が出土しており、玉素材の打割痕跡でも鉄器の

使用が確認される。またＥ地区東的場タケノハナ遺跡では、施溝分割技法の角柱体に鉄器による打割

痕跡が見られる例があり、その所属時期が問題である。

緑色凝灰岩は、管玉が基本であるが、野本遺跡などでは角玉も若干みられる。後期になると一針Ｂ

遺跡や塚崎遺跡では管玉の超大型品があり、管玉以外の可能性が指摘されている。古墳時代前期では

多くの地区で腕飾類を生産している。管玉は緑色凝灰岩製が殆どであるが、能登地方Ｅ～Ｇ地区では

鉄石英製管玉の生産が若干認められ、山王丸山遺跡や細口源田山遺跡では墳墓から出土している。加

賀地方のＡ・Ｃ地区でも微量生産が確認される。

２．地域間交流について

石川県内の管玉生産は、地区内や県内での消費を目的にしたものではなく、県外に出すことが主体

であったと思われる。それは石川県内の遺跡では、各方面から搬入ないし模倣された土器が多く確認

されることから想定される。外来系土器は東北南部系、信州系、東海系、近江系、近畿系、西日本系

などが確認され、小松市八日市地方遺跡では広範囲の土器群がまとまって出土している例として有名

である。最近生駒西麓産の壺が、E地区と富山県氷見市で確認されているなど新たな発見もある。北

陸系土器は、大阪府寝屋川市高宮八丁遺跡（緑色凝灰岩と鉄石英出土）、東大阪市瓜生堂遺跡、東京

都文京区小石川遺跡などで出土例があるが、多くはない。

外来系の人々は、玉類との交換材を石川県にもたらしたものと思われ、石器・青銅器・鉄器などが

確認される。長野県榎田遺跡周辺で生産された緑色岩類製石斧はＡ・Ｂ・Ｄ・Ｅ地区で１４点出土して

おり、太平洋側のみならず日本海側にも広域流通していたようである。外来系の石材では、結晶片岩、

ナヌカイト、下呂石、黒色粘板岩・頁岩などが確認される。また分銅形土製品は、Ａ～Ｅ地区で８遺

跡２７個体以上出土している。青銅器はＢ・Ｄ・Ｅ地区において土製鋳型による生産遺物が確認され、

鉄器の加工はＢ・Ｆ区で確認される。また鳥取県青谷上寺地遺跡出土木製高坏の類例が石川県では３

例出土しており、搬入品の可能性を指摘した。しかし、地元品との意見も多くあり、検討課題として

大きな問題が存在するが、しかしこの木製高坏は、山陰地方との交流を窺わせるものである。
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八日市地方遺跡の外来系土器玉生産集中地区

（下呂石 ２／３）碧玉製管玉の製作地と製品の分布（Ｓ＝１／２００万）

（１／４）

（黒色頁岩１／４）

（銅鏃 ２／３）

八日市地方遺跡の外来系遺物

第１図 玉生産と交流
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（１／６）

一針Ｂ

吉崎次場

大友西

藤江Ｂ

（１／４）

（１／６）

（１／４） Ｇ地区貝田

山王丸山
しし づ

鹿頭上の出

（１／４）
青銅器模倣

西念南新保

（１／６）

（１／４） （１／８）

緑色岩類製石斧 み びき

三引

吉崎次場

（１／６）

第２図 石川県内の外来系遺物
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富山県における弥生時代の玉生産と消費

中野由紀子（�富山県文化振興財団
埋蔵文化財調査事務所）

富山県ではヒスイや緑色凝灰岩などの石材が豊富にあり、縄文時代から古墳時代中期頃まで玉生産

が行われている。ここでは弥生時代中期から古墳時代初頭にかけて多くみられる緑色凝灰岩製管玉生

産を中心とする玉作遺跡の生産と消費について述べていきたい。

１ 玉作遺跡の概要

弥生時代中期 玉関係の遺物は９カ所の遺跡でみられるがほとんどが少量出土の遺跡である。中でも

石塚遺跡では若干目立って玉作関係遺物が出土し、集中して玉作関係遺物がみつかっている土坑とそ

の周辺を工房址としている。この遺跡やその他の遺跡の例から、この時期は緑色凝灰岩製管玉を中心

として生産を行い、若干ヒスイや鉄石英の玉生産が加わる。製作方法は形割の作出に施溝分割を行

い、穿孔具と考えられるものでは石塚遺跡で磨製（安山岩）の錐、錐の未成品の可能性がある玉髄の

剥片（第２図）、浦田遺跡で磨製（安山岩）、打製（玉髄）の錐が出土している。

弥生時代後期～終末 この時期の遺跡は量の多少はあるが緑色凝灰岩が出土することが多く、これに

伴って鉄石英やヒスイが出土する。下老子笹川遺跡（第３図）や江上Ａ遺跡では建物内やこれに関連

した周辺の溝から玉の未成品等が多く出土し、ここを中心に玉生産を行っていることがいえる。製作

方法では施溝分割は行わず、打ち割り・側面調整で形割品を作出している。江上Ａ遺跡では穿孔の際

に玉を固定したと考えられる木製品が出土した。下老子笹川遺跡では鉄製の工具と思われるものが１

点出土しており、新たな工具の導入に伴う技法の変化とみられる。

弥生時代終末～古墳時代初頭 緑色凝灰岩が少量出土し、それに伴ってヒスイが出土する。鉄石英は

みられない。竹内東芦原遺跡では月影期と白江期の建物からヒスイや緑色凝灰岩の剥片等の玉作関係

遺物が出土した。しかし、先に述べた下老子笹川遺跡でも玉作集落に自然流路や畠などを挟んだ地点

に月影期の集落が立地するが、玉作関係遺物はみつかっていない。後期でみられたような、玉作関係

遺物が大量に出土したり建物に伴って出土する遺跡は少なくなる。

２ 玉の生産と消費について

弥生時代中期から始まった緑色凝灰岩を中心とする玉生産は製作方法に変化を持たせながら後期へ

継続される。富山県における弥生時代の玉生産のピークは後期後半にあり、その後終末から古墳時代

初頭にかけて縮小され、古墳時代前期の石製腕飾類を生産することなく終了する。

県内では石川県や福井県、丹後半島にみられる墓内に管玉を大量に副葬する例は今のところみつ

かっていない。消費地の一つである墓の調査例が少なく、消費についての詳細は不明である。後期後

半の玉作遺跡では、下老子笹川遺跡で集落内から木製鍬先が出土し、畠と思われる遺構やプラントオ

パールが検出された。また江上A遺跡では、建物の周溝や周辺の遺跡から木製農具が出土している。

このことから玉の生産は稲作を生業とする集落での農閑期の作業であると考え、緑色凝灰岩製の管玉

については初めから広域流通を考えた生産ではなく、地域で消費するための生産であったと考えてい

る。しかし姫川産といわれるヒスイを石材とした玉製品が日本全国へ広がっていること（第４図）を

考えると、同じ遺跡内で生産している管玉もヒスイ製品と共に多少なりとも流通したことがいえるの

ではないかと考えている。
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富山県内玉関係遺物出土遺跡一覧 弥生時代（一部古墳時代含む）

地図
番号 遺 跡 所 在 地 時 期 緑色凝灰岩・碧玉 鉄石英 ヒスイ その他の石材 工具 備考

１ 下老子笹川 東砺波郡福岡町 弥生後期後半 勾玉・管玉完成、未成
品・石核・剥片

管玉未成品・荒
割・剥片

勾玉完成、未成
品・石核・剥片

蛇紋岩・メノウ・
石英・蛋白石

軽石・砥石・鉄製
工具

住居から出土、ガ
ラス製小玉２２点

２ 石塚 高岡市 弥生中期 管玉・緑色凝灰岩 鉄石英 勾玉未成品・原
石

石錐・石鋸・筋
砥石 工房址？

３ 頭川 高岡市 弥生中期～ 原石
４ 鷲北新 高岡市 弥生末～古墳初 管玉未成品
５ 棚田 小矢部市 弥生末～古墳初 勾玉完成、未成品
６ 下川原 小矢部市 古墳前期 管玉未成品・剥片
７ 梅原胡摩堂 西砺波郡福光町 弥生中期 管玉・剥片 剥片
８ 五百歩 西砺波郡福野町 弥生後期か古墳 管玉（石材不明）

９ 二口油免 射水郡大門町 弥生後期～終末 管玉完成、未成品・剥
片 原石・未成品 軽石（砥石）・

明石
１０ 本江畑田Ⅰ 射水郡大門町 弥生後期 管玉未成品・石核
１１ 本田宮田 射水郡大門町 弥生中期～古墳初 石核 石核

１２ 布目沢北 射水郡大門町 弥生後期～終末 管玉完成、未成品・剥
片・原石

管玉未成品・荒
割・剥片 勾玉 明石

１３ 布目沢Ⅱ 射水郡大門町 弥生後期～古墳初 石核
１４ 串田新 射水郡大門町 古墳初頭 破片
１５ 干田 射水郡小杉町 弥生後期 管玉未成品
１６ 上野 射水郡小杉町 弥生終末～古墳初 管玉未成品 勾玉
１７ 中山南 射水郡小杉町 弥生終末 管玉・原石・剥片 砥石
１８ 三谷 射水郡小杉町 弥生後期～終末 管玉未成品・剥片 原石 滑石

１９ HS―０４ 射水郡小杉町 弥生終末～古墳前半 管玉完成・未成品 勾玉完成、未成
品・荒割

２０ 愛宕 射水郡小杉町 弥生後期終末 碧玉岩 砥石
２１ 戸破若宮 射水郡小杉町 弥生後期後半～終末 管玉未成品・剥片・石核 石核・剥片 剥片 砥石
２２ 白石 射水郡小杉町 古墳初 管玉
２３ 高島A 新湊市 弥生中期以降 ヒスイ
２４ 豊田 富山市 弥生中期 良質の破片
２５ 豊田大塚 富山市 弥生後期～古墳初 碧玉
２６ 宮町 富山市 弥生後期 管玉完成、未成品 鉄石英 荒割など

２７ 清水堂南 富山市 弥生後期～終末 管玉完成、未成品・剥片 石核・剥片 勾玉未成品・荒
割・剥片 ガラス製小玉３点

２８ 浦田 中新川郡舟橋村 弥生中期 管玉未成品 管玉未成品 荒割・原石
安山岩剥磨製石
錐・玉髄製打製
石錐

２９ 竹内東芦原 中新川郡舟橋村 弥生終末～古墳前期 荒割・形割・剥片 荒割・形割・剥片 滑石
３０ 辻 中新川郡立山町 弥生後期 管玉未成品 原石

３１ 辻上A 中新川郡上市町 弥生後期後半 管玉完成、未成品 管玉未成品
勾玉完成、未成
品・小 玉 未 成
品・石核

滑石・水晶・メ
ノウ

明石・砥石・鳴
子形木器 住居から出土

３２ 江上B 中新川郡上市町 弥生後期後半～古墳初 管玉未成品 勾玉未成品
３３ 放士ケ瀬北 中新川郡上市町 弥生中期 管玉未成品・剥片 原石・石片 メノウ・石英
３４ 砂林開北 中新川郡上市町 弥生後期後半～古墳初 蛇紋岩
３５ 魚躬 滑川市 弥生中期～後期 管玉未成品 管玉未成品

A 囲山（第１
号土坑墓） 射水郡小杉町 弥生後期 管玉

A 囲山（第２
号土坑墓） 射水郡小杉町 弥生後期 勾玉

A 囲山（第３
号土坑墓） 射水郡小杉町 弥生後期 管玉

B 南太閤山１
（土坑墓） 射水郡小杉町 弥生末～古墳初 管玉 勾玉

第１図 富山県内玉関係遺物出土遺跡
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第２図 石塚遺跡玉作り工房SX０７ 第３図 下老子笹川遺跡玉作り関係遺物出土建物分布状況図

第４図 ヒスイ出土遺跡の分布図
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新潟県の弥生時代の玉作遺跡

田海 義正（新潟県教育庁文化行政課）

新潟県では５７遺跡で弥生時代の玉作関係資料が出土あるいは採集されている。越後では３２遺跡、佐

渡は２５遺跡が挙げられる。越後の玉作遺跡の多くは海岸近くに位置し、内陸部では信濃川沿いの長岡

市で２遺跡、十日町市で１遺跡、阿賀野川に近い五泉市で１遺跡の計４遺跡がある。佐渡では大佐渡

と小佐渡山地に挟まれた国中平野と周辺に玉作遺跡（１９遺跡）が集中する。

越後の玉作 前期は糸魚川市大塚遺跡からヒスイや滑石の玉素材、未成品が出土しているが、その玉

製作技法は縄文の伝統を受け継ぐものである。中期では柏崎市下谷地遺跡で管玉製作工程を復元でき

る資料が検出され、上越市吹上遺跡では竪穴状遺構や土坑、小型掘立柱建物からなる玉作工房群が検

出され、緑色凝灰岩の管玉とヒスイ製勾玉製作資料が出土した。三島郡和島村大武遺跡では、側縁に

施溝打割痕を持つ管玉工程品が出土した。土器は下谷地遺跡に先行する。後期の糸魚川市後生山遺跡

では工房とみられる３基の竪穴住居跡が発見され、円形プランの１号住居跡では中央のピットから放

射状に４本の溝が延びる。床面からヒスイ原石や緑色凝灰岩、鉄石英剥片が出土した。上越市内では

裏山遺跡・下馬場遺跡で同様の玉作がある。

佐渡の玉作 新潟県指定史跡新穂玉作遺跡に代表される中期の佐渡の玉作遺跡は、北陸地方でも屈指

の規模を誇る。新穂村教育委員会の確認調査では４５万㎡以上に広がる。その特徴は緑色凝灰岩の管玉

に加え、鉄石英（赤玉石）の管玉を多量に製作している点と新穂技法と呼ばれる製作技法にある。平

成８・９年に発掘調査された平田遺跡では、新穂技法にみられる端部への施溝分割と角柱状剥片稜へ

の押圧剥離が先述の両石材と管玉穿孔具（石針）に用いられていた。鉄石英の管玉製作では１０㎝大の

転石や漂石等が素材となる。加工では角柱状剥片２７８点のうち端部に擦切溝を持つものは、１５２点

（５５％）あり、施溝分割の積極的な利用が窺える。管玉穿孔の石針材は普通輝石安山岩と呼ばれ、１０

㎝以下の転石等が利用されている。角柱状剥片を得る製作工程で施溝分割技術が最もよく取り入れら

れ、実は石針の製作工程（円柱を作った段階までだが）でこそ典型的な新穂技法の製作モデルが示さ

れる。石針には円柱形と円錐形の２形態がある。使い分けは不明だが、円錐形は太い方が作用面で、

使用されたものは先端部が僅かに窪む。施溝分割に用いられる擦切具（石鋸）は小佐渡に産する板状

に剥離する流紋岩が選ばれる。砥石は仕上げに軟質な緑色凝灰岩で中砥には砂岩・安山岩が使われ

る。管玉への利用石材は全て佐渡に産する。観察をまとめると、施溝部位は各工程とも端部（頭部）

に集中する。穿孔方向は片方向を基本とし、両側穿孔は少ない。両側穿孔の場合も中央部で連結する

ものはなく、一方の深さが足りない場合に補足的に行う。分割・穿孔共に金属器の使用は認められな

い。製品は緑色凝灰岩で長さ９～１４．７㎜、太さ２．１～３㎜。鉄石英は１２．７～１４．８㎜、太さ２．４～２．６㎜

と細い。佐渡製管玉の流通はほとんど未解明だが、外面形状の観察と穿孔方法の検証を通し、消費遺

跡の情報を共有化できる可能性がある。佐渡では管玉類の生産は中期に開始されたとみられるが、発

掘調査例が少なく、始まりを明らかにし得ない。また、玉生産開始から間もない中期後半には、遺跡

数からみて最盛期を迎えたと思われる。後期の玉作遺跡も少数あるが、生産は明らかに衰退したもの

とみられる。
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図１ 越後と佐渡の主な弥生時代玉作遺跡

図２ 裏山遺跡出土玉関係遺物

図３ 吹山遺跡出土遺物

旧河道

図５ 後生山遺跡
遺構配置と
出土遺物

図４ 吹山遺跡玉作り工房群と関連遺構
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図９ 奈良崎遺跡
管玉未成品

図６ 平田遺跡 管玉製作工程（鉄石英）

図８ 寺泊町諏訪田遺跡管玉製作工程

図７ 平田遺跡石針製作工程
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「副葬品の玉について」東北地方（青森県）

大野 亨（青森県八戸市教育委員会）

１．弥生時代の土坑墓

是川中居遺跡では、弥生時代前期（遠賀川系土器併行期）の甕棺から、碧玉製管玉が１０点出土した。

管玉は、径６．９～７．８ミリ、長さ１３．４～２１．６ミリ、孔径２．０～２．８ミリで、９点は分割されている。宇鉄

Ⅱ遺跡では、弥生時代中期の土坑墓・甕棺が検出されている。中でも中期後半の第１４号土坑墓からは、

３７６点の碧玉製細形管玉と翡翠製丸玉１点が出土した。管玉は、径１．９～３．０ミリと細身であり、最長

１６．２ミリ、孔径０．６～１．６ミリである。また板子塚遺跡では、弥生時代中期の土坑墓から翡翠製勾玉・

凝灰岩製玉・琥珀製玉が出土している。弥生時代の前期と中期では、副葬される碧玉製管玉の径が全

く異なっており、その製作地及び搬入経路の違いが考えられる。

２．古墳時代の土坑墓

森ケ沢遺跡では、古墳時代中期の土坑墓が２０基ほど検出され、北大式土器・土師器・須恵器・玉類・

鉄器・漆製品・黒曜石などが出土した。玉類は、ガラス製丸玉・琥珀玉・臼玉・埋木玉である。臼玉

は、１２基の土坑墓から合計２，９００点ほど出土した。市子林遺跡でも同時期の土坑墓が４基検出されて

おり、すべての墓から臼玉が出土している。石材は、緑色凝灰岩・軟玉などであり、合計４０９点出土

した。ほかにガラス製丸玉・琥珀製丸玉・管玉が検出されている。管玉は、最大長４．３ミリで、臼玉

と同じ石材を使用している。古墳時代中期の副葬品として、多量の石製臼玉を用いる点が大きな特徴

である。

３．飛鳥・奈良時代の墓（末期古墳）

丹後平古墳群は、７世紀後葉から９世紀代にかけての円墳群である。調査では、８５基の円墳と５基

の土坑墓が検出されている。副葬品として玉類を検出したものは、１５基の円墳と２基の土坑墓である。

勾玉は瑪瑙製、切子玉は水晶製、管玉は碧玉製、丸玉はガラス製と土製が主体を占める。同古墳群で

玉類を副葬するものは、７世紀後葉から８世紀前半に限定される。ほかの末期古墳のなかで豊富な玉

類を副葬する古墳には、太田蝦夷森古墳（岩手県盛岡市）・藤沢狄森古墳（岩手県矢巾町）・熊堂古

墳（岩手県花巻市）・猫谷地五条丸古墳（岩手県北上市）などがあげられる。末期古墳は、東北北部

において６世紀後半以降に構築されると考えられている。その副葬品には、生産用具（鋤・鍬・刀子・

鎌・紡錘車など）、日常用具（土器・装身具など）、武器（鉄刀・鉄鏃など）、武具（胄）、馬具（轡）

がある。装身具には、玉類とともに釧や耳環がみられる。副葬品として玉類を用いる古墳は、６世紀

後半から７世紀前半は少なく、７世紀後半から８世紀前半にかけて集中する。玉類の組み合わせは、

勾玉と丸玉（小玉）を主体にし、それに切子玉と管玉を用いている。石材も玉に合わせて限定されて

おり、玉を選別して副葬品として使用されたことが想定される。また丹後平古墳出土の勾玉の中に、

丁字頭や翡翠製のＣ字形を呈するものが認められる。同一古墳に数点ずつ含まれており、古い形態の

玉も首飾り等の組み合わせの中に意図的に含めていたことが考えられる。
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八戸市教育委員会『是川中居遺跡発掘調査の概要』
「八戸市遺跡調査報告会資料」２００２

宇鉄�遺跡

第１４号土坑

森ケ沢遺跡 遺構配置図
阿部 義平『蝦夷の墓－森ケ沢遺跡調査概要』

国立歴史民俗博物館 １９９４

市子林遺跡 土坑墓

青森県立郷土館『宇鉄�遺跡発掘調査報告書』
「青森県立郷土館調査報告書第６集」１９７２

八戸市教育委員会『市子林遺跡発掘調査の概要』
「八戸市遺跡調査報告会資料」２００２
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北海道における琥珀玉の変遷について

西方 麻由（石狩市教育委員会）

本論の目的

北海道及び東北地方の琥珀出土遺跡を集成し、時期的傾向、さらにその原産地について推定する。

また、特に北海道で見られる平玉出現期における両地域の関わりの有無についても見解を述べる。

日本の琥珀原産地（図１）

国内の琥珀原産地はほぼ北海道～九州まで分布している。時期的には白亜紀～第三紀に産出する。

ただし大きな原産地は白亜紀のもので、太平洋沿岸に多く、中でも岩手県久慈地方は国内最大の原産

地ある。また、南サハリンのスタロドゥフスコエ（旧栄浜）の海岸でも海琥珀（註）が採取できる。

遺跡の分布と年代別傾向（図２・３）

東北地方では太平洋側に出土が片寄り、久慈地方に分布が集中する。時期的には古代（古墳、奈良・

平安時代）が全体の約４０％を占める。他の傾向としては、住居からの出土が多いこと、原石や未製品、

破片が多く完形品は少ないこと、北海道で出土する平玉が同時期には見られないことがあげられる。

一方、北海道地方では旧石器時代～アイヌ文化期まで琥珀を利用し続けていた（図４～１４）。特に、

縄文文化晩期末～続縄文文化前半にかけて急激に出土量が増加する（図８・９・表１）。地理的には道

東地域と太平洋沿岸地域に分布が集中し、殊に宇津内Ⅱ a・大狩部期に平玉が出現する。それ以前に

平玉は出土しておらず、この時期に同一規格の平玉を大量に生産する現象が起きる。この現象を可能

にするのは製作技術だけでなく、平玉の大量生産を可能にする原産地を得たものと思われる。

東北・北海道地方の琥珀原産地について

遺跡分布などから、東北地方で出土する琥珀は久慈産のものと思われる。道内では海琥珀が採取で

きるが、原石の大きさからいって、これらから平玉を大量に製作するのは難しい。それ以外で平玉製

作が可能な琥珀原産地としては、炭田の可能性が高い。久慈産琥珀が北上して来たという見解につい

ては、東北地方の琥珀出土例や、道南地域に出土例が無いことから考えても可能性は低い。したがっ

て、分布状況から推測すると、道東地域の炭田が原産地として有力である（図１５）。

終わりに

以上のことから、先史時代の琥珀の利用は東北・北海道地方で各々独自であり、原産地についても

自地域内で持っていたものと考えられる。特に、平玉は北海道独自文化の象徴といえる。この文化は

弥生文化と対峙し、それによって自身のアイデンティティーを確認していたのではないかと考える。

平玉の大量生産を支えたのは、それらを作る高い技術をもつ職人と、原産地の発見があってはじめ

て可能になったと推測される。

註

嵐などで母床から切り離され海岸に打ち上げられた琥珀のこと。厚田村聚富・望来などで採取可能。

【参考文献】

乾芳宏１９９８「日高地方の琥珀玉について－門別町トニカ遺跡の分析－」『時の絆［道を辿る］』石附喜三男先生を偲

ぶ本刊行委員会
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図１５ 北海道の主な炭田

表１ 遺構別琥珀出土時期（北海道）

― 69 ―



図４ 図５ 図６

旧石器時代 縄文時代早期 縄文時代中期

図７ 図８ 図９

縄文時代後期 続縄文時代前半縄文時代晩期

図１０ 図１１ 図１２

続縄文時代後半 オホーツク文化期 擦文文化期

図１３ 図１４

アイヌ文化期 不 明

図４～１４ コハク出土遺跡時期分布図
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韓国における玉作り関連資料の一例

庄田 慎矢（東京大学大学院）

Ａ．韓国無文土器時代～原三国時代の玉概観

韓国においては、新石器時代に貝製装飾品が見られるものの、石製の玉は無文土器時代以降に盛行

する。李相吉の研究成果によれば（表）、無文土器時代の前半期には天河石製の曲玉や小玉と碧玉製

の管玉が盛んに作られ、後期には管玉がガラス製に変わり、さらに原三国時代になると水晶製や瑪瑙

製の玉が卓越するようになるという変遷をたどる（李相吉２００２）。

Ｂ．晋州市大坪遺跡の玉作り遺構

現在韓国で玉作工房と考えられる遺構が見つかっているのは、慶尚南道晋州市大坪里遺跡と同山清

郡黙谷里遺跡の２遺跡のみである（位置を図１に示す）。このうち後者は未報告のため詳細が不明で

ある。

大坪里遺跡は慶尚南道晋州市大坪面大坪里に位置する大規模遺跡である。広大な畠遺構や豊富な植

物遺存体の出土で注目を浴びているが、玉作り遺構が多数見つかっている点でも注目に値する。中で

も研磨剤とされる黄色砂が住居中央の土坑内から検出されている（図２－９）のは非常に珍しい例で

あり、住居内で玉作りが盛んに行われていたことを物語っている。他にも筋砥石（同図１・２）や天

河石原石（同図３）、天河石製曲玉（同図４左）、天河石製小玉（同図４右・５）、水晶製穿孔具（同

図６）、碧玉製管玉（同図７・８）などが検出されており、さらに住居址の隅から貝殻が多量に検出

される例（同図１０）もあってそれを加工して装飾品を作っていたようである。

これらの遺物は一箇所に集中して見られるのではなく、異なる遺構や住居のまとまりから相互補完

的に現れるのが特徴で、集落間や単位集団間での分業などを考える材料となりそうである。

また、南江流域で製作された天河石製品が南海岸の中部地域に広く供給されたのではないかと推定

する研究（崔鍾圭２０００）もなされており、今後玉製品の流通の問題を考えていく材料ともなりうる。

韓国において、今回のテーマである「玉をめぐる交流」の研究はまだまだこれからの研究課題であ

るが、上記のような資料によって今後研究の進展が期待される分野である。

〔参考文献〕

李相吉（高田貫太訳）２００２「装身具からみた細形銅剣文化期の特徴」『細形銅剣文化の諸問題』九州考古学会・嶺南考
古学会第５回合同考古学大会要旨
崔鍾圭２０００「頭湖里遺跡出土の天河石製球玉から」『固城頭湖里遺跡』慶南考古学研究所
慶尚大學校博物館１９９９『晋州大坪里玉房２地区先史遺跡』
慶尚大學校博物館２００１『晋州大坪里玉房３地区先史遺跡』
国立晋州博物館２００１『大坪里玉房１地区遺跡Ⅰ・Ⅱ』
国立晋州博物館２００２『青銅器時代の大坪・大坪人』
国立昌原文化財研究所・慶尚南道２００１『晋州大坪里漁隠２地区先史遺跡Ⅰ－住居址，石棺墓編－』
国立昌原文化財研究所・慶尚南道２００２『晋州南江漁隠２地区先史遺跡Ⅱ－集石・野外炉址・竪穴・其他編－』
文化財研究所１９９４『晋陽大坪里遺跡発掘調査報告書』
鮮文大學校博物館２００１『晋州大坪里玉房５地区先史遺跡』
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北陸の玉作りは、弥生中期に始まり古墳時代前期に終わり、西日本の諸地域でもっとも活発に管玉

を生産した地域の一つである。日常の発掘調査でも、弥生集落遺跡を調査した場合、緑色凝灰岩のチッ

プなどの玉作り関係遺物が必ずといってもよいほど出土するので、管玉は私たちにとって非常に身近

に感じる考古資料のひとつである。反対に、古墳出土品としての玉類が少ないことから、ガラス玉、

勾玉などへの親密さは相対的に少ない。このように、私たちの考古学的関心もおのずと弥生時代の管

玉にある状況も無理からぬことであることを、ご承知おいていただきたい。

玉作りの技術的側面

玉を語るときにはその製作技術を抜きにするこ

とは不可能であるものの、今回の研究集会ではあ

えてそれを避けることとした。それは非常に細か

い製作技法の議論となって、玉の技術的検討で終

わる可能性が高いと判断したからである。しかし

ながら、浜田耕作氏が『出雲玉作り遺跡の研究』

（昭和２年）で玉関係遺物を分析しその復元的研

究を行い、それをベースにして寺村光晴氏が『古

代玉作の研究』（昭和４１年）、『古代玉作形成史の

研究』（昭和５５年）において玉作りの技法を整理

するという手法によって研究を行ったことによ

り、現在の主要な玉研究ではこの研究スタイルを踏襲しているといっても過言ではない。各地域で細

かく分類された技法を系統だてることによって、その歴史的な意義を見出すことを目的としている。

したがって、製作技法を整理することによってその技術的な波及、そしてその社会的な背景を探る

ことができる可能性を持つものなので、玉の研究には必要欠くべからざる事柄である。最近は、玉本

体の製作技術のみならず弥生中期に作られた石針（玉の穿孔道具）の製作技術を管玉製作技術の関わ

りの中でとらえる研究や弥生の鉄器化の中で製作道具の問題など、玉の製作技術がそれ本体のみなら

ず製作技術の全体として把握するようになりつつある。

今回の研究集会では、田代氏が石針の製作についてふれたのと、田海氏が管

玉の穿孔状況の観察に、歯科医師が使う歯形取り用の樹脂（歯科医療用印象材と

石膏の混合）を用いた方法を披露された。それは、この樹脂を管玉の孔に注入

し、それを取り出すことによって孔に残された工具痕跡の特徴の観察を容易に

することができるのである。この穿孔具による痕跡が石器なのか鉄器なのかの

判別に有効であるし、各地域の管玉と相互比較してそれぞれの地域の持つ特徴

を抽出できる可能性が期待できるとすれば、消費地から出土した管玉の特徴を

各地域の生産地と比較することによって、生産地の特定が可能になるのである。

このように製作技術的な側面は、管玉や勾玉の単なる技法の検討ばかりでな

く、それらの製作道具も含めた玉作り文化とも言うべき技術体系の把握がこれから求められよう。

また、管玉は韓半島の技術導入によって作られ始めたものであるが、現在彼の地における技法の様

討論と展望

伊藤 雅文（調査第４課）

討論の様子

管玉の孔への
樹脂注入方法
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子や生産の実態について明らかになっているわけではない。庄田氏は大坪里遺跡の発掘調査成果の一

端を報告し、筋砥石の存在など類似する要素も認められた意義は大きい。ただ、日本で管玉生産が始

まった弥生前期後半と同時代比較資料の乏しさから直接的なわが国における玉作り研究材料として用

いることができないのは残念である。

玉の流通と消費的側面

玉が使われるためには、生産地から何らかの方法によりその求める人々の手に渡り装身具として使

われたものであり、本研究集会で対象とした弥生時代や古墳時代においては墓・古墳からの出土がそ

のほとんどを占める。このような玉石材を肉眼等で観察してもどこで作られたものか推定することは

非常に難しく、しかも形が単純な玉にあっては形態からの製作地の特徴の把握も困難であるので、そ

の産地同定の研究がほとんどなされていない状況である。このような中にあって京都大学原子炉研究

所の藁科哲夫氏が行っている蛍光 X線分析による産地同定方法が唯一の方法である。

当初は糸魚川産ヒスイと弥生・古墳出土ヒスイの同定から始まった研究である。ヒスイの場合、産

地がかなり限定できることからそれなりに有効であった。しかしながら碧玉や緑色凝灰岩は日本各地

で産出し、それぞれの特徴を十分把握できないまま産地を推定していく方法は、産地同定を実証的に

考えるときの妨げになる可能性が高い。仮にそれぞれの産地の特徴がある程度把握できたとしても、

碧玉や緑色凝灰岩には風化の度合いが強いものと弱いものさらにその中間のものなど多様な顔をのぞ

かせており、それぞれが同じ分析結果を示すものかどうか。また、玉作り遺跡出土玉石材の採取地が

明らかになることは少なく、藁科氏が川原転石で産地の原試料としたことの妥当性がまだ実証されて

いない以上、その産地同定結果をそのまま受け入れることに抵抗も多い。したがって、玉の消費地か

らみた玉の特徴の分析もなされているにもかかわらず十分な成果が得られていないのは、上記のよう

な理由によるものだろう。

浅野氏や久田氏は、玉作りの地域からそれほど離れていないところに石材採取地を想定している。

これは、金沢周辺の玉石材は凝灰岩質だが南加賀の玉石材はガラス質に近い、などの肉眼観察による

経験上判断されたことである。個人的には、玉作りが専業化する以前の段階で石材供給範囲が広域で

あるとは思えない。深田氏によって出雲の玉作り遺跡の分布が古墳中期以降花仙山周辺に集約されて

いく状況を報告しており、これも石材供給との関わりの中で理解できるものと考える。

さらに浅野氏は地元で消費するために生産されたものであり、交換を目的として作られたものでは

ないとした。これは九州からの鉄製品の波及と玉製品が見返りという構図に異論を挟むものだが、福

岡県飯塚市立岩遺跡２８号甕棺出土管玉がヘアーバンドとして組まれていることや、弥生の細身管玉が

古墳からも出土するような玉の伝世が想定されることを考えると、玉作り地帯の自己消費を主目的に

して玉がつくられたとするのは、いささか強引すぎまいか。

弥生時代の玉作りは山陰や丹後・北陸に加え、近江などの畿内や信州など日本各地で行われてい

た。これらの地域で作られた玉がみな同じような流通で動いているとは思えない。つまり、日本各地

で出土する玉がどのような来歴を持っているかこれからの大きな課題であろう。弥生時代に限ってみ

ると、その主要な出土は墳墓遺跡に限られながら、必ずしも生産地周辺に玉が多くそして周縁部にい

くにしたがって少なくなるわけではない。このような玉の出土状態であれば、生産地を中心とする自

然的な流通を想定することができるが、この想定ができない以上何らかの流通システムが存在したは

ずである。一般的に弥生中期には各種物資の流通に各地域の拠点となる集落が深く関わっているとい

われており、玉も同じように理解できるものであろうか、これからの課題となろう。

大賀克彦氏は弥生の管玉の流通について単純化したモデルを提示しているが、産地同定が正確に行
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えない現状にあっては、この研究と平行して消費地における徹底した分析と観察、さらに生産地域に

おける消費状況の分析などの諸作業が必要である。

さらに、生産地で玉を作った後それを首飾り等として完成させるという二つの工程がありそれらの

主体の問題がある。そこまでの議論は研究集会で及ぶことはできなかったが、弥生時代では管玉単一

の構成を基本とする一方で、古墳時代では管玉とともに丸玉や棗玉、勾玉等の各種石材から作られた

玉を組み合わせて完成させるように変化する。このような使われ方の違いは装身具のバリエーション

を広げその社会的な位置が多様になったものと推測できる。古墳時代の政治体が弥生時代の地域的な

まとまりを越えたものである以上、流通状況に大きな違いがあって当然である。このような点で、大

野氏の報告にある丹後平古墳群のような東北の後期古墳に大量の玉が副葬される意味は大きい。

さまざまな玉

主に緑色凝灰岩や碧玉を対象としていたものの、九州では弥生後期以降ガラス製品の生産によって

玉のガラス化が顕著になり、丹後でも弥生終末以降ガラス製品が卓越する。九州では韓半島や北陸産

とされる管玉の舶来していたものを新たな素材で作り出したものであり、その契機がいかがなもので

あったであろうか。

一方、北海道ではコハク玉の生産が特徴的であり、縄文時代以降地元材料による生産として認識で

きよう。こと本州島との関わりの中で、石狩低地帯における弥生時代に並行する続縄文時代のコハク

玉が太い管玉とのみ共伴し、細い管玉とは共伴しないことが興味深い。弥生中期には青森県宇鉄Ⅱ遺

跡から大量に管玉が出土していることからも東北北部まで大量の管玉が流入しているはずであり、北

海道の玉もその脈絡で理解できよう。その中で大野氏の紹介による是川遺跡出土管玉が弥生前期後半

に属する資料の可能性が高く、韓半島製品もあり管玉自身どう理解するかのみならず、その流通や入

手の歴史的評価をめぐってこれから注目を浴びるものである。

なお、現在でこそ出雲で勾玉を生産し、糸魚川周辺でもヒスイ製勾玉の生産を行っているものの、

これらは近年生産を始めたものであり、古代からの伝統のもとに続いているわけではない。弥生時代

に使い始めた玉による装身方法が古墳時代にその幅を広げ多彩なものに展開した。それらが中央の政

治体制の下一元的に管理されていたものかどうか、それを使わなくなったことの理由等々玉の持つ社

会的な側面を明らかにする研究が少ない現状である。ある一面で、古墳時代の特質を明らかにしうる

可能性を持っていると考えるだけに、残念である。

資料見学会

研究集会翌２２日に当財団研修室で行った。石

川県の資料としては、縄文時代の玉製品に田鶴

浜町大津くろだの森遺跡、弥生時代の玉やその

製作工程を示す資料とその工具に松任市野本遺

跡など、関連資料として古墳時代腕輪形石製品

の未製品等の松任市浜竹松遺跡の出土品を展示

した。また、西方氏が北海道琥珀原石を、大野

氏が丹後平古墳群玉資料と弥生時代前期に遡る

是川遺跡の甕棺出土管玉を、中野氏が下老子遺

跡の玉および未製品と工具、浅野氏が林・藤島

遺跡出土品を持ち寄り、見学・検討を行った。

資料見学会の様子
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はじめに
九谷古窯址付近の九谷Ａ遺跡から出土した数点の色絵磁器片が出土している。本研究では、九谷Ａ

遺跡から出土した磁器１７片について分析化学的手法による胎土の化学組成からこれらの生産地に関す

る検討結果を報告する。

本研究では、九谷Ａ遺跡から出土した陶磁器片を中心に、関連資料である生産地資料である九谷古

窯跡、肥前（有田地区・嬉野地区・波佐見地区）古窯跡、消費地遺跡である東京大学本郷構内遺跡理

学部７号館地点遺跡出土磁器（古九谷様式、伊万里様式）を含めて、分析化学的に検討した。

ここでは、微量の試料量で、主成分元素から微量成分元素までの多元素同時定量が可能なＩＣＰ（誘

導結合プラズマ：Inductively Coupled Plasma）発光分光分析（AES : Atomic Emission Spectrometry）

を、遺跡出土陶磁器の生産地推定への適用を試みた。さらに、山崎一雄他（１９９３）により報告されて

いる九谷古窯跡（１号窯、２号窯、吉田屋窯）、若杉古窯跡、肥前古窯跡（有田、伊万里地区、嬉野

地区、波佐見地区）出土陶磁器胎土の主成分元素存在量による検討を行った。

分析資料
九谷Ａ遺跡出土片

分析に供した磁器片資料は全１７点で、推定年代は１７世紀と１９世紀代のものである（第１表）。

第１表 分析に供した九谷Ａ遺跡出土色絵磁器片資料一覧

ＩＣＰ発光分光分析による九谷Ａ遺跡出土色絵
磁器片の生産地推定に関する基礎的研究

二宮修治・曾方絵里・菊池一弥・新免歳靖（東京学芸大学）

№ 調査年次 推定年代 器種 出土地点 表記法
１ ４次 １７世紀 皿 Ⅳ区焼土地点 九谷Ａ遺跡①
２ ６次 １９世紀 丸碗 Ｖ‐１区３号土坑 九谷Ａ遺跡②
３ ６次 １９世紀 折縁鉢 Ｖ‐１区３号土坑 九谷Ａ遺跡③
４ ６次 １９世紀 折縁鉢 Ｖ‐１区西焼土ブロック土 九谷Ａ遺跡④
５ ６次 １７世紀 平鉢 Ｉ‐１区 九谷Ａ遺跡⑤
６ ６次 １９世紀 折縁鉢 Ｖ区石垣４ 九谷Ａ遺跡⑥
７ ６次 １７世紀 鉢 Ⅱ‐２区北 九谷Ａ遺跡⑦
８ ６次 １９世紀 皿 Ｖ‐２区 九谷Ａ遺跡⑧
９ ７次 １７世紀 香炉 Ａ‐３区 九谷Ａ遺跡⑨
１０ ７次 １７世紀 皿 Ｂ‐２区ＳＤ０８裏 九谷Ａ遺跡⑩
１１ ７次 １９世紀 碗 or 瓶 Ｂ‐５区ＳＤ０５ 九谷Ａ遺跡⑪
１２ ７次 １７世紀 鉢 or 大皿 Ｃ区北部 九谷Ａ遺跡⑫
１３ ８次 １９～２０世紀 皿 左岸３区南半部 九谷Ａ遺跡⑬
１４ ８次 １７世紀 平鉢 左岸３区南西端部 九谷Ａ遺跡⑭
１５ ８次 １９世紀 碗 左岸３区 九谷Ａ遺跡⑮
１６ ３次 １７世紀 大平鉢 皿区中央Ⅲ－３溝 九谷Ａ遺跡⑯
１７ ６次 １７世紀 皿 Ⅳ区焼土地点 九谷Ａ遺跡⑰
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九谷古窯跡出土片

分析に供した九谷古窯出土磁器片は、１号窯出土３点、２号窯出土１点、計４点で、推定年代は１７

世紀代である（第２表）。

第２表 分析に供した九谷古窯跡出土磁器片資料一覧

肥前地域古窯跡出土片

肥前には多数の古窯跡が在しており、有田地区、嬉野地区、波佐見地区の３地区から８窯跡を選択

し、その出土磁器片を資料とした。分析に供した磁器片資料は計１２点であり、有田地区の山辺田窯３

点、楠木谷窯１点、長吉谷窯１点、嬉野地区の吉田窯１点、不動山皿屋谷窯２点、波佐見地区の三股

古窯２点、辺後の谷窯１点、計１２点を用いた。推定年代はいずれも１７世紀代である。分析に供した肥

前地域における出土磁器片１６試料の一覧表を第３表に示す。

第３表 分析に供した肥前古窯跡出土片試料一覧

東京大学本灘構内遺跡理学部７号館地点山土磁器片

分析に用いた出土磁器片は古九谷様式２点、伊万里産とされる１点、計３点で、推定年代は１７世紀

前半である（第４表）。

第４表 分析に供した東京大学本郷構内遺跡理学部７号館地点出土磁器片資料一覧

№ 資料番号 推定年代 出土地点 器種 表記法
１ ８８０９１ １７世紀後半 第１号窯 白磁皿 九谷古窯①
２ ８８０９３ １７世紀 第１号窯 茶入れ底部 九谷古窯③
３ ８８０９４ １７世紀後半 第１号窯 白磁鉢 九谷古窯④
４ ８８０９６ １７世紀後半 第１号窯 白磁鉢 九谷古窯⑥

地区 資料番号 推定年代 出土窯跡 器種 表記法

有田地区

８７１５６ １６５０～６０年代 山辺田１号窯 白磁大皿 有田・山辺田①
８７１５９ １６４０年代頃 山辺田３号窯 色絵素地大皿 有田・山辺田④
８７１６０ １６４０～５０年代 山辺田４号窯 白磁大皿 有田・山辺田⑤
８７１８１ １６５０～６０年代 楠木谷窯 白磁中皿 有田・楠木谷
８７１８５ １６５０～６０年代 長吉谷窯 白磁大皿 有田・長吉谷

嬉野地区
８９２５１ １６５０～６０年代 吉田窯 色絵皿 吉田窯②
８７１９８ １６６０～８０年代 不動山皿屋谷窯 白磁大皿 不動山①
８７１９９ １６６０～８０年代 不動山皿屋谷窯 白磁大皿 不動山②

波佐見地区

８９２２４ １６３０～４０年代 三股古窯 青磁大皿 波佐見・三股③
８９２２５ １６３０～４０年代 三股古窯 （青）白磁大皿 波佐見・三股④
８９２２７ １６３０～４０年代 畑ノ原窯 染付皿 波佐見・畑ノ原
８９２２９ １６５５～８０年代 辺後の谷窯 染付碗 波佐見・辺後の谷

№ 試料番号 推定年代 推定産地 器種 出土地点 表記法
１ ８７１４６ １６４０～５０年代 古九谷様式 色絵大鉢 １号土坑 古九谷様式①
２ ８７１４７ １６４０～５０年代 古九谷様式 色絵大鉢 ４号井戸 古九谷様式②
３ ８７１５０ １６４０～５０年代 肥前・伊万里 色絵大皿 １４２号土坑 伊万里様式
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ＩＣＰ発光分光分析法
ＩＣＰ発光分光分析の主な特長として、①超微量域の高感度、高糖度分析が可能であり、②分析可

能な定量濃度範囲が広く、多くの元素の同時定量ができ、③マトリックス（共存元素）の影響が小さ

い、などが挙げられる。

本研究に使用したＩＣＰ発光分光分析装置は、セイコー電子工業社製 SPS１２００Aである。ＩＣＰ発

光分光分析装置は、溶液試料をトーチ内に噴霧して測定するものであるため、前処理として、固体試

料である陶磁器片を胎土のみの粉末試料として回収したのちに、高圧テフロン分解容器を用いて液体

試料化を行った。テフロン製の容器に試料を約１０～３０�精秤し、王水（塩酸：硝酸＝３：１）を０．５
�、フッ化水素酸（HF）を３�加えた後、テフロン製のフタをし、その容器をステンレス・スチー
ル製の分解容器に入れ、電気乾燥器１１０℃で３０～４０分加熱した。室温まで冷却し、テフロン製の容器

から約２０�程度の純水でテフロンビーカーに移し、ホットプレート上で蒸発乾固を行った（本法では
Si（ケイ素）は揮発するために定量不可）。蒸発乾固後、硝酸３．５�に、純水を加え、メスフラス
コを用いて１００�定容とした。
標準溶液および定量性の検討には、GSJ（Geological Survey of Japan：工業技術院地質調査所）配

布の JB-1 a、JG-1 a を用いた。測定に際しては、他元素の発光線が測定元素に影響を与えないことを

確認し、感度の優れた波長を選出した。JB-1 a、JG-1 a を用いて目的の１１元素〔主成分元素である Ti、

Al、Fe、Mn、Mg、Ca、Na、K、微量成分元素である Sr、Ba、Er〕の主要な３波長のそれぞれの波

長ごとに試料溶液を用いて測定し、干渉等の妨害を受けず、かつ比較的感度のよい波長の検討を行なっ

た。本研究で選択した波長は、Ti（チタン）３３４．９nm、Al（アルミニウム）３９６．１nm、Fe（鉄）２５９．９nm、

Mn（マンガン）２５７．６nm、Mg（マグネシウム）２７９．６nm、Ca（カルシウム）３９３．４nm、Na（ナトリウム）

５８９．６nm、K（カリウム）７６６．４nm、Sr（ストロンチウム）４０７．８nm、Ba（バリウム）４５５．４nm、Er（エ

ルビウム）３３７．３nmである。

今回の測定では多元素逐次（シーケンシャル）分析を行った。多元素逐次分析は、試料中に含まれ

る目的の元素を分析波長の短いものから順次測定していくものである。あらかじめ用いる元素の既知

濃度の標準試料との発光強度の比較により試料中の元素濃度を決定した。定量分析用の標準試料には

JB-1 a、JG-1 a を用い、１試料につき３回測定し、その平均値を定量値とした。

多変量解析－クラスター分析
クラスター分析とは分類法の一種である。陶磁器の識別、あるいは類似性を知るためには、測定し

たデータをもとにしたクラスター分析が有効である。本研究では、SPSS Base１０．０J for Windows パッ

ケージ・プログラムを用い、階層クラスター分析による分類を行った。Ｚ得点で値の標準化、測定方

法として平方ユークリッド距離、クラスター化の方法にはWard 法を用いた。変数には検出限界以下

の資料が存在したMnを除く１０元素を用いた。

結果および考察
ＩＣＰ発光分光分析による陶磁器片胎土資料の定量結果を第６～９表に示す。主成分元素について

は、岩石学の慣例に従って酸化物で表記してある。
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第５表 九谷Ａ遺跡出土陶磁器片：ICP発光分光分析（Sr、Ba、Er 以外は％）

第６表 九谷古窯跡、肥前古窯跡出土陶磁器片：ICP発光分光分析（Sr、Ba、Er 以外は％）

№ TiO２ A１２O３ Fe２O３ MnO MgO CaO Na２O K２O Sr, ppm Ba, ppm Er, ppm

１ ０．１９ ３４．０ ０．９２ ０．０１ ０．３５ ０．６３ ０．７１ ４．２３ １１９ １７３６ １．０９

２ ０．３３ ３１．０ １．５４ ０．０２ ０．３８ ０．７２ ０．５０ ４．４０ １４９ １１７１ ０．５７

３ ０．２０ ２４．８ ２．０５ ０．０３ ０．３０ ０．５０ ０．６９ ５．８７ １６２ １６１６ ０．９８

４ ０．２５ ３０．９ １．７１ ０．０３ ０．３８ ０．４７ ０．６１ ５．９９ １６６ １１２２ １．４７

５ ０．５２ ３５．３ １．０６ ０．０１ ０．４４ ０．３２ ０．６３ ５．０２ １０１ ９３２ ２．４８

６ ０．１０ ２４．８ ０．５５ ０．０１ １．２８ ０．３０ ０．３８ ６．８８ ６０ ９９４ ０．４８

７ ０．１１ ３１．９ ０．８６ ０．０１ ０．２８ ０．６７ ０．８８ ４．６６ １２７ ６０６ ０．５７

８ ０．１３ ２４．７ ０．７３ ０．０２ ０．３５ １．０３ １．６４ ５．７８ ５９ １１０１ ０．６９

９ ０．２７ ３６．４ ３．３５ ０．０６ ０．５３ １．５６ ０．９４ ４．８９ １８１ １２２４ １．２６

１０ ０．３３ ４０．７ １．２４ ０．０１ ０．４５ ０．５４ ０．５３ ５．２４ １３７ １３２６ １．５５

１１ ０．３３ ３４．１ ２．０５ ０．０４ ０．５８ ０．５９ ０．６５ ６．１５ １５３ １００１ １．５６

１２ ０．２１ ３５．１ ０．８１ ０．０１ ０．２７ ０．２７ ０．４３ ４．４６ １０４ １０４７ ０．９７

１３ ０．０２ ３０．９ １．０４ ０．０１ ０．２８ ０．４０ ０．７９ ５．１９ １３１ １０４３ ０．６０

１４ ０．１３ ３３．０ ０．８５ ０．０１ ０．２７ ０．３４ ０．７７ ４．７５ １３２ ６８２ ０．６６

１５ ０．２２ ２４．９ ０．８４ ０．００ ０．２０ ０．４２ １．０２ ５．７２ ８１ ９８８ １．０１

１６ ０．１６ ２６．９ ０．８０ ０．０１ ０．２２ ０．２８ ０．５１ ４．４３ １０１ ９７５ ０．７１

１７ ０．１５ ３６．８ ０．８８ ０．００ ０．４３ １．２３ １．１１ ４．０６ １２５ ５５６ ０．９０

№ TiO２ A１２O３ Fe２O３ MnO MgO CaO Na２O K２O Sr, ppm Ba, ppm Er, ppm

８８０９１ ０．３０ ４１．６ １．１７ ０．０１ ０．４８ ０．７２ １．０１ ５．０３ １５６ １２１７ １．３４

８８０９３ ０．２６ ３０．３ １．３３ ０．０３ １．４７ ３．０４ ４．７９ ３．１０ ６７６ ６９７ １．２１

８８０９４ ０．１９ ３７．８ １．０４ ０．０２ ０．３８ ０．４８ ０．７３ １．９１ １２４ １１１９ ０．８８

８８０９６ ０．３７ ３９．３ ２．２３ ０．０２ ０．６８ ０．４６ ０．４１ ４．８４ １２８ １１４８ １．７１

８７１５６ ０．０６ ２８．３ １．８０ ０．０４ ０．６５ ０．３９ １．４６ ６．６４ ４２ ４３１ ０．３０

８７１５９ ０．０６ ２７．６ １．４７ ０．０３ ０．６１ ０．４８ １．７３ ５．６２ １２ ３８４ ０．２８

８７１６０ ０．０７ ２５．０ １．８４ ０．０３ ０．６４ ０．４９ １．３８ ５．７４ ５０ ４０２ ０．３２

８７１８１ ０．０５ ２３．５ ０．５２ ０．０２ ０．１３ ０．３０ ０．６９ ３．９７ ４０ ３６１ ０．２４

８７１８５ ０．０５ ２４．３ ０．９０ ０．０２ ０．２５ ０．４３ １．０２ ４．７８ ４９ ４３４ ０．２７

８７２５１ ０．４３ ２４．９ １．３８ ０．０１ ０．６５ ０．７２ ２．９１ ４．０９ ４８ ３８６ ２．０６

８７１９８ ０．３６ ３１．４ １．５９ ０．０１ １．２４ ０．２７ ０．６３ ５．０６ ６３ １３９７ １．７３

８７１９９ ０．４１ ３３．７ １．７６ ０．０１ １．３３ ０．２６ ０．６２ ５．５４ ６１ １４６４ １．９１

８９２２４ ０．１７ ２４．４ １．４７ ０．０２ ０．６５ ０．４５ １．５３ ５．５８ ４９ ５９０ ０．３２

８９２２５ ０．１５ ２４．４ １．６５ ０．０２ ０．６６ ０．４５ １．５６ ５．３２ ５６ ６５２ ０．７１

８９２２７ ０．０６ ３０．６ １．３０ ０．０３ ０．７７ ０．５０ ０．５２ ９．４８ １００ １０２３ ０．２７

８９２２９ ０．０５ ２０．８ ０．５０ ０．０１ ０．９２ ０．１３ ０．５０ ５．０８ ７３ ４６７ ０．２３
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第７表 東京大学本郷構内遺跡理学部７号館地点出土片：ＩＣＰ発光分光分析（Sr、Ba、Er 以外は％）

九谷Ａ遺跡出土１７試料のクラスター分析の結果を樹形図として第１図に示す。九谷Ａ遺跡出土１７試

料のクラスター分析の結果では、全体的に大きく２グループに分類されている。今回、分析に供した

資料数が少ないために明確には断定できないが、さらに、３ないし４グループ以上に細分化される可

能性も認められた。

九谷Ａ遺跡出土片１７点、九谷古窯跡出土片４点、肥前地域古窯跡出土片１２点、東京大学本郷構内遺

跡理学部７号館地点出土片３点、合計３６点のクラスター分析の結果を樹形図として第２図に示す。

クラスター分析の結果、九谷A遺跡出土片１７点および九谷古窯４点、計２１点は、以下の６グループ

に分類された。

（Ａ）九谷Ａ遺跡⑦・⑭・⑬・⑫・⑰・⑮・⑯・⑧

（Ｂ）九谷Ａ遺跡①・②・③＋九谷古窯④

（Ｃ）九谷Ａ遺跡⑥（＋肥前：波佐見）

（Ｄ）九谷Ａ遺跡⑩・④・⑪・⑤＋九谷古窯①・⑥

（Ｅ）九谷Ａ遺跡⑨

（Ｆ）九谷古窯③

グループ（Ｃ）の九谷Ａ遺跡⑥資料と肥前・波佐見地区辺後の谷窯と同一のクラスターを形成して

いるが、元素存在量を比較すると類似しているものの、いくつかの元素存在量に違いが認められる。

ほぼ同じ窯でまとまっているグループ（Ｂ）、（Ｄ）においては、九谷古窯跡出土資料が含まれている

ことから、九谷Ａ遺跡と九谷古窯跡は陶磁器生産、あるいは消費に大きな関与があると考えられる。

グループ（Ａ）は、九谷Ａ遺跡８資料のみでクラスターを形成しており、九谷古窯の詳細な調査によ

り明確にされるものと思われる。グループ（Ｅ）（Ｆ）ともに、九谷Ａ遺跡および九谷古窯出土資料

がそれぞれ単独で存在している。九谷Ａ遺跡出土１７点について、推定製作年代（第１表）と胎土の化

学組成との関連を見い出すには至らなかった。

クラスター分析の結果から、全体的に肥前地域古窯跡、九谷Ａ遺跡、九谷古窯跡は、それぞれ、あ

る程度まとまって存在している。今回分析に供した九谷Ａ遺跡出土陶磁器は、主たるクラスターから

外れた数点が、果たしてどのような性質のものなのか、九谷古窯での多様性に起因しているものと考

えられ、九谷古窯の総合的な分析が望まれる。また、原料陶石から素地土の調整工程も大きく関与し

ているものと推察され、具体的に検討する必要があろう。

今後の研究の方向性を見出すために、山崎一雄他（１９９３）の江戸時代の陶磁器の分析結果との主成

分元素存在量の比較に基づく検討を行った。なお、定量値については、今回のＩＣＰ発光分光分析で

は定量できないケイ素、検出限界以下の資料が存在するマンガンとマグネシウムを除く主成分６元素

を用いた（第８、９表）。

№ TiO２ A１２O３ Fe２O３ MnO MgO CaO Na２O K２O Sr, ppm Ba, ppm Er, ppm

８７１４６ ０．０６ ２５．８ １．２０ ０．０２ ０．３７ ０．５３ １．５５ ６．１０ ４７ ４０４ ０．２８

８７１４７ ０．０５ ２６．２ １．１５ ０．０２ ０．５４ １．００ １．６１ ５．６７ ５９ ６６４ ０．２５

８７１５０ ０．０６ ２６．５ １．８３ ０．０４ ０．４７ ０．５０ １．６８ ４．３１ ３９ ３７１ ０．３０
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第８表 九谷古窯出土陶磁器片の化学組成（％）：山崎一雄他（１９９３）より

№ 出土窯名 TiO２ Al２O３ Fe２O３ CaO Na２O K２O データ番号

１ Ｋ０５ 九 谷 １ 号 窯 ０．２３ ２６．７ ０．８１ ０．０９５ ０．４８ ３．７６ 九谷１号窯①

２ Ｋ０６ 九 谷 １ 号 窯 ０．１５ ２６．１ ０．６９ ０．０７２ ０．４５ ３．８７ 九谷１号窯②

３ Ｋ０８ 九 谷 １ 号 窯 ０．１２ ２２．９ ０．６６ ０．１６ ０．６４ ３．１８ 九谷１号窯③

４ Ｋ０９ 九 谷 １ 号 窯 ０．２０ ２４．３ ０．８８ ０．５２ ０．３６ ４．１３ 九谷１号窯④

５ Ｋ１１ 九 谷 １ 号 窯 ０．４２ ２６．０ ０．８２ ０．１７ ０．２９ ３．９９ 九谷１号窯⑤

６ Ｋ１２ 九 谷 １ 号 窯 ０．３０ ２２．２ ０．９９ １．７６ ３．１０ ２．８０ 九谷１号窯⑥

７ Ｋ１３ 九 谷 １ 号 窯 ０．２８ ２５．３ ０．７３ ０．９７ ０．６９ ３．６０ 九谷１号窯⑦

８ Ｋ１５ 九 谷 １ 号 窯 ０．４０ ２４．２ ０．７８ ０．３４ ０．６２ ４．０８ 九谷１号窯⑧

９ Ｋ１６ 九 谷 １ 号 窯 ０．５０ ２５．４ ０．７２ ０．２９ ０．６１ ４．１０ 九谷１号窯⑨

１０ Ｋ１８ 九 谷 １ 号 窯 ０．２６ ２０．６ ０．９４ １．６７ １．９１ ３．９３ 九谷１号窯⑩

１１ Ｋ１９ 九 谷 １ 号 窯 ０．１１ ２３．７ ０．６７ ０．３０ ０．５３ ３．６９ 九谷１号窯⑪

１２ Ｋ２３ 九 谷 １ 号 窯 ０．１３ ２４．９ ０．６７ ０．１７ ０．４２ ３．６３ 九谷１号窯⑫

１３ Ｋ２４ 九 谷 １ 号 窯 ０．９６ ２７．６ ３．３１ ０．１９ ０．４５ ２．８０ 九谷１号窯⑬

１４ Ｋ２５ 九 谷 １ 号 窯 ０．９５ ２６．１ ３．６２ ０．１８ ０．３３ ２．７８ 九谷１号窯⑭

１５ Ｋ２９ 九 谷 １ 号 窯 ０．２９ ２６．８ ０．７０ ０．１４ ０．３１ ３．９０ 九谷１号窯⑮

１６ Ｋ３０ 九 谷 １ 号 窯 ０．８２ ２１．６ ４．７０ ０．５０ ０．３８ ３．７６ 九谷１号窯⑯

１７ Ｋ３１ 九 谷 ２ 号 窯 ０．９２ ２５．１ ２．７４ ０．１４ ０．２８ ３．４２ 九谷２号窯①

１８ Ｋ３３ 九 谷 ２ 号 窯 ０．６４ ３０．６ １．７６ ０．０９ ０．３３ ３．５０ 九谷２号窯②

１９ Ｋ３４ 九 谷 ２ 号 窯 ０．１８ ２５．５ ０．６２ ０．０５２ ０．５７ ３．９０ 九谷２号窯③

２０ Ｋ３５ 九 谷 ２ 号 窯 ０．２３ ２４．７ ０．６７ ０．０４５ ０．３７ ４．１０ 九谷２号窯④

２１ Ｋ３７ 九 谷 ２ 号 窯 ０．２３ ２４．３ ０．６６ ０．０４ ０．２８ ４．１７ 九谷２号窯⑤

２２ Ｋ３８ 九 谷 ２ 号 窯 ０．５５ ２８．４ １．６５ ０．１８ ０．４０ ３．８３ 九谷２号窯⑥

２３ Ｋ３９ 九 谷 ２ 号 窯 ０．４８ ２６．７ ２．０１ ０．１４ ０．２８ ３．５９ 九谷２号窯⑦

２４ Ｋ４４ 吉 田 屋 窯 ０．５０ ２３．９ ２．５２ ０．３２ ０．４６ ４．８０ 吉田屋窯①

２５ Ｋ４５ 吉 田 屋 窯 ０．４１ ２３．４ ２．１９ ０．３２ ０．５８ ５．２０ 吉田屋窯②

２６ Ｋ４７ 吉 田 屋 窯 ０．２２ １９．８ １．５４ ０．１４ ０．５２ ５．３６ 吉田屋窯③

２７ Ｋ５０ 吉 田 屋 窯 ０．４５ ３０．０ ２．３６ ０．１４ ０．３８ ５．０７ 吉田屋窯④

２８ Ｋ５１ 若 杉 窯 ０．２０ １９．２ １．５６ ０．０９ ０．５１ ４．８５ 若杉古窯①

２９ Ｋ５２ 若 杉 窯 ０．１０ １９．４ ０．５１ ０．０７ ０．２６ ５．２６ 若杉古窯②

３０ Ｋ５３ 若 杉 窯 ０．０９ ２０．０ ０．５７ ０．０９ ０．２３ ６．５３ 若杉古窯④

３１ Ｋ５５ 若 杉 窯 ０．１１ １９．６ ０．５５ ０．６８ ０．１９ ５．３５ 若杉古窯④

３２ Ｋ５６ 若 杉 窯 ０．１３ ２２．３ ０．３８ ０．５６ ０．１９ ５．８０ 若杉古窯⑤

３３ Ｋ５７ 若 杉 窯 ０．１０ １９．４ ０．４６ １．２５ ０．３４ ５．３４ 若杉古窯⑥
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第９表 肥前古窯跡出土陶磁器片の化学組成（％）：山崎一雄他（１９９３）より

№ 出土窯名 TiO２ Al２O３ Fe２O３ CaO Na２O K２O データ番号

３４ Ｈ０１ 原 明 窯 ０．０６６ １７．１ １．２３ ０．５４ ０．５２ ３．２２ 有田：原明窯①

３５ Ｈ０２ 原 明 窯 ０．０６５ １６．９ １．２０ ０．１４ ０．５７ ３．３２ 有田：原明窯②

３６ Ｈ０３ 原 明 窯 ０．０６５ １７．７ １．２２ ０．１０ ０．６６ ３．３８ 有田：原明窯③

３７ Ｈ０４ 原 明 窯 ０．０４９ １６．０ １．１５ ０．３４ ０．５４ ２．７６ 有田：原明窯④

３８ Ｈ０５ 小 溝 上 窯 ０．０３８ １４．８ ０．７１ ０．０８５ ０．５９ ３．５１ 有田：小溝上窯①

３９ Ｈ０６ 小 溝 上 窯 ０．０４４ １７．２ ０．７５ ０．３３ ０．８４ ４．８０ 有田：小溝上窯②

４０ Ｈ０７ 小 溝 上 窯 ０．０４３ １７．５ ０．７４ ０．２７ ０．９７ ４．８０ 有田：小溝上窯③

４１ Ｈ０８ 小 溝 上 窯 ０．０３９ １７．０ ０．７７ ０．１９ ０．６６ ４．０９ 有田：小溝上窯④

４２ Ｈ０９ 百 間 窯 ０．０７ １９．１ １．２６ ０．３９ ０．３４ ３．９６ 有田：百間窯①

４３ Ｈ１０ 百 間 窯 ０．１０ １９．８ １．０６ ０．１１ ０．３３ ３．８１ 有田：百間窯②

４４ Ｈ１１ 百 間 窯 ０．０１８ ２２．０ １．８６ ０．１４ ０．４７ ４．５９ 有田：百間窯③

４５ Ｈ１２ 百 間 窯 ０．１５ ２２．５ １．７０ ０．０８ ０．４１ ４．８５ 有田：百間窯④

４６ Ｈ１３ ダンバギリ窯 ０．０５４ １７．２ １．２０ ０．１９ ０．８２ ３．９９ 有田：ダンバギリ窯①

４７ Ｈ１４ ダンバギリ窯 ０．０６ １８．３ ０．９４ ０．１２ ０．７９ ４．１４ 有田：ダンバギリ窯②

４８ Ｈ１５ ダンバギリ窯 ０．０６５ １８．０ ０．８３ ０．３９ ０．６９ ４．５２ 有田：ダンバギリ窯③

４９ Ｈ１６ 窯 ノ 辻 窯 ０．０７３ １９．７ １．２４ ０．２２ ０．８２ ４．３３ 有田：窯ノ辻窯①

５０ Ｈ１７ 窯 ノ 辻 窯 ０．０７４ ２０．２ １．２２ ０．１５ ０．７７ ４．１７ 有田：窯ノ辻窯②

５１ Ｈ１８ 窯 ノ 辻 窯 ０．０７ １８．６ ０．８６ ０．３１ ０．７２ ４．０５ 有田：窯ノ辻窯③

５２ Ｈ１９ 窯 ノ 辻 窯 ０．０９６ １８．４ １．３８ ０．１５ ０．７０ ３．７６ 有田：窯ノ辻窯④

５３ Ｈ２０ 猿 川 窯 ０．０３８ １７．４ １．１８ ０．２９ ０．５８ ４．７２ 有田：猿川窯①

５４ Ｈ２１ 猿 川 窯 ０．０４５ １８．０ ０．９４ ０．２５ ０．８２ ４．８３ 有田：猿川窯②

５５ Ｈ２２ 猿 川 窯 ０．０５４ １９．６ ０．８０ ０．２６ ０．８５ ４．０２ 有田：猿川窯③

５６ Ｈ２３ 猿 川 窯 ０．０５０ １７．２ ０．９０ ０．３０ ０．９２ ３．７４ 有田：猿川窯④

５７ Ｈ２４ 長 吉 谷 窯 ０．０４６ １７．２ ０．５３ ０．２４ ０．６２ ３．６０ 有田：長吉谷窯①

５８ Ｈ２５ 長 吉 谷 窯 ０．０４６ １７．５ ０．３９ ０．１５ ０．５４ ３．５６ 有田：長吉谷窯②

５９ Ｈ２６ 長 吉 谷 窯 ０．０６ １８．９ ０．９３ ０．１４ ０．８９ ４．１６ 有田：長吉谷窯③

６０ Ｈ２７ 長 吉 谷 窯 ０．０５ １８．２ ０．７８ ０．２５ ０．８８ ４．４６ 有田：長吉谷窯④

６１ Ｈ２８ 下 白 川 窯 ０．０５８ １９．６ ０．７５ ０．２９ ０．６６ ５．４０ 有田：下白川窯①

６２ Ｈ２９ 下 白 川 窯 ０．０５４ １８．２ ０．４９ ０．１９ ０．３２ ４．９６ 有田：下白川窯②

６３ Ｈ３０ 下 白 川 窯 ０．０５９ １９．６ ０．６３ ０．１５ ０．７８ ４．５０ 有田：下白川窯③

６４ Ｈ３１ 下 白 川 窯 ０．１９ ２３．８ ３．４２ ０．１６ ０．３０ ２．９２ 有田：下白川窯④

６５ Ｈ３２ 柿 右 衛 門 窯 ０．０４８ １７．８ ０．３９ ０．２２ ０．４４ ３．７０ 有田：柿右衛門窯①

６６ Ｈ３３ 柿 右 衛 門 窯 ０．０６ １９．０ １．０２ ０．２５ ０．８０ ４．３２ 有田：柿右衛門窯②
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６７ Ｈ３４ 柿 右 衛 門 窯 ０．０６２ ２０．７ ０．７４ ０．１５ ０．７９ ４．７３ 有田：柿右衛門窯③

６８ Ｈ３５ 柿 右 衛 門 窯 ０．０５０ １９．１ １．３６ ０．１０ ０．６１ ４．５２ 有田：柿右衛門窯④

６９ Ｈ３６ 樋 口 窯 ０．０４７ １７．６ ０．５３ ０．０３２ ０．３２ ３．３０ 有田：樋口窯①

７０ Ｈ３７ 樋 口 窯 ０．０５２ １６．６ ０．５４ ０．１６ ０．６０ ３．６５ 有田：樋口窯②

７１ Ｈ３８ 樋 口 窯 ０．０５４ １６．９ ０．５４ ０．０８２ ０．５９ ３．７５ 有田：樋口窯③

７２ Ｈ３９ 鍋 島 藩 窯 ０．１３ １８．３ １．１８ ０．２６ １．８５ ３．９８ 有田：鍋島藩窯①

７３ Ｈ４０ 鍋 島 藩 窯 ０．１４ ２０．４ １．２３ ０．１８ １．２７ ３．８１ 有田：鍋島藩窯②

７４ Ｈ４１ 鍋 島 藩 窯 ０．１１ １９．６ １．３８ ０．１７ １．１５ ３．６９ 有田：鍋島藩窯③

７５ Ｈ４２ 不動山皿屋谷２号窯 ０．６５ ２５．６ １．１６ ０．０５６ ０．３０ ．６９ 嬉野：不動山皿屋①

７６ Ｈ４３ 不動山皿屋谷２号窯 ０．６９ ２５．１ １．２１ ０．１８ ０．５７ ．４０ 嬉野：不動山皿屋②

７７ Ｈ４４ 不動山皿屋谷３号窯 ０．７５ ２２．８ １．００ ０．１８ ０．３９ ３．７５ 嬉野：不動山皿屋③

７８ Ｈ４５ 不動山皿屋谷１号窯 ０．４７ ２３．５ ２．１３ ０．０６９ ０．１５ ４．３７ 嬉野：不動山皿屋④

７９ Ｈ５１ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３０ １７．４ １．０７ ０．５９ ２．０２ ４．８１ 嬉野：吉田２号窯①

８０ Ｈ５２ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３６ １８．５ １．０４ ０．３６ １．５３ ５．００ 嬉野：吉田２号窯②

８１ Ｈ５３ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３７ １９．６ １．０５ ０．３４ １．５２ ４．８０ 嬉野：吉田２号窯③

８２ Ｈ５４ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３０ １６．９ ０．９１ ０．４８ １．８７ ４．５７ 嬉野：吉田２号窯④

８３ Ｈ５５ 吉 田 ２ 号 窯 ０．５５ ２０．０ １．３４ ０．３８ １．４５ ３．７４ 嬉野：吉田２号窯⑤

８４ Ｈ５６ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３１ １６．０ ０．８５ ０．５６ １．９５ ５．０４ 嬉野：吉田２号窯⑥

８５ Ｈ５７ 吉 田 ２ 号 窯 ０．４６ １８．９ １．２２ ０．５１ １．６７ ４．２２ 嬉野：吉田２号窯⑦

８６ Ｈ５８ 吉 田 ２ 号 窯 ０．３４ １９．１ ０．９２ ０．３６ １．５８ ４．９５ 嬉野：吉田２号窯⑧

８７ Ｈ５９ 吉 田 ２ 号 窯 ０．４３ １９．５ １．６１ ０．４３ １．３８ ３．９２ 嬉野：吉田２号窯⑨

８８ Ｈ６０ 吉 田 ２ 号 窯 ０．４２ １７．９ １．０７ ０．５０ １．８２ ４．４４ 嬉野：吉田２号窯⑩

８９ Ｈ６１ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０８ １７．５ ０．６５ ０．２７ ０．９５ ４．１４ 嬉野：吉田２号窯⑪

９０ Ｈ６２ 吉 田 ２ 号 窯 ０．２４ １９．３ １．０９ ０．３８ １．０９ ４．３３ 嬉野：吉田２号窯⑫

９１ Ｈ６３ 吉 田 ２ 号 窯 ０．２１ １７．１ ０．６６ ０．４１ １．６５ ４．８８ 嬉野：吉田２号窯⑬

９２ Ｈ６４ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０９ １５．８ ０．２２ ０．３３ １．３５ ４．７４ 嬉野：吉田２号窯⑭

９３ Ｈ６５ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０４ １６．４ ０．５８ ０．２９ ０．７４ ３．９２ 嬉野：吉田２号窯⑮

９４ Ｈ６６ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０５ １６．９ ０．６３ ０．２２ ０．８３ ４．１２ 嬉野：吉田２号窯⑯

９５ Ｈ６７ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０６ １６．７ ０．６０ ０．３０ １．０６ ４．３７ 嬉野：吉田２号窯⑰

９６ Ｈ６８ 吉 田 ２ 号 窯 ０．０６ １７．２ ０．５２ ０．２４ １．０１ ４．４７ 嬉野：吉田２号窯⑱

９７ Ｈ４６ 三 股 古 窯 ０．０７１ １８．４ １．２２ ０．２２ １．０３ ５．３６ 波佐見：三股古窯①

９８ Ｈ４７ 永 尾 本 登 窯 ０．１２ １８．６ ０．５３ ０．０２１ ０．３９ ４．４０ 波佐見：永尾本登窯①

９９ HA 01 永 尾 本 登 窯 ０．０８８ １７．０ ０．２２ ０．０９９ ０．２２ ４．８２ 波佐見：永尾本登窯②

１００ HA 02 永 尾 本 登 窯 ０．１１ １７．５ ０．３７ ０．１４ ０．３０ ５．４４ 波佐見：永尾本登窯③

１０１ HA 03 永 尾 本 登 窯 ０．１０４ １８．７ ０．２９ ０．２６ ０．４２ ５．８５ 波佐見：永尾本登窯④

１０２ HA 04 辺 後 の 谷 窯 ０．０８ １６．８ ０．２２ ０．２６ ０．３９ ５．２０ 波佐見：辺後の谷窯①

１０３ HA 05 辺 後 の 谷 窯 ０．０７ １４．６ ０．２１ ０．２２ １．４５ ３．７４ 波佐見：辺後の谷窯②
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九谷Ａ遺跡出土陶磁器１７片（Ａ）と九谷古窯跡（１号窯１６片（Ｂ１）、２号窯７片（Ｂ２）、吉田屋窯４

片（Ｂ３））、若杉古窯６片（Ｂ４）、肥前古窯跡（有田地区４１片（Ｃ１）、嬉野地区・不動山皿屋谷窯４

片（Ｃ２）、嬉野地区・吉田２号窯１８片（Ｃ３）、波佐見地区７片（Ｃ４））、計１２０点について元素存在量

の比較を行った。SPSS 統計処理の箱ひげ図として第３図に示す。生産地ごとに元素存在量に特徴が

認められる。これら６元素（酸化物）の存在量を変数としてクラスター分析により検討を行った。

九谷Ａ遺跡出土陶磁器１７片と九谷古窯跡、若杉古窯跡出土陶磁器片３３点、計５０点の主成分６元素の

酸化物濃度を変数とするクラスター分析の結果、さらに肥前古窯跡出土１０３点を加えた合計１２０点のク

ラスター分析の結果を樹形図として、それぞれ第４図、第５図に示す。

両者クラスター分析においては、母集団が異り、基準化したときの平均値や標準偏差が異なること

から、単純には比較できないが、九谷Ａ遺跡出土陶磁器１７片は、九谷Ａ遺跡⑥、⑧、⑨、⑮、⑯、⑰

のように独立したクラスターを作成するものと主たるグループ（①～⑤、⑦、⑩～⑭の１１点）に大別

されている。しかし、いずれの資料も九谷地域での原料を用いて焼成されている可能性が高いものと

推定される。

おわりに
本研究では、微量の試料量で、主成分元素から微量成分元素の多元素の同時定量が可能なＩＣＰ発

光分光分析を、九谷Ａ遺跡を中心として、近世遺跡から出土する陶磁器の生産地推定への適用を試み

た。ＩＣＰ発光分光分析により定量された化学組成（元素存在量）による生産地推定においては、ま

だ、解決しなくてはならない多くの課題がある。

今回の測定での定量性を確認するため、USGS（U.S.Geologica１Survey：アメリカ合衆国地質調査

所）配布の標準岩石を用いて、再度、測定を行い、検討している。

ＩＣＰ発光分光分析には、必ず試料採取が必要となり、今回は、出土磁器片から分析のための胎土

粉末試料を得るために、細片試料を粉砕し実体顕微鏡下でハンド・ピック法による回収や、ダイアモ

ンド・ドリルなどを用いた削り出しを行った。しかし、出土磁器片によっては、分析のための試料粉

末の採取量が限定されてしまうことがある。たとえば、胎土の厚みが薄く、釉薬の影響が懸念される

ほど断面が薄い資料などである。本研究では、数点が試料採取困難なため、１０�程度の極微量の試料
量で行なった。場合によっては、各元素の検出限界との関係から、定量値が得られにくいことあり指

標元素の設定などに留意する必要がある。

本研究では、ＩＣＰ発光分光分析を用いて、陶磁器の胎土分析による分類を行なった。この分類に

より、陶磁器における生産地同定が可能であることが明らかになった。今後、ＩＣＰ発光分光分析法

が陶磁器の識別分類や生産地同定の分析法として更なる確立を図りたい。

現在では、蛍光 X線分析や、放射化分析により生産地同定がなされている。生産地同定について

は、美術史学的観点、流通に関する文献史学的、考古学的な考察等を基本に、自然科学的手法も加え

て総合的に検討すべきであると考える。
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第１図 九谷Ａ遺跡出土陶磁器片胎土（第１表）のクラスター分析
変数：ICP－AES により定量されたMnを除く主成分７元素
（酸化物）と微量成分３元素（第５表）

第２図 九谷Ａ遺跡、九谷古窯、肥前古窯、東京大学理学部構内遺跡
理学部７号館地点出土陶磁器片胎土（第１～４表）のクラスター
分析
変数：ICP－AES により定量されたMnを除く主成分７元素
（酸化物）と微量成分３元素（第５～７表）
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第３図 九谷Ａ遺跡出土および生産地遺跡（古窯跡）出土陶磁器胎土の元素存在量の比較（箱ひげ図）
Ａ ：九谷Ａ遺跡
Ｂ１：九谷１号窯 Ｂ２：九谷２号窯 Ｂ３：吉田屋窯 Ｂ４：若杉古窯
Ｃ１：肥前・有田地区
Ｃ２：肥前・嬉野地区（不動山皿屋谷窯） Ｃ３：肥前・嬉野地区（吉田２号窯）
Ｃ４：肥前・波佐見地区
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第４図 九谷Ａ遺跡（第１表）、九谷古窯、若杉古窯出土陶磁器片胎土（第８表）のクラスター
分析
変数：主成分６元素（酸化物）（第５、８表）
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第５図 九谷Ａ遺跡（第１表）、九谷古窯、若杉古窯（第８表）、肥前古窯出土（第９表）陶磁器片胎
土のクラスター分析
変数：主成分６元素（酸化物）（第５、８、９表）

九谷Ａ遺跡の分析資料
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はじめに
財団法人石川県埋蔵文化財センターは、平成１３年５月にオープンした古代体験ひろばで、石川県教

育委員会より委託を受けて、年間を通じて様々な古代体験学習を実施している。
す え き

この古代体験学習のひとつに、学習講座「須恵器づくり」がある。須恵器とは、古墳時代中頃（５

世紀前半代）に朝鮮半島から伝わった成形・焼成技術により作られた青く硬く焼き締まった土器であ

る。成形時のロクロ技術や、穴窯を構築して１，１００℃以上の高温で還元焼成を行う技術など、それま

での日本列島の焼き物にはない高度な技術体系を特徴とする。この焼き物は、短期間のうちに各地に

拡がり、県内でも６世紀を相前後する時期に羽咋市柳田ウワノ１号窯などで操業が確認されている。

７世紀に入ると北陸地方は、次第に整備されつつあった律令国家の政策の一環として、旧郡程度に１

つの窯跡群が操業し、狭域分業体制を目指した「一郡一窯体制」が確立する。そして当時の土製食器

や貯蔵具類のほとんどが須恵器で作られ、平安時代前期まで人々の「食」で重要な役割を担ってきた。

また、この技術は中世の珠洲焼に受け継がれており、学習講座の中でも「石川県らしい」体験学習の

一つともいえる。

学習講座「須恵器づくり」は、古代の須恵器成形・焼成技術の追体験と復元実験を目的に、中学生

以上の県民を対象に開講している。２回目となる平成１４年度は、１０月２０日（日）、２７日（日）に須恵器製

作を計画、各日３０名の参加者の募集を行い、両日で２８名の参加者を得ている。その後、１１月１４・１５日

の窯詰め作業を経て、１１月１６日（土）午前１０時～１８日（月）午後１時までの５１時間の窯焚き、２４日（日）に

窯出しを行った。なお、一般に須恵器の製作は、陶土の採掘、生地の調整・ねかせに始まり、製品の

成形・調整・施文、乾燥、窯詰め、焼成、窯出しの過程を経る。また穴窯づくりや燃料となる木材の

採取なども重要な要素である。これらの復元を目指した研究は少なからず存在し、貴重な成果を導き

出している（１）。当センター実施の「須恵器づくり」は、学習講座の枠内で可能な須恵器製作過程の一

部の復元であることを、先に諒としていただきたい。

１ 復元古窯と「須恵器づくり」の目的
古代体験ひろばにある復元古窯は、須恵器を焼成した穴窯をイメージして築かれた半地下式登り窯

である。ただし耐火レンガを床・壁とし、水平長７３０㎝、最大幅１５０㎝を測る（第１図）。その構造は、

階段床と緩やかな円弧を描く側壁・天井壁をもつ燃焼・焼成部（水平長３８０㎝）と、一辺３０㎝の断面

正方形の煙道部（同３５０㎝）に大別できる（２）。焚き口は開放状態で最大幅・最大高とも８０㎝、開放時

断面積約０．６㎡を測り、上方はアーチ形を呈する。続く、燃焼部は水平床で、水平長１００㎝、最大幅１５０

㎝、最大高約１２０㎝を測る。焼成部は６段の階段床（各段長４０㎝または５０㎝）よりなり、煙道部（前

半）と同じく傾斜角１９度を測る。ゲートダンパー、エアーダンパーが附する煙道部（前半）は水平長

２８０㎝、断面積０．０９㎡を、垂直に立ち上がる煙道部（後半）は高さ約１７０㎝、断面積０．０９㎡をそれぞれ

測る。また写真１０のとおり、平成１４年度の窯焚きでは覆い屋の延焼防止のために煙道部（後半）の上

部に長さ２�以上の金属製煙突を追加した。
さて、平成１３年度に実施した第１回窯焚きは、陶芸家などの外部の協力者を得ずに、「素人集団」

である当センター職員が計画・実施した。主に参考としたのは、既に須恵器焼成の復元実験を蓄積し

平成１４年度学習講座「須恵器づくり」の概要

川畑 誠
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つつある福岡県小郡市埋蔵文化財調査センターによる須恵器窯焚き風景を撮影したビデオである。第

１回窯焚きは、１時間に２０～３５℃の温度上昇を設定して割薪を投入、焼成開始約３２時間後に９００℃を

超え、還元炎焼成となった。その後、焚き口を耐火レンガおよび棚板で閉じ、またゲートダンパーの

頻繁な開閉作業を繰り返すことで、空気流入量を極力抑えながら、焼成開始約４０時間後に１，１００℃に

到達、ごく短時間であるが１，２００℃を記録した。そして５２時間後に焚き口が一杯になるまでの松薪を

投入した直後に、耐火レンガと粘土を使って焚き口と煙突をほぼ同時に閉塞した。焼成品は、燃焼部

に近い位置に設置した個体で還元と自然釉の融着を認めた一方、大半の個体は炭素が器表に吸着し、

いぶし瓦と共通する銀色に光る（銀化した）焼き物となった。

平成１４年度の窯焚きは、第１回窯焚きで得られた課題のうち、①焚き口および煙突部分の条件設定

を極力変更せず、空気流入量に係る今後の焼成への基礎データを得ること、②窯閉塞の過程を一部変

更して焼成品の銀化解消と還元色を得る方法を確立することに重点を置いて実施することとなった。

また③オキの掻き出しを極力減らすこと、④発掘調査で得られた焼成品の重ね焼きや設置方法の復元

についても、課題の一つとしている。

２ 須恵器づくりと窯詰め
須恵器づくりに使用した粘土は、小松市若杉町所在の谷口製土所が独自に調合した販売名「九谷Ａ」

である。この黄色の色調をもつ粘土は、小松市内の丘陵部で採掘した粘土に、シャモットを含む数種

の粘土を調合したものである。学習講座を実施する前に、テストピース数個体を製作、体験工房の電

気窯を用いて１，１３０℃の酸化焼成を試みている。その結果、縮小率が約８８％であること、酸化を示す

淡橙色に焼き上がり鉄分を適量含んでいること、極端な焼きゆがみ等が生じないことを確認してい

る。

さて、須恵器を製作する講座は、各日午前１０時～午後４時（ガイダンスを含めて約６時間）の日程

で、参加者には初めて土器をつくる人も少なくない。そのため、平成１３・１４年度とも、須恵器の製作

技術のうち、回転力の利用に主眼をおいて講座内容を組み立てている。具体的には「底部円盤紐水挽」

技法（３）による無台杯と小型瓶・壺の製作を行っている。この技法は、回転台またはロクロ中心部に置

いた粘土塊を、手の平などで叩き締めて円盤状の底部をつくった上に、粘土紐を１段以上積み、回転

力を利用した「土ごろし」の後に挽き上げる技法である（第２図）。モデルには、県内遺跡出土の奈

良時代の無台杯と奈良～平安時代前期の小形壺・瓶を準備、参加者は平均無台杯３点、小形壺・瓶１

点の製作が可能であった。また電動ロクロを設置し、より高度な方法での製作体験も併せてできるよ

うに配慮している。

様々な焼成実験に必要な製作品は、約２週間の期間をかけて職員が製作した。先述の「底部円盤紐

水挽」技法による製作は、電動ロクロに触れる経験の少ない職員にとって、「土ごろし」や底部成型

の簡略化を図れる大きな利点があり、口径１４㎝程度の無台杯なら数日のうちに１０分程度で製作可能と

なっている。また当て具を用いた甕・横瓶、風船技法による瓶類の製作は、須恵器の観察から復元さ

れる製作方法（４）で数人の職員が担当した。製作品は、講座参加者が約１４０点、職員が約３１０点、計約４５０

点を数え、体験工房内で位置を変えながら約２～３週間乾燥した。

窯詰めは、１１月１４・１５日の両日に４人の職員が記録を取りながら実施した（写真３～５）。焼成部

の各段を右・中央・左の三つに分割、天井に近い高さまで棚板と支柱を用いて３～６段積み上げてい

る。基本的に職員製作品は下２段に、参加者製作品は良好な焼成を期待して３段目以上に設置した。

また職員製作品は稲ワラを挟んだ各種の重ね焼きや焼き台の復元実験のため密に配する一方、参加者

― 90 ―



製作品は平積みとした。職員製作の中・大型品は、煙道部（前半）に近い段と、焼成部に接した段を

利用している。

窯焚きの記録はビデオカメラ、３５㎜カメラにより撮影を、窯内温度は熱電対温度計を窯壁より４本

差し込み、１５分ごとに記録することとした。また、下より２・４段目の棚板上にオルトンコーンを９

箇所設置している。各箇所のオルトンコーンは９９０℃～１２３０℃の間で７本を選択した。使用する割薪

は、長さ約５０㎝の広葉樹割薪４５０束、松割薪２００束を準備した。一般に広葉樹は堅くて密度が高いこと

から火持ちがよいのに対して、松は火持ちがよくないものの脂分が多いので高温を得やすいといわれ

る。なお窯焚き、窯出しについては、安全管理の観点より職員が実施、講座参加者は開園時間内で自

由見学に限定している。

３ 焼成経過
１１月１６日（土）午前１０時に焚き口前にて割薪に点火、焼成を開始した。焚き口の大きさは、耐火レ

ンガを縦に２列設置したため、断面積約０．４５㎡を測る。この焚き口の条件は焼成４７時間後まで変更す

る必要がなく、１，１００℃程度までの温度上昇が可能であった。燃焼部にたまるオキの高さの調整で、

空気流入量の調整が一定程度できることから、焚き口の大きさは割薪投入に必要な大きさに規制され

るように考えられた。その点でいえば、焚き口最上半のアーチ型を呈した範囲は、割薪投入に影響が

少なく、かつ常に空気が流入する状態であったことから、今後なんらかの措置を検討すべきであろう。

またゲートダンパーを差し込む部分は粘土などで密閉し、排煙孔も開放状態とした（断面積０．０９㎡）。

窯焚きの様子、平均温度上昇、割薪投入量の概要は下表のとおりである。

焼成延べ
時間（ｈ）

測点２

特 徴

薪の投入数

温度変化
（℃）

平均上昇度
（℃／ｈ）

総数
（束）

平均束数
（束／ｈ）

０～９ ２１→ １８５ １８．２ ・焚き口前にて焼成開始。
・１時間後より煙が窯内に入り始める。 １５ １．７

～１７ １８５→ ２４４ ７．４ ・広葉樹薪投入束数を増やす。
・１１時間後に２００℃到達。燃焼部を用いての焼成を開始。 ２４ ３．０

～２４ ２４４→ ４４４ ２８．６ ・広葉樹薪投入束数を増やすとともに松薪を一部使用。
・オキが増加し始めたため、掻き混ぜを実施。 ３７ ５．３

～３２ ４４４→ ８４３ ４９．９
・オキをひんぱんに掻き混ぜ、量が増えないようにする。
・オキ掻き混ぜの後、同時に広葉樹薪２束ずつ投入。
・３１時間後、測点１が１，０００℃に到達。

６９ ８．６

～３６ ８４３→ ９０２ １４．８ ・薪投入ペース維持。オキを燃やす。 ３６ ９．０

～４２ ９０２→１，０２８ ２１．０
・松薪に主体を移行（広葉樹３４束＋松４１束）。
・３６時間後に土器が明るくなり、排煙孔より還元焼成の黒煙・炎発生。
・３９時間後、測点１が１，１３４℃を記録。

７５ １２．５

～４８ １，０２８→１，０３７ １．５
・攻め焚きをするが温度上昇鈍く、測点１・３で１，１００℃前後で推移。
・薪投入は松主体に実施するが上昇せず（広葉樹２１束＋松６１束）。
・オキ増加のため掻き出し、焚き口にレンガ設置して狭くする。

８２ １３．７

～５１ １，０３７→１，１１６ ２６．３

・還元焼成維持。オキの掻き混ぜを十分に実施。
・薪の投入間隔をのばし、一度の投入束数増やす。松のみ使用。
・測点１で１，１４５℃、測点３で１，１５９℃を記録。
・松薪を大量投入し、焚き口より閉塞を開始。１２：５５閉塞終了。

４５ １５．０
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焼成は、１時間当たり２０～３５℃の温度上昇を目安として割薪を投入し、最初は熱風のみを窯内に送

り続けた。熱電対温度計２（測点２）が２００℃を超えた焼成１１時間後に初めて焼成部内で焼成を開始

した。その後、熱電対温度計２（測点２）が９５０℃を超えた焼成３６時間後より窯内は還元雰囲気とな

り、割薪を投入する度に窯内で黒色の炭素ガスが発生、排煙孔より赤色の焔があがり始めた。そして

焼成３８時間後に熱電対温度計２（測点２）で１，１００℃に到達した。しかし、その後の１３時間は割薪の

投入方法や量を変えての様々な試みを行うものの１，０５０～１，１００℃で推移、目標とした１，２００℃には到

達することはできなかった（第１表）。その理由としては、前述した焚き口最上半よりの空気流入や、

オキの攪拌が不十分であったこと、割薪投入のタイミングなどが考えられる。また窯内の温度差は、

測点２と測点４の間で最大８０℃、平均３０～５０℃以内で推移しており（第２表）、窯全体がほぼ順調に

温まる状況であった。

窯の閉塞は、焼成開始５１時間後に行っている。今回の主課題であった窯閉塞の方法は、平成１３

年度と下表④～⑥の工程に相違をもつ。これは、割薪投入により発生する黒色の炭素ガスが大量に過

ぎ、結果として土器器面を銀化させるとの指摘や、須恵器の還元色を窯閉塞以後の９５０℃までの冷却

段階で得ようとしたことによる。

作業は、下表①・②の作業を実施、測点２で最高温度１，１１６℃を記録した後に、１２時２０分より焚き

口の閉塞を開始している。焚き口の閉塞は耐火レンガを積み、その隙間に水で練った土砂を詰め込ん

でいる（写真１１・１２）。耐火レンガを積み終えたのは１２時３８分である。その後、その前に耐火レンガを

１列積み、水で練った土砂で入念に密閉を図った。排煙孔の閉塞は、棚板とエンゴロ土を用いて１２時４１分

より開始し、１２時５５分に終了している。また窯を構成する耐火レンガの隙間は、噴出するガスを頼り

にエンゴロ土や砂で埋めている。窯焚きに使用した割薪は広葉樹割薪２２６束、松割薪１５７束を数える。

窯閉塞後の測点１による窯内温度変化は下表のとおりである。窯内全体がほぼ均一の温度を保ちな

がら、窯閉塞完了５分後（午後１時）に９５４℃、２０分後に９３０℃と急激に低下、窯出しを始める１４０時

間後には１１３℃となっている。

４ 焼成結果
窯出しは、窯焚き終了後１４０時間を経た１１月２４日午前９時より行った。閉塞に用いた耐火レンガ・

砂を外した後に、焼成部にたまったオキを掻き出した。オキは、内部で依然として燃えており、その

平成１４年度 平成１３年度
① オキの攪拌 オキの攪拌
② 焚き口一杯になるまでの松薪の投入（１４束） 焚き口一杯になるまでの松薪の投入
③ 窯内での大量の黒色ガスの発生 窯内での大量の黒色ガスの発生
④ 十分に燃焼させ、黒色ガスがきれて中性焔となる。 （未実施）
⑤ 焚き口の閉塞を開始・終了 焚き口、排煙孔の同時閉塞（黒色ガスは窯内

に充満）⑥ ガスを逃がした約２０分後に排煙孔の閉塞開始・終了
⑦ 粘土・砂などによる密閉 粘土・砂などによる密閉（窯内温度急激に下降）

閉塞２時間後 ８４１℃

２２時間後 ５１４℃

４７時間後 ３４２℃

閉塞７０時間後 ２３８℃

９６時間後 １７２℃

１４０時間後 １１３℃
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量は正確に計っていないものの平成１３年度の半分程度にとどまる。その後、棚板単位でビデオカメラ、

３５㎜カメラで記録撮影を行いながら午後２時頃に窯出しを終了した。

以下、熱電対温度計、オルトンコーンの溶融や焼成品の観察などより得られた焼成結果を記す。

（１）温度分布（第３図）

前述のとおり、目標とした１，２００℃には到達していない。熱電対温度計で記録した温度と、オルト

ンコーンの示す温度帯は若干の相違をみせ、理由として熱電対温度計先端部が窯内に５㎝程度しか出

ず必ずしも適正な設置ができなかったことや、オルトンコーンの示す温度帯がごく短期間のみであっ

たことなどが考えられる。オルトンコーンの溶融より推定すれば、焼成部に近い第３ ａ図 の範囲は

１，２３０℃以上、b～eの範囲は１，１６０～１，２０５℃に達し、窯内全体がほぼ均一に暖まったと考えられる。

（２）器表面の融着（第３図）

焼成品器表面における自然釉の融着と黒化の分布を観察し、第３図のとおり５つに分類した。aの

範囲では、火前にある口縁部など一部で大粒の自然釉の融着が、また側面を中心に黒化が認められた。

自然釉の融着や黒化は、窯尻に向かうにつれ次第に弱くなり、ｅの範囲に至ると黒化は確認できない。

自然釉の融着が一部に限られたことは、温度上昇の不足に起因しよう。ただし、煙道最前部床面に焼

き台として設置した平成１３年度焼成品に粒状の緑色自然釉が融着、この範囲がスポット的に高温を得

たと考えられる。

また器表面の銀化は比較的少なく、その意味では今回の窯閉塞の過程は一定の成果を得たといえ

る。銀化は、焼成部２～５段下部の窯壁に沿った細長く延びる２カ所の範囲に設置した焼成品の側面

のみに確認した。この範囲に銀化が進む条件が存在したと考えられる。

（３）肉眼観察による酸化・還元の状況（第４・５図）

焼成時の還元状況は、前述の電気窯で酸化焼成したサンプル品と焼成品の断面色調の比較観察より

分類し、６つの範囲に分けた（第４図）。第４図アの範囲にある焼成品は、須恵器に近似した還元状

況を示し、暗灰色を基調に一部で紫色がかる個体も存在した。また同範囲では重ね焼きにより直接炎

を受けない箇所でも灰色～暗灰色を呈し、器内部までの強い還元であったと考えられる。焼成時の還

元状況は、窯尻に向かうにつれ弱くなり、オ・オ’の範囲はほとんど還元が認められない。ただし煙

道最前部にスポット的に還元の進む範囲が存在し、自然釉の融着状況と矛盾しない結果を示す。この

ことから、焼成のある段階まで還元雰囲気を維持できたといえる。

次に窯閉塞前後から閉塞以後の状況を焼成品器表面の色調の比較観察より考えてみたい。第５図の

とおり色調は、大きく３分類が可能であった。オキに近い①の範囲では、オキの燃焼に酸素が奪われ

続けたため酸化がほとんど認められない。一方、③の範囲では器表面より酸化を受けて茶灰色～灰橙

色を呈する個体が占める。観察を行ったある杯蓋は断面が灰色、器表面が灰橙色を呈していた。また

②・③に位置する焼成品は、火後ろほど酸化状況が強いことが観察できた。

これらの観察に窯焚きの工程を加味すれば、焼成は還元雰囲気を維持したまま順調に推移したもの

の、窯閉塞前後に煙道部側より空気が流入、酸化雰囲気に転じたと考えられる。須恵器の還元色を得

るために９５０℃以上の温度帯で還元雰囲気の維持が重要と考えられている（５）。酸化雰囲気に転じたの

は、窯の閉塞を始めた１１月１８日１２時２０分から窯内温度が９５０℃をきった１３時までの４０分間の出来事と

考えられ、現在３つの可能性が指摘できる。まず窯閉塞過程での排煙孔閉塞のタイミングがある。具

体的には銀化防止のために黒色炭素ガスがなくなる（中性・酸性焔になる）まで排煙孔の閉塞を待っ

たことである。次に窯閉塞時に煙道部各所の耐火レンガの隙間よりガスの噴出が認めらたことから、

窯内圧力の低下に伴い空気が流入した可能性があげられよう。またオキの攪拌が不十分だったため、
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酸素を奪う力が弱かったとも考えられる。このいずれか、もしくは複合した要因により、図らずも「酸

化冷却」を行ったと考えられる。学習講座「須恵器づくり」は、前述のとおり須恵器焼成の復元実験

が主目的のひとつであり、今後さらなる検討・実験を蓄積していきたい。またビデオ、写真の記録や

焼成品を保管しており、有効な活用を願ってやまない。

末文ではあるが、小松市教育委員会望月精司、卯辰山工芸工房中村基克、金沢美術工芸大学久世建

二、東北芸術工科大学北野博司、当センター林茂久、窯跡研究会々員をはじめとする各氏より貴重な

ご指導、ご教示を頂いた他、学習講座「須恵器づくり」に参加・協力いただいた先輩諸兄に篤く御礼

を申し、深く感謝の意を表する次第である。

註

� 中村 浩他１９７６『陶邑Ⅰ』大阪文化財センター

大川 清 １９８３『古代窯業の実験研究�』日本窯業史研究所
田嶋正和１９８９「古代窯業の焼成技術－還元焼成・冷却についての実験的試案－」『北陸の考古学Ⅱ』石川考古学

研究会々誌第３２号 石川考古学研究会

田中照久１９９４「九右衛門窯焼成実験の記録」『越前古窯とその再現』出光美術館

窯跡研究会１９９９『須恵器窯の技術と系譜』発表要旨

� 煙道部は、焼成部より連続する傾斜角１９度を測る前半（水平長さ２８０㎝）と、垂直に立ち上がる後半（高さ約１７０㎝）

に分けられ、前半は焼成部に近い性格をもつと考えている。

� 久世健二・小林正史・金昌郁・北野博司１９９４「須恵器杯類の製作技法」『日本考古学協会第６０回総会発表要旨』

木立雅朗２０００「須恵器杯類製作実験ノート」『立命館史学』第５６５号

� 北陸古代土器研究会２００１『須恵器貯蔵具を考えるⅡ つぼとかめのつくり方』北陸古代土器研究第９号

� 註�田嶋正和文献、田中照久文献、窯跡研究会発表要旨では、還元（焔・焔）焼成と還元（焔・焔）冷却を明確
に分別、須恵器の色調に関して後者の重要性を指摘している。

底部叩き締め

粘土紐積み上
げ 土殺し�

土殺し�
（挽き上げる）

第１図 復元古窯模式図 土殺し�
（上から潰す）

挽き上げ

見込みの拡大
口縁部撫で
底部箆切り

第２図 須恵器無台杯の成形復元
（木立２０００より転載）

写真１ 学習講座風景
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ａ １２００℃まで上昇。大粒の降灰が融着、ガラス化する。
ｂ 口縁部など土器上半に小粒の降灰が融着、ガラス化する。
ｃ 降灰のガラス化は、口縁部など一部のみ。黒化が主体。
ｄ 黒化・ガラス化なし。
ｅ 平成１３年度杯（焼き台）に緑色自然軸が付着。

還元の状況 杯重ね部分の器面の状況

ア 器内部まで強還元（暗灰色） ほぼ還元（灰～暗灰色）

イ 器内部まで強還元（暗灰色） 還元不充分か（茶橙色）

ウ 器内部まで還元（灰色） 還元なし（乳橙～橙色）

エ 器内部まで弱還元（橙灰色） 還元なし（乳橙～橙色）

オ 器表面の一部のみが還元 還元なし（乳橙～橙色）

オ’ 器表面の一部のみが還元 還元なし（乳橙～橙色）

オルトンコーンの位置と温度
土器の側面の一部が銀化。

ｅｄｃ

ｂ

ａ

第３図 窯内温度分布状況模式図

オウ
イ

エ

オ’
ウア

第４図 断面観察による焼成時の還元状況模式図

① ほとんど影響を受けない（暗灰～灰色）

② 器表面のみ弱い酸化を受ける（茶灰色）

③ 器内部まで酸化が浸透（灰橙色）

第５図 断面観察による窯閉塞前～冷却時の酸化状況模式図
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写真２ 参加者、職員の製作品 写真３ 窯内製作品配置計画（焼成部最奥段）

写真４ 窯詰め状況（焼成部奥より２段目） 写真５ 窯詰め終了状況

写真６ 熱電対温度計などの配置の様子 写真７ あぶり焚きの様子

写真８ 焼成風景（２４時間後） 写真９ 攻め焚きの様子（４８時間後）
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写真１０ 排煙孔よりの黒煙、炎 写真１１ 焚き口閉塞作業風景１

写真１２ 焚き口閉塞作業風景２ 写真１３ 窯出し時のオキの状況

写真１４ オキを取り除いた様子 写真１５ 焼成部最前列の自然釉、黒化状況（Ａ－３棚）

銀銀化化

写真１６ 焼成状況（奥より３段目） 写真１７ 焼成状況（焼成部最奥段）
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